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「……それじゃあ、お願いできるかな？」

「はい。僕でよろしければ」

　夏休みが明け、今日から二学期が始まった。

　始業式だけですぐに帰れるはずだったのに、僕はこうして担任の村むら枝えだ先生に職員室に呼び出されてる。

　帰りに寄りたいところがあったのにな……。

　でも、そんな不満があっても、相手が先生だと思うとにっこりと笑っちゃうんだよね。

　ちなみに云いっとくけど、別に夏休みの素行が悪くて注意されてるわけじゃないよ？

「いやあ、助かったよ、理事長から頼たのまれてどうしようかと思ってたんだ。委員長、きみなら安心して任せられるよ」

「そう云っていただけると、僕も嬉うれしいです」

　僕は、村枝先生の担当する一年Ａ組のクラス委員。ちなみにこの学園では中等部の頃ころから四年間ずっとクラス委員を任されてる。

　自分で云うのもなんだけど、先生たちからの僕への信しん頼らいは厚い。

「いつも面めん倒どうを押し付けてしまって、悪いとは思うが……」

　クラス担任の村枝先生は、自分の腕うで時ど計けいをちらちらと見ながら申し訳なさそうに、僕の顔色を窺うかがった。

　そりゃ、そうだよね。

　ちょっとで済むからって云っておきながら余計な話が長くて、一時間近くも立たされっぱなしなんだもん。

　少しは申し訳ないって思ってくれないと。

　とは思っても、僕の口から出てくるのは礼れい儀ぎ正しい言葉ばかり。

「面倒だなんて。僕にできることがあったら、何でも云って下さい」

　───なんて、冗じよう談だんじゃない。

　どうして、いつもいつも僕にばっかり云い付けるんだろ……。

　確かに、僕は成績もとりあえず上位を保ってきてるし、面倒見も悪い方じゃないけど……。

　その位なら他ほかにもゴロゴロいるわけだし、本当は僕が毎回クラス委員をやる必要はないんだよね。

　……頼たよられるのは嫌きらいじゃないから、ついつい引き受けちゃうんだけど……。

　みんな「優等生」っぽい僕の外見に惑まどわされてるだけなんだろうなぁ……きっと。

　でも実際は、誰だれも気付いてくれないけど、面倒なことはあんまり好きじゃないし。

　きっちり着てる制服も、曲がったことが嫌いな僕の性格が出てるだけ。

　それに、真ん中で分けたサラサラの黒くろ髪かみだとか、母親譲ゆずりの奥おく二ぶた重えで黒目がちな大きな瞳ひとみなんかはただの生まれつきなだけだもん。

　───周りが思う程ほど、僕は「優等生」なわけじゃないのにな……。

「それにしてもまさか、ウチの保健委員が盲もう腸ちようで入院するとはなぁ。タイミングが悪いというか……」

　本当だよ。こんなときに盲腸なんかになりやがって。

「仕方ないですよ。その間、僕もあいつの代わりに保健委員の仕事頑がん張ばります。早く良くなって学校に来れるようになるといいですね」

　早く来てくれないと困るのは僕なんだから。

「そうだな。だが、本当にスマンな。委員長だって色々と忙いそがしいだろう？」

「そんな、気にしないで下さい。今はクラス委員の仕事もそんなに忙しくありませんし。それに、保健の先生が産休に入られるのは前から聞いていましたから、僕でよろしかったら代理の先生の案内くらい全然大だい丈じよう夫ぶです」

「ありがたいよ。スマンが頼むな」

　───そんなわけで。

　産休代理で来る保健の先生が学校に慣れるまでの案内役を任されるついでに、そいつが欠席している間、僕が保健委員を兼けん任にんすることになったんだ。

　今度の保健の先生は男の人らしいんだけど。どうも理事長の知り合いらしくて、失礼がないようにしなきゃならないんだって。

　まったくもう……。

　クラス委員とか、生徒会役員とかって結局、体ていのいい雑用だよな。

「ところで、代理の先生はいついらっしゃるんですか？」

「それがな……」

　村枝先生は口調を濁にごらせた。

「？　なにか不都合でも起きたんですか？」

「実は、今日から来てるんだ。これから時間あるかい？……その先生を紹しよう介かいしておきたいんだが」

　もう来てるわけ!?　ってことは僕はまだ帰れないのか……。

「大丈夫です。今日はとくに予定もありませんし」

　思ってもないことがスラスラと出てくる。

　はあ……。これじゃもう、どこにも寄れないよ。

「よかった。───じゃあ、行こうか？」

　村枝先生はギシリと椅い子すを軋きしませて立ち上がると、僕を連れて職員室をあとにした。







　僕は、高たか瀬せ瑞みず希き。私立聖せい陵りよう学園高等部の一年生だ。

　エスカレータ制だからと云う理由で、体の弱かった僕を心配した両親が入学させてくれたこの学園に、僕は中等部から通ってる。

　私立校にありがちなプロテスタント系の学園で、「聖なる丘おか」という名前の通り丘きゆう陵りよう地ちに広大なキャンパスがある為ため、外部とは遮しや断だんされてるっぽい雰ふん囲い気きはあるんだけど。

　よっぽどのことがない限り大学まで持ち上がれる仕組みのせいか、比ひ較かく的てきのんびりした校風は、僕にとっては過ごしやすい。

　───今回みたいな厄やつ介かい事ごとを頼まれなければ、もっとラクなのに。

　二学期早々、面めん倒どう臭くさいったらありゃしない。

　本当だったら、てきとうな理由をつけて断ってもよかったんだけど、困ってる村枝先生の顔を見てたら、断りづらくなっちゃったんだよね……。

　それに───。

　恋こい人びとに夢中な親友の相手をしてるよりは建設的かな、と思ったんだ。

　僕の一番の親友である早はや坂さか夏なつ哉やは、一学期に剣けん道どう部ぶの橘たちばな要かなめ先せん輩ぱいと付合い出してしまった。

　知らないうちに急接近してたらしくて、僕が気付いたときにはできあがっちゃってたあとだったんだよね。

　大事な親友を横からとられちゃったみたいで、僕はなんとなく……面おも白しろくない。

　先輩はカッコイイと思うけど、それとこれは別で───。

　祝福してないわけじゃないけど、ちょっとだけ夏哉が薄はく情じように思えちゃうんだ。

　今までは、僕が一番側そばにいたのにな……。

「多た岐き川がわ先生。入ってもよろしいですか？」

　村枝先生は、保健室のドアをノックしてから、そう声を掛かけた。

「どうぞ」

　中から無愛想な短い返事が聞こえてくる。

　ガラガラと引き戸を開けると、中にやたらとでかいシルエットが見えた。カーテンが閉まってるせいか、廊ろう下かよりも室内の方が薄うす暗ぐらい感じがする。

　僕は少し緊きん張ちようして、半はん袖そでのシャツに締しめたネクタイを整えながら、村枝先生のあとに続いた。

「片付け中でしたか？　すみません」

「……いえ」

　僕たちが中に入っても、その人は荷物の整理をし続けていて全くこっちを見ようともしない。

「生徒を一人、紹介しようと思いまして」

「生徒……？」

「ええ。着任したばかりで何かと不便もあるでしょうから。お役に立てればと……」

「…………」

　薄暗くて、村枝先生の後ろからだとよく顔が見えないけど……。なんか、気難しい先生なのかな？

　返ってくるのは、最低限の言葉だけだし……。

　まるで他人なんかに興味がないみたい。

　こんな態度の人と、これからやっていけるのかなぁ？

　やだな、面倒な感じがする。

　産休の臨時なら、一年もいるわけじゃないけどさ。

「ほら──高瀬」

　村枝先生の後ろに立っていた僕は、促うながされるままに前に歩み出る。

　そのお陰かげで、さっきよりも相手の姿がよく見えるようになった。

　……げ。

　───この人……本当に保健医なわけ？　何ていうか胡う散さん臭くさい。

　一応、白衣は纏まとってるけど……。

　広い肩かた幅はばも、ダークグレーのスラックスに包まれた長い足も、見上げなくてはいけないほどの長身も……全部が「保健の先生」とは程遠い感じ。

　いっそ、体育教師って云いわれたほうが納なつ得とくできる気がする。

　なんでこんなに手足も長くて、やたらと体格いいんだろ……。

「彼は、一年生の高瀬瑞希です。わからないことがあったら、彼に訊きいて下さい。一年Ａ組のクラス委員をしてくれてるんですが、成績も優ゆう秀しゆうでしっかりした生徒ですしご心配なく」

　村枝先生が僕を紹介した途と端たん、保健医はピタリと片付けをしてる腕うでを止めた。

「……たか、せ？」

　僕の名前を繰くり返し、ゆっくりと首をこっちに向け──……。

　───うわ……。

　この人……カッコイイ…かも。

　僕は思わず息を吞のんだ。

　野性味を帯びた彫ほりの深い造作に強い意志を感じさせる鋭するどい双そう眸ぼう。

　焦こげ茶ちやの瞳とか髪かみが、やたらと男らしい精せい悍かんな造りのその顔立ちを更さらに引き立てていて……。

　僕は、その保健医の顔に目が釘くぎ付づけになってしまった。

　今まで出で逢あった中で一、二を争うくらいイイ男な気がする……。

　醸かもし出す雰囲気にも独特の迫はく力りよくがあって。僕の視線もまっすぐに受け止めて、揺ゆらぎもしない。

　───っていうか、なんで見み惚とれちゃってるんだよっ！

　はっ、として僕は視線を逸そらす。

　我に返った途端、心臓がバクバクと鳴り出した。

　……カッコイイって云っても、目つきだって鋭くって、変に威い圧あつ的てきで柄がらが悪く見えるだけじゃん。

　これで白衣を着てなかったら、間ま違ちがっても「保健の先生」だなんて誰だれも思わないよね。

　だからちょっと……驚おどろいただけだもん。

　そう自分に云い訳をして、なんとか気持ちを落ち着けていると、不意に僕は自分に注がれている視線に気が付いた。

　───あれ？

　何だろ？　この先生、生徒になんか興味なさそうだったのに。

　別にそういうわけでもなかったのかな？

「高瀬。さっきも云ったが、臨時の保健医を引き受けてくれることになった多岐川大和やまと先生だ。本来は近くの病院の優秀な先生なんだぞ」

　へえ……。本当のお医者さんなんだ。

「しばらくの間、よろしく頼たのむ。大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、くれぐれも失礼のないようにな」

　村枝先生は、僕のほうを向いてにこにこと保健医を紹しよう介かいした。

「じゃあ。私はこれから用事があるんで行くが……大丈夫だよな？」

「あ、はい」

　なんて、素す直なおな返事をしてみたけど、イキナリこんな無愛想な人と二人っきりにされても気まずいに決まってる。

　だけど村枝先生は、僕の返事を聞くと、いそいそと保健室からいなくなってしまった。

　その間も、保健医──多岐川先生は穴が開きそうなくらい、じっと僕を見つめていて……。

　気のせいじゃなかったんだ。でも……。

　な……なんなんだよ、その目。

　この顔がそんなに珍めずらしいって云うわけ？

　僕の顔立ちは、いわゆる女顔って奴やつで、周囲からよくからかわれたりもするけど、こんなにまじまじと見つめてくる人なんて、初めてだ。

　ニヤニヤとしながら、舐なめ回すような視線で見てくる奴はいたりする。でも、そういう奴らは、僕が馬ば鹿かにしたような目を向けてやると気まずそうに視線を泳がせて、そそくさといなくなっちゃうんだよね。

　だからって、「先生」を睨にらみ付けるわけにはいかないし───。

「……瑞希」

「え？」

　唐とう突とつに名前を呼ばれて、僕はビックリした。苗みよう字じじゃなくて、下の名前？

　───？

　なんだろう？

「ようやく会えた」

　え？　なに？

　多岐川先生の瞳ひとみの色が優やさしく……なった……？

　近寄りがたい雰ふん囲い気きが薄うすらいで、全すべてを包み込むように僕を見つめてくる。

　こんな顔も、できるんだ……。

　落ち着き始めていた胸の高鳴りが、また僕の中で煩うるさくなってしまう。

　なんなんだよ、これ!?

　なんで僕がドキドキしなきゃなんないんだよっ！

　……人違いだよね？

　僕、こんな人知らないし。

　何とか気を取り直すと、僕は一応微笑ほほえみながら挨あい拶さつすることにした。

「……はじめまして。僕、一年Ａ組クラス委員の高瀬瑞希と云います。保健委員が長期欠席してるんで、当番も僕が担当することになりました。何でも云い付けて下さいね」

「！」

　僕の言葉に、多岐川先生は驚いた様子で目を見開いた。

　……？　なんか、驚かせるようなこと云ったかな？

　多岐川先生の態度が気になりつつも、僕は話を続けてみる。

「明日から、放課後お邪じや魔まします。当番の日は、朝と昼休みも来ますから。よろしくお願いします」

「…………」

「───どうかしましたか？」

　僕が云い終わると、みるみるうちに多岐川先生の顔つきが険しくなった。

　黙だまってるだけでも怖こわいのに、顔を歪ゆがめるととてもじゃないけど堅かた気ぎには見えない。

　なにか気に障さわること、僕云った？

「……明日からなんだろ？　今日はさっさと帰れ」

　多岐川先生は、くるりと僕に背を向けると、イキナリそんなことを云った。

　一いつ瞬しゆんにして、空気が冷たくなる。

　なんで？　なにがどうしたっていうの!?

「…ど、うかしたんですか？」

　何か、機き嫌げんを損そこねるようなことをしたかな？　と、考えてみたけど、思い当たる節もない。

　自じ慢まんじゃないけど、僕は年上とか先生とかに受けはいいほうのはずなのに。

　態度だって、ちゃんと丁てい寧ねいにしてたよね？

「───覚えてないのか……」

　多岐川先生がまた何かを呟つぶやいたような気がしたけど、僕には聞こえなかった。

「え？　今、なんて……」

　背中を向けた多岐川先生の顔を覗のぞき込もうと、一歩踏ふみ出したら、

「早く帰れって云っただろう！」

　と一いつ喝かつされてしまい、僕は思わずビクリと体を竦すくませた。

　な……。

　なんで、初対面の臨時保健医に僕が怒ど鳴なられなきゃいけないわけ!?

「何なんですか？　僕が何か気に障ることを云いましたか？　僕に非があるんなら、謝ります。でも、なんで───」

「煩い」

　多岐川先生はそう云って僕の言葉を切ると、白衣のポケットから煙草たばこを取り出して銜くわえようとした。

「……ここは禁きん煙えんです」

「ちっ」

　そう舌打ちを一つして、手にした煙草のソフトケースをぐしゃりと握にぎり潰つぶす。

　僕の台詞せりふが、彼の不快指数を上げてしまったらしいことに、すぐ気付いた。

　ヤバいかも……。

　こういうタイプはキレると何するか、わかんないんだよね。

「今日は、帰ります！　失礼しました。明日からよろしくお願いします」

　触さわらぬ神に祟たたりなし、だ。

　そうして、保健室を出ようとした瞬しゆん間かん。

「───おい、お前」

　短く呼び止められた僕は、思わずいつものくせでつい返事をして振ふり返ってしまった。

「はい？」

　でも───。

　ちょっと待って。いくら、僕が生徒だからって「お前」はないよ！

「謝ってくれるんじゃなかったのか？」

　多岐川先生は鋭するどい双そう眸ぼうを細めて、僕を睨み付けてくる。

　その瞳は、なにやら不ふ穏おんな光をたたえて……いるような……。

「な……何云いって……」

　嫌いやな予感に焦あせっていると、つかつかと歩み寄ってきた多岐川先生に腕うでを取られ、僕は乱暴に引き寄せられた。　>>>♥

　圧力のある瞳に間近から見下ろされて、恐きよう怖ふでザァッと鳥とり肌はだが立つ。

「謝るんだろ？」

「それは……！　僕が悪いんだったらって話で！　一体、僕が何したって……痛！」

　ギリリと摑つかまれた腕に力を込こめられる。

「自分で考えろよ。優ゆう秀しゆうな生徒、なんだろ？　高瀬」

　多岐川先生は、ニヤリと口の端はしを上げて笑った。

　野性味を帯びたその表情に、僕の心臓はドキッと跳はねる。

　カッコイイ……とは思うけど……。

　笑ってるはずなのに、なんでそんなに目が冷たいわけ？

　間近に迫せまった整った顔立ちが、僕の不安を煽あおり立てる。

　普ふ通つう、お医者さんとか保健の先生って穏おだやかで優やさしいもんなんじゃないの？

　なのにこいつ……、なんでこんなに怖いんだよっ。

「離はなして下さい……っ！」

　僕は身の危険を感じ、できるかぎり暴れてみた。それなのに、少しも力は緩ゆるまなくて……。

　……ンの、馬ば鹿か力ぢから───っ！

「……思い出せよ」

「何が……っ、離し……、先生っ」

「その口で、先生って呼ばれるとゾクゾクするな」

　多岐川──もう、「先生」なんてつけてやるか──は、クッと喉のどの奥に笑いをくぐもらせると、僕を奥へと引っ張っていく。

　その先にあるのは───。

「なっ、なにを……うわっ」

　糊のりのきいたまっさらなシーツが張られたベッドの上に物のように放ほうられ、固かたいスプリングがミシリと鳴った。

　噓うそだろ───!!

　なんなんだよっ、僕が何したって云うんだ！

「────」

　僕はごくりと唾つばを飲み込むと精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って、目の前で仁に王おう立だちになってる多岐川を睨にらみ付けた。

　逃にげなきゃ……。けど、出口は多岐川の向こう側にしかないし。

　どうやって、こいつをかわしていけばいいわけ……？

「本当に、俺がわからないのか？」

「だから！　何の話なんですか!?」

　キッと睨み付ける目に力を込めると、多岐川の顔が切なげに歪んだような気がした。

　あれ……？　何？

　ぱちぱちと瞬まばたきをしたあとには、それまで通りの不ふ遜そんな表情に戻もどっていて……。

　今のは僕の見み間ま違ちがいだったのかな？

　だけど、その表情に油断していたら、僕はベッドに押し倒たおされてしまった。

「お詫わび、してくれんだろ？」

「誰だれが……！」

　こいつ！　何考えてるんだよ!!

　暴れる体を強ごう引いんに押さえ付けられたかと思うと、多岐川のほうを向かされ───。

「ンぅ……っ」

　え？

　な……何、う……噓うそだろ？

　キ…キス───!?

　信じられない…っ。

　なんのつもりだよ!!

「ん、んーっ」

　押し退のけようと手を突つっ張らせても、頑がん強きような多岐川の体はビクともしない。

　唇くちびるを舌で割られそうになって、僕は好きにさせてたまるか、と頑かたくなに唇を嚙かみ締しめた。

　なのに……。

「ぁッ……」

　頰ほおを強く摑つかまれて、思わず開けてしまった口の中にムリヤリ指を突っ込まれ……。

　そのまま力ずくで固定されたかと思うと、指と入れ替わるようにして多岐川の熱い舌先が入ってきてしまった。

「ん……、んんっ」

　イヤだ……！　こんなこと、なんで───。

　逃げようとして絡からめとられた舌先を多岐川にキツく吸い上げられると、全身に電流みたいな痺しびれが走る。

「……ぁ……っ」

　その不思議な感覚に、思わず目を閉じた僕に油断したのか、多岐川の押さえ付ける力が微かすかに緩んだ。

　くっそ、この野や郎ろう───!!

　今がチャンスだと思い、僕は口の中で暴れる多岐川の舌に、思いきり歯を立ててやる。

「……つっ！」

「は、離せ……っ！」

　案の定、多岐川は顔を顰しかめて僕の拘こう束そくを解いた。

　僕はその隙すきに、奴やつの腹を蹴けってその下から必死で抜ぬけ出す。

「待てよ！」

　引き止める声を無視して、すぐにベッドから降りようとしたけど───。

「……あっ！」

　腰こしを摑まれて、もう一度、多岐川の体の下に組み敷しかれてしまった。

　しまった───。

　わずかなチャンスさえ、簡単に阻はばまれてしまうなんて。

　わけのわからないまま押さえ付けられる屈くつ辱じよく感かんに、僕は悔くやしさで目の奥が熱くなる。

　泣いてたまるか……！

　こんな奴に絶対、弱味なんか見せないんだから！

　多岐川をキッと睨み付けたら、今度は両手を頭の上でひとまとめにされてしまった。

「……本当に覚えてないのか？」

「なんのこと…ですかっ」

　ギリッと手首に食い込む指が痛い。

「いッ！　な……っ、やめろよ！」

「思い出したら、やめてやるよ」

　口の端を持ち上げた多岐川の笑えみが、自じ嘲ちようめいたものに見える。

　どうして？　どうして、こんなことになっちゃったんだよ！

　なんで、僕がこんなことされなきゃいけないんだ。

　なんとかこいつから逃のがれようと思うのに、じたばたしていた両りよう脚あしまで膝ひざで押さえ付けられてしまって、もう体の自由がほとんどきかない。

　今までだったら、こんなことになる前にかわせてたのに……。

　この僕がこんな奴に押さえ付けられるなんて───!!

「やめっ、ヤダ……ッ！」

　多岐川は、顔を強こわ張ばらせる僕を嘲あざけるかのように僕の制服に手をかけると、片手で器用にベルトのバックルを外し、制服のズボンのフロントを寛くつろげた。

「何して……っ」

　ネクタイが外され、ズボンのウエストからシャツを引き抜かれる。

　こいつ、本気で僕のこと───？

「へえ、綺き麗れいな肌はだしてんな」

　ひたり、と多岐川の手の平が僕の体の上に置かれる。初めて他人に肌を触さわられるその感かん触しよくに、僕の体はビクッと過か剰じように反応してしまった。

「やっ、触んな!!」

　その手をどかそうと、必死に体を捩ねじる。

　少しくらい動いたところで、どうにもならないかもしれないけど！

　だからって、大人しくされるがままになってるなんて、絶対に嫌いやだ。

　こんな奴に好きにさせてたまるかっ。

「触られるのは嫌か？」

「当たり前ですっ！　ぁ……っ」

　触ふれているだけだった手が、ゆっくりと僕の腰から脇腹わきばらを辿たどると、ゾクゾクとわけのわからない震ふるえが全身を走り抜けた。

　なんだよ、これ……？

　それに、今の声ってまるで……喘あえぎ声みたい───。

　ウソ……？　そんなわけ、あるはずない！

「敏びん感かんだな、お前」

「な……っ、何云いって！」

「───もっと確かめてやるよ」

「え？　何？　いや……だッ」

　シャツのボタンを外されて、胸までが多岐川の視線に晒さらされる。

「いい眺ながめだな」

　多岐川は意地の悪い笑みを浮うかべて、露あらわになった僕の上半身を無ぶ遠えん慮りよに……舐なめ回すように眺めた。

　恥はずかしさと怒いかりで、僕の頭は一気にてっぺんまで血が上ってしまう。

「見るなよッ！」

「───そうだな。見てるだけじゃ勿もつ体たい無い」

　多岐川はそう云うと、下腹から胸までを辿って撫なで上げた。その途と中ちゆう、胸に付いてる突とつ起きに指が掠かすめる。

「ひぁ……っ」

　僕がそこで反応したことを見逃さず、多岐川は何度も同じ場所を攻せめてきた。

「ココがいいんだろ？」

「誰が……っ、……ぁ……」

　皮ひ膚ふを触られてるのとは違ちがう、ぞわぞわとした感覚。

　しかも、弄いじられてる場所とは全然違うところが、確かに反応し始めて……。

　下腹部から中心部にかけて、触られてもいないのに、ズクンと熱っぽく疼うずいてしまう。

　なに、これ……っ？　なんで、そんなとこが……？

　自分のカラダなのに、こんなの知らない。

　頭の中がぐるぐるする。

「どうした？　もう、抵てい抗こうしないのか？」

　耳元で息を吹ふき込むように囁ささやかれ、僕は我に返った。

　抵抗しないのかって……。

　させないようにしてるのは、あんただろ!?

「ふざけたこと……、あッ！」

　文句を云おうとしたら、今度は耳の後ろをねっとりと舐め上げられた。

「い……や……ぁ」

　多岐川の舌は、僕の形を知り尽つくそうとしてるかのように、何度も耳じ殻かくを往復する。

　耳みみ朶たぶを甘嚙みされて、軽く引っ張られたり、窪くぼみの部分を舌先でくすぐられたり。

　だけど……皮膚は粟あわ立だつのに、気持ち悪さは全然なくて。

　むしろ、わけのわからないもどかしさが募つのっていく……。

　なに、これ───っ。

　いやだ……っ、なんで……？

　なんで、気持ち悪くないんだよ!?

「ひゃ……っ」

　くちゅ、という音と一いつ緒しよに耳の中に濡ぬれた感触がした。

「や！　やだ……ぁ、舌なんか入れんな……っ」

　くすぐったいのとは違う、知らない感覚が体中を支配してる。

　……こんな自分、知らない。こんなの僕じゃないっ。

　その間も多岐川の手は、飽あきもせず僕の体を撫で回していた。

　皮膚がどんどん敏感になっていって、多岐川の堅かたい指の形や力加減まで伝わってきてしまう感じさえする。

「も……やめ………っ」

　不意に臍へその下の熱が籠こもった場所をくっと押された。

「……は……っ」

　そこでは、僕の分身がじりじりと主張していて───。

「ここまできて、やめられると思ってるのか？」

　多岐川は自分の指先をペロリと舐め、その指で僕の胸の粒つぶを押し潰つぶした。

「っあ……！　イ……ヤだっ……」

　濡れた指で縁ふちを丸くなぞられて、ぷつりと立ち上がったところをまた強く押され……。

　何度も何度も繰くり返されて、意識がそこへ集中してしまう。

「赤くなってきたぜ？」

　端たん整せいな顔に意地悪な表情を浮かべながら、淡たん々たんと僕の状じよう況きようを報告してきやがる。

「誰だれのせいだと……っ！」

「こんなになってるのは、俺のせいだろうな。けど、応こたえてるのはお前だぜ？」

「いい加減にして下さい!!　この……っ、ヘンタイ！」

　どスケベ！　変質者!!

　多岐川はくすりと笑いを漏もらすと、指でさんざん弄いじっていた部分へ顔を寄せた。

「何!?　ひゃ……っ」

　生暖かく滑ぬめった舌がそこに触れて、軽く歯を立てられる。

「あっ！」

　───それだけで、僕の体はビクンと撓しなった。

　迂う闊かつにも、上うわ擦ずった声を上げながら。

　微かすかな痛みと甘い痺しびれのせいで。

「あ……や、やめ……」

　憎にくまれ口も、徐じよ々じよに威い勢せいを失っていってしまう……。

　本気で嫌がってるのに、ちっとも声こわ音ねには反映されてくれない。

「……は……っ、く……」

　僕、どうかしてるよ……。

　舐められてるだけなのに、体の奥が痺れるなんてっ。

　それに───こんな声、僕の声じゃない！

「声、出せよ」

　喉のどから漏れる声を嚙かみ殺そうと必死になってるのに、多岐川は舌を這はわせている部分をキツく吸い上げてくる。

「や、ぁっ！　そんなとこ……っ。僕、おかしい……っ」

　絶対、僕がおかしいんだ。

　そんなとこで……こんなになるなんて───。

「お前……、もしかして初めてか……？」

　今思い付いたと云わんばかりの表情で訊きいてくる多岐川に僕は怒りが込こみ上げてくる。

　そんな……、当たり前のこと訊いてくんな！

「あんたには……関係ないっ!!」

「素す直なおじゃないな……」

「うるさいなっ！　そんなこと───。こらっ何して……っ!?」

　まだ何かする気なのか!?

「こっちはどうなってる？」

　信じられないことに多岐川は、弛たるんでいた僕のズボンの中に手を侵しん入にゆうさせてきやがったんだ。

　冗じよう談だん……だよね？

「やめっ、そんなとこ触さわんなっ！」

「ああ。もう、こんなだ」

　そっと布越ごしに触ふれたかと思うと、すぐに形を確かめるみたいに多岐川の指が動き出す。

「あっ……」

　足を閉じたいのに、膝ひざで押さえ付けられていてどうにもならない。

　望んでもいない愛あい撫ぶに感じてしまってる、なんて認めたくないけど。

　すでに熱を持って勃たち上がりかけてる自分自身が確かに、いて……。

　───許せない……。

　僕は、ギリッと唇くちびるを嚙み締しめた。

「このままじゃ、辛つらいだろ？」

「余計なお世話……っ！───あっ！」

　クッと力を込められて、僕の中心は更さらに堅くなってしまう。

　もうやだ……っ。

　お願いだから、止やめてよ！

　けど、僕の願いを無視するかのように、多岐川は下着の中にまで手を差し込んでくる。

「噓うそっ、ダメ！　ダメだったら……っ」

「熱いな、お前」

　するりと無防備な中心を手の平で包み込まれて、僕は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

「やだぁっ、やめ……っ！　離はなして……!!」

　……怖こわい……っ。

　だって、そんなとこを直接他人に触られたことなんてないし。

　しかも……教師なんかに！

「やだっ、止めっ！　イヤ、イヤだ……っ」

「怖がるな」

「触るな！　触んないで……っ！　ぅン……っ」

　叫さけぶように喚わめいていたら、多岐川のキスで口を塞ふさがれてしまった。

　やんわりと唇を吸われ、言葉を吐と息いきごと全すべて奪うばわれる。

「……ん……ぅ……っ」

　───熱い。

　でも、今までの乱暴さが噓みたい……。

　優やさしくて、怖がる僕を宥なだめてるみたいな感じがする。

　慈いつくしむような多岐川の口づけに、僕は動どう揺ようした。

　……だって、おかしいよ。

　なんで、こんなに優しいわけ……？

　僕のこと、ムリヤリ押し倒たおしてるくせに。

　イヤだって云いっても、許してくれないくせに。

　本気で何を考えてるのかわかんない。一体、何なんだよっ。

「んん……っ、……は……っ」

　ゆっくりと、でも確実に深くなる交わり。

　くちゅん、と唾だ液えきの絡からまる音まで聞こえてきて……。

　息苦しさに喘あえいだら、歯の裏側を堅くした舌先で突つつかれ、上うわ顎あごを舐なめられてしまう。

「……ぁ……、ふ……っ」

　うわ、そんなとこ舐めるなっ。

　背筋がゾクゾクする……。

　両手を頭の上に縫ぬいとめられたまま、それでも僕は多岐川の屈くつ強きような体の下で必死にもがいていたけれど、口の中をまさぐる多岐川の舌の動きにどんどん集中してしまって───。

　もうそれどころじゃないかも……。

　頭の中がくらくらする。

　なんで、キスだけでこんなに目め眩まいがするんだよっ。

　認めたくないけど……。

　───でも。

　どうしようもなく──……。

　多岐川の巧たくみなキスに、すっかり意識が奪われて強こわ張ばりが溶とけた途と端たん、静止していた多岐川の手が動き出した。

「……っ！　んん……っ」

　堅かたくなり始めていた僕の中心が、突とつ然ぜん上下に扱しごかれ始める。

　キスされたままのせいで、みっともない嬌きよう声せいは出さずにすんだけど、イキナリの強きよう烈れつな刺し激げきに、僕の体は大きく震ふるえた。

　嫌いやがってるはずなのに、体が云うことを聞いてくれない。

　それになんなんだよ、このドキドキはっ。

　触れられてるところから、それが伝わってしまいそうで僕はさらに怖くなった。

「んっ……、ゃ……ぁっ」

　キスの角度が変わる瞬しゆん間かんにできた僅わずかな唇の隙すき間まから、甘えたような喘ぎが漏れてしまう。

　───どうしよう。

　声が、我慢できないなんて……！

「んっ……、……ぁ……あっ」

　呆ぼう然ぜんとしてると、また口づけの角度を変えられる。

　もう、やだっ！　なんで、こんなに意地が悪いんだっ！

「……はぁっ、あ、っあ……」

「いい声、出せるじゃないか。もっと、聞かせろよ」

　唇が解放されたのはいいけど、ますます声が堪こらえられなくなった。

「ちがっ、やぁ……っ、あっ！」

　震える僕自身を扱く多岐川の手付きが速くなる。

　知らないリズムで追い立てられて、感覚がついていかない。

　でも、嫌けん悪お感かんがあってもいいはずなのに……。

　感じてるのは恐きよう怖ふと悔くやしさと……気持ちよさだけで。

「もう、こんなに濡ぬれてるぜ？」

「やめ……っ」

　多岐川は、僕の先端を指で撫なでた。漏もれてしまう体液のせいで、ぬるりとした感かん触しよくがする。

　イカせてほしい気持ちと、こんな奴やつの手でイカされたくないと思う気持ち。

　胸の内で相反する欲望と理性がぶつかりあってる……。

　僕はもどかしさに気が狂くるいそうだった。

「く……ぅ……、ぁあ……っ！」

　そんな葛かつ藤とうを嘲あざ笑わらうかのように、多岐川は限界に近い僕の括くびれを指で締め付けて、先端を爪つめで引っ搔かいた。

「い……っ！」

「このまま出すなよ？　制服が汚よごれる」

「だったら……ッ」

　初めからすんな！

　ムリヤリ僕にこんなことしてっ……！

「……仕方ないな」

　多岐川はそう云うと、僕の両手の拘こう束そくを解き、下着の中から手を抜ぬいた。

　今なら逃にげられる───。

　僕は、弛し緩かんした体を引き摺ずるようにしてベッドを降りようと多岐川に背中を向けた。

　その瞬間。

「おい。まだ逃げる気でいたのか？」

　呆あきれたような声と共に僕は腰こしを摑つかまれて引き戻もどされると、今度はうつ伏ぶせの状態で動きを封ふうじられてしまった。

「!!　え？　や、ウソっ。今、仕方ないって！」

「仕方ないから、脱ぬがせてやるって意味だよ」

　諦あきらめてくれたのかと思ったのに、そうじゃなかったなんて……。

　このケダモノっ！

「ま。ちょうど、よかったけどな」

「なっ、何して……っ!?」

　そのまま引っ張られ、腰だけを突き出したみっともない格好にさせられる。

　ズボンのウエストに手がかけられたかと思ったら、下着ごと勢い良く膝ひざのあたりまで引き降ろされた。

「いやっ、やめろよっ！」

「もう観念しとけよ」

　多岐川は、ため息混じりにそんな言葉を零こぼすと、普ふ段だんは隠かくれている下か肢しの付け根の奥まった部分を暴あばき出した。おまけに窄すぼまりに何かを塗ぬり付けられて……る？

「い……やっ、何……っ」

　振ふり返ろうとしたら、後ろから肩かたをベッドに押さえ付けられてしまった。

「軟なん膏こうだよ。便利だな、保健室ここには何でもある」

「……やめ……てっ、ん……ぁ……っ」

　軟膏の滑ぬめりを使って、口を閉ざしたそこへクッと多岐川の指が埋うめ込まれていく。

　その指は躊躇ためらいもなく、奥へ奥へと進んで───。

「痛くないだろう？」

　痛くはないけど、気持ち悪い……っ。

「い……ぁ、やだ、あ……っ」

　入り口の襞ひだに節の太い関節が引っ掛かかる。それでも強ごう引いんに侵しん入にゆうしてくる指に、意識が集中してしまう。

「そんなに食い付くなよ」

「食い……っ、違ちがッ」

　何云いい出すんだよ！　く……食い付いてるって！

　僕は拒こばんでるんだよ───っ。

　一いつ旦たん根元まで指が埋め込まれたと思ったら、今度はゆっくりとした抜ぬき差しが始まった。それが強烈な違い和わ感かんを生み出して、僕を翻ほん弄ろうする。

「ゃあっ、いや……ッ、抜……て……っ」

「ダメだ」

　僕は多岐川の下から逃げることも腕うでをどかすこともできず、ただシーツを握にぎりしめた。

　ふるふると小刻みに震える僕の拳こぶしには、筋が白く浮うかび上がってる。　>>>♥

「ん……っ、も……ダメ……っ」

　休むことなく蠢うごめく多岐川の指にさんざん搔き回されて、内ない壁へきがヒクヒクと収縮する。

「気持ちいいだろ？」

「だれが………、……やぁっ！」

「強情な奴だな……」

　緩かん慢まんな動きに徹てつしていた指先が、不意に内壁の一部分を通り過ぎたとき、信じられないくらい強くて甘い痺しびれが背筋を走った。

「な……に……？　ぁ……、っ!!」

　何？　今の───!?

「いい反応するじゃないか」

　クスリという笑いが背後から聞こえる。

　うるさい！　好きでこんなになってるわけじゃ……。

「あ、や、……やぁっ」

　さっき痺れた場所を探さぐられて、ビクン、と体が跳はねた。

　僕の中で、多岐川の指先が円を描えがくように動く。

「ココ、気持ちいいだろ？」

「なんで……っ、っあ！」

　同じ場所をぐっと押されると、きゅん、と入り口が締しまってしまう。

　張り詰つめた僕の分身もピクンと一いつ緒しよに震ふるえた。

　なんで、僕の体なのに勝手に反応しちゃうわけ？

「や……、そこ……ダメ……ッ」

　そこを触さわられると、なんていうか……噓うそみたいに……感じる。

　僕の体が僕のものじゃなくなっていく。

　僕の感覚なのに、多岐川の思い通りにされてるみたいな錯さつ覚かくすら───。

「ダメなんじゃなくて、イイんだろ？」

「よくな……っ、ああっ！」

　多岐川は執しつ拗ようにその部分を攻せめてくる。

　強く弱く、解ほぐすように弄いじられて、腰から下の震えが止まらない。

「も……、や……ぁ……っ」

　体が熱い。

　もう何でもいいから、解放されたい。

「……限界、だな」

　多岐川がぼそりと呟つぶやく。

「……え？」

　僕なんて、とっくの昔に限界だよっ。

　早くやめて───。

「俺も気持ちよくさせてくれるだろ？」

「………ぁ」

　中から指が抜かれ、一いつ瞬しゆん喪そう失しつ感かんを感じてしまう。

　いなくなって欲しいと願ってたはずなのに……。どうして？

　僕は、荒あらい息を落ち着けようと、深呼吸を繰くり返す。

　すると、背後からカチャカチャと金属がぶつかる音が聞こえてきた。

「な……に？」

　何の音？　まさか……？

　それがベルトを外す音だと気付いたときにはもう、秘部に熱いものが押し付けられたあとだった。

「やだっ、ウソ……っ」

「力抜ぬかないと、辛つらいぞ？」

「んんっ、ん……っ、やだ、やめ……っ」

　僕の請せい願がんなんかには耳も貸さず、多岐川は僕の中へと自身を進めてきた。

　熱い塊かたまりが狭せまい器官を押し開いていく。

　壊こわれるって！　そんなもの入るわけないよっ！

　多岐川の先せん端たんが入っただけで、僕はその存在感に圧あつ倒とうされた。

　これ以上は、絶対に無理……。

「息、止めるな」

「ダメ……っ、できなっ………ぁ………」

　指とは比べようもないくらいの圧あつ迫ぱく感かんが、じりじりと僕の体内を満たしていく。

「い……っ！」

　強引に最さい奥おうまで捩ねじ込まれ、灼しやく熱ねつに引き裂さかれるような激痛に僕は思わず息を吞のんだ。

　勃たち上がっていた僕の中心も、その痛みに萎なえかけてしまう。

「力抜けって、云いってるだろ」

　多岐川は、項うな垂だれて小刻みに震えている僕自身を包みとると、再び扱しごき出した。

「ふ……っ、ぁ……ん」

　一度、嵩かさを増し、まだ達いかせてもらってないそれは容易に堅かたさを取り戻もどし、零れ出した雫しずくが僕自身に絡からみ付いて、くちくちと卑ひ猥わいな音を響ひびかせた。

「……イイ子だな。こっちに集中してろ」

「ん……あ……、ぁ……」

　ジンジンという熱さは変わらなかったけど、前を高められてるせいか、少しずつ痛みが退ひいていく気さえする。

　そして、多岐川を飲み込んだ部分が微かすかに緩ゆるんだ途と端たん───。　>>>♥

「動くぞ？」

　待ってよ！　そんなことされたら、今度こそ壊されちゃう……っ。

「えっ。や、待っ……」

　入っただけで奇き跡せきとも云える内部から、多岐川はずるりと後退したかと思うと、すぐに勢いをつけて灼やけた切っ先を僕の中に突つき立てた。

「あぁっ！」

　痛みもあるけど、それだけじゃなくて。

　痛覚以外の感覚が押し寄せてくる。

　心ここ地ちよさとは違ちがう気持ちよさ。

　その熱さは僕の体を奥から蕩とろけさせていった。

「……キツイな」

「いっ……、や、あ……ッ」

　何度も腰こしを打ち付けられて、その度たびに押し寄せる愉ゆ悦えつの波が僕を飲み込んでいく。

「……ぁっ、あ………っ、んぅ」

　擦こすられる度、浅ましく絡み付く内壁。

　突き入れられる熱を飲み込んでは震える、僕のカラダ……。

　───おかしくなる。

　もう、こんなの僕じゃない……！

　誰だれか……助けてっ。

「───……みずき」

　ふと、シーツを握にぎりしめる拳こぶしに暖かいものが触ふれ、労いたわるように僕の手の甲こうを撫なで上げた。

　───え？　なんで多岐川の手……？

　手の甲から伝わる体温が心地よくて不思議と安心感が込こみ上げてくる。

　上からそうっと包み込まれ、その仕草に僕は思わず体の強こわ張ばりを解いてしまった。

　すると、多岐川は僕の体から力が抜けたのを良いいことに、更さらに深く突き上げてきた。

「っや、ぁあ……っ」

　一緒に前を握り込まれ、僕の喉のど元もとは不意打ちにビクンと反り返った。

　堅く張り詰めた中心を軽く擦られるだけでも、恥はずかしいくらい先端が濡ぬれそぼってしまうのがわかる。

「……なんで忘れてるんだよ……！」

　───え？　何……云って……？

　腰に与あたえられる律動が頭の芯しんもぐらぐらと揺ゆさぶって、思考が上手うまく定まらない。

「あ、あ、も……ぅ、許し……てっ」

　痛みのせいだけじゃなく、僕は涙なみだ声ごえになってしまう。

「もう、イクか？」

　背後から腰に響く多岐川の低い声。

　僕は何を訊きかれたのかよく理解できなかったけど、今の状じよう況きようから逃のがれられるなら、とガクガクと首を縦に振ふった。

「ん……っ」

　すると多岐川は、ギリギリまで引き抜いた熱で僕の体内を深々と貫つらぬいた。

「……──ぁあっ！」

　多岐川の欲望が、僕の体の奥で弾はじけるのを感じて。

　僕は自分の中にわだかまっていた熱を、多岐川の手の中に残らず解放した。

「───っ」

　……信じられない。

　全力疾しつ走そうしたあとのように乱れた呼吸を必死に飲み込んでいると、背後から穿うがたれた多岐川自身がゆっくりと引き抜かれた。

　それと一緒に、中で弾けた残ざん滓しが滲にじみ出る。

「……ぁっ……」

　液体が内うち腿ももを伝う生々しい感かん触しよくに、今まで受け入れていた器官がヒクリと収縮してしまう。

　なんとも云いがたい、いたたまれなさに僕はカァッと顔が赤くなった。

　ムリヤリ組み敷しかれて、犯おかされて……イカされたんだ……。

　初めて会った男の手で感じて……。

　しかも、後ろにそいつのものを受け入れるなんて───。

「足りないのか？」

「ちがっ……、何云って……!!」

「冗じよう談だんだ」

　笑えない冗談なんか云ってんなよっ。

　ちくしょー……。

　僕は、いいようにされてしまった屈くつ辱じよく感かんでいっぱいだっていうのに！

　でも……なんでこんなことになっちゃったんだろ……。

　僕が何したって云うんだっ！

　そんなことを考えていると、てきぱきと身み支じ度たくを整えた多岐川が再び僕に手を伸のばしてきた。

　僕は、なんとか体を起こしてその手を振り払はらう。

「触さわんな……っ！」

「───おい、起きるなって。もう何もしない」

「……噓うそ」

　力の入らない体を引き摺ずって、ベッドの上を後あと退ずさる。

　せめて、多岐川の手の届かないところまで……。

「噓なんかつくか。───後始末するだけだ」

「……嫌いやだっ。あんたにそんなこと……されたくないっ」

「切れてはいないと思うが……歩けないだろう？　家まで送っていく」

「結構です！」

　そういう臆おく面めんもないこと、よく云えるな！

　歩けなくしたのは、誰だと思ってるんだ。

「───強ごう情じようだな。さっきみたいに押さえ付けてやってもいいんだぜ？」

「!!」

　……悪かったなんて、少しも思ってもいないみたいだ……。

　脅おどしめいた台詞せりふに僕は、気持ちより先に体が竦すくんでしまう。

　でも、そんな素そ振ぶりなんて見せたくなんかないし……。

「ほら、見せてみろ」

「じ……自分でできますっ」

　伸ばされた手を振り払って、僕ははだけたシャツを搔かき合わせる。

　その瞬しゆん間かん、多岐川の瞳ひとみが微かに濁にごった気がした。

「脅おびえるなよ」

「────」

　辛つらそうに痛みを我が慢まんしてるみたいな顔に見えるのはどうして？

　僕が黙だまってると、濁った瞳をふいっと逸そらして、多岐川は荷物の片付いていない机のほうへ行くと、自分で握りつぶした煙草たばこのケースを拾い上げた。

「……好きにしろ」

　好きにしろって……身勝手すぎるっ！

　誰が僕をこんなにしたんだよ!?

　僕にはあんたが怒おこってるその理由すらわかんないのに……。

　ぐしゃぐしゃになったシーツを引き寄せて、僕は痺しびれの抜ぬけきらない下か肢しを覆おおう。

　そして、窓を開けて煙草を吸っている多岐川を睨にらみ付けた。

「───ここは禁きん煙えんですよ」

「はっ、余よ裕ゆうだな。俺に犯されたばかりだっていうのに」

「犯したって自覚はあるんですね？」

　僕は怒いかりに声を低くしながら云いい返す。

　初対面の男に、わけもわからず犯されて腹を立てない奴やつがいたら見てみたい。

　泣き喚わめくのも僕の柄がらじゃないけど、だからっていくら僕でも「たいしたことじゃない」と云える程ほど、割り切れることでもなかった。

「お前が泣いてるんだったら、そうなんだろ」

「!!　泣いてなんかいません！」

　勝手に涙なみだは出たけど、あんなの泣いてたわけじゃないっ。

「……生徒にこんなことして、ただですむと思ってるんですか？」

「───そりゃあ、バレたら大変だろうな」

　多岐川はふーっと煙けむりを吐はき出しながら、こっちを見やがった。

　……余裕綽しやく々しやくの態度が腹立たしい。

　僕にあんなことをしておきながら!!

「わかってるなら───」

　なんで、こんなことしたんだよ───そう続けるはずだったのに。

「でも、お前は云わないだろう？」

　はあ？

「……何云って」

「違ちがうな。云わないんじゃない、云えないんだ。新任の保健医に襲おそわれました、だなんて誰に告げ口するんだ？」

「う……」

　僕は、多岐川の台詞に言葉を詰つまらせた。

　怒りのせいもあったけど、それだけじゃなくて……。

「そんな泣き言云うなんてみっともないこと、お前にはできないんだろ？」

　なんで……お前にそんなこと云われなきゃなんないんだよっ!!

　みっともないって……悪いのはお前じゃないか!?

「図星か」

「………っ」

　──……確かに、僕はそういう性格だ。

　他人に弱味を見せるなんて冗談じゃないし、心配されるなんてもってのほか。寄せられる信しん頼らいだって絶対に裏切りたくないって思ってる……。

「やっぱりな。その負けん気じゃ、そう云うだろうと思った」

「うるさいな！　とにかく、もうあんたとなんか───」

「逃にげるのか？」

「なっ！　なんで僕が逃げなくちゃいけないんですか！」

　多岐川は窓の外を向いて、僕へ言葉だけ投げかける。

「俺の世話役を辞退するつもりなんだろ？」

「当たり前です！　あんたの面めん倒どうなんか見るわけないでしょう！」

　機き嫌げんを損そこねたくらいで、理由も云わず人のこと押し倒たおすような奴なんかの!!

「怖こわいんだろう、俺が」

「誰だれが、怖いって……!?」

「別にいいぜ？　俺はお前がやりたくないって云ったって伝えておいてやるよ。けど……村枝先生がなんて思うかな」

　多岐川は机の上の缶かんで煙草を揉もみ消すと、こちらを向いた。

「……ひ、卑ひ怯きようもの！」

「なんとでも。───それで。明日からは来るのか？　来ないのか？」

　逞たくましい腕うでを胸の前に組みながら、偉えらそうに僕を見下ろして。

　男らしい野性的な容よう貌ぼうが、凄すごみをきかせた挑ちよう発はつ的てきな笑えみに変わり、僕に選せん択たくを迫せまってきた。

　こんなこと、ただの脅しだとわかってるけど。

　僕の性格じゃ、ここまで売られたケンカを買わずにはいられない。

　村枝先生だって、僕を信頼して頼たのんでくれたのに……そんなこと云われたら長年積み上げてきた僕の信用ガタ落ちじゃないか!!

「来ればいいんでしょう？　ただし、あなたの好きには絶対させませんから！」

　僕はやけくそになって、そんな乱暴な言葉を多岐川に投げ付ける。

「待ってるぜ」

　そう云うと、多岐川はふっと意地の悪い笑みを消して真顔になった。

「思い出してもらいたいこともあるしな」

　───一体、何を思い出せっていうんだろ……。

　そんな真ま面じ目めな顔で云われると、ますますよくわからなくなってしまう。

「……だから、そういうわけわかんないこと云うのやめてくれませんか？」

「嫌なら俺を思い出せ」

「知らない人のことなんか、思い出せるわけないじゃないですか」

　きっぱりと僕が云い返すと、多岐川は自じ嘲ちよう気味に笑って、窓の外に視線を流した。

「……？」

　云いたいことがあるなら、ハッキリ云えばいいのに！

　なんで、こんなろくでもない奴が臨時で来ちゃったりしたんだろ？

　横暴で、傲ごう慢まんで……いいのは見た目だけ。

　黙って立ってればむちゃくちゃカッコいいのに……。

　───って、そんなこと考えてる場合じゃなくて！

　ムカつく相手なのに、ついつい顔に目がいくなんて。……ダメだな、僕。どうしていつもこうなんだろ。

　橘先せん輩ぱいのこともそうだけど、自分がこんな顔だから「男らしい精せい悍かんな顔立ち」に弱くなりがちなんだよね。夏哉のことだって、それで橘先輩を許してしまってるトコがあるし。

　だけど、今回ばかりはそんなワケにはいかない！

　だいたい、僕が酷ひどい目に遭あわなくちゃいけない理由なんか、これっぽっちも見当たらないじゃないか……。

　イキナリ機嫌が悪くなって、僕にあんな乱暴なことするなんて。

　いくら考えても僕には、多岐川の真意が全くわからなかった。

　本当は二度と顔も見たくない。

　だけど、ここで引き下がったりしたら、多岐川の思うつぼみたいだし……。

　何より、わけのわからない暴力に屈くつするなんて僕のプライドが許さない！

　今日はちょっと油断したけど……注意してれば僕がこんな奴にいいようにされるわけないんだからっ！




　憎にくたらしい多岐川を睨み付けながら僕は、絶対にこのまま負けっぱなしでいるものか、と心に誓ちかったのだった。
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「………今日は見てろよ」

　僕は机の中の教科書やノートをカバンに移しながら、普ふ段だんなら口にしないような言葉を呟つぶやいた。

　放課後に保健室へ行くことが日課になって今日で四日目。

　毎日のように手玉に取られていた僕は、すっかり疲つかれ果てていた。

　それこそ、一番初めのようなことはされないけど……。

　隙すきを見せないようにしてると挑発されるし、油断すると手が伸のびてくる。

　腰こし回まわりや足を触さわられる程度ですんでるからいいものの、それにしたってちょっかいを掛かけてくる多岐川の相手をするのは、もうへとへとだった。

　だけど僕をわざと怒おこらせて楽しんでる節が多岐川の態度に見えるものだから、ついムキになっちゃうんだよね。

　僕はおもちゃじゃないっての！

　それに……二言目には「思い出せ」って云いわれるし、鬱うつ陶とうしいったらありゃしない。

　一体、何を思い出せって云うんだ!?

　不本意にもあれからずっと考えてるけど、思い当たる記き憶おくの欠片かけらも見つからない。

　こっちから何度訊きき返してもはぐらかされちゃうし……、だいたい多岐川みたいなヘンタイの知り合いなんか、僕にはいないんだから。

「どうしたの？　瑞希」

　こめかみに怒いかりマークを浮うかべていた僕は、聞き慣れた声にはっとする。

　顔を上げると、そこには親友の早坂夏哉が立っていた。

「あれ？　夏哉。もう帰ったんじゃなかったの？」

　さっき、教室から出ていったはずだと思ったけど……。

　園芸部の夏哉は、放課後はいつも温室に顔を出してからそのまま帰ってる。

　僕の委員会がないときは、玄げん関かんで待ち合わせて途と中ちゆうまで一いつ緒しよに帰ったりしてるけど、ここしばらくはそれもできそうにないし。

「要先輩と待ち合わせ。こっちに来てくれるって云うから」

「そっか。じゃあ、僕も一緒に待ってようか？」

「うん」

　夏哉は嬉うれしそうに頷うなずいた。

　夏哉ってば、ホントに可愛かわいいよな。だから、ついからかいたくなっちゃうんだよね。

「何？　これからデート？」

「ち、違ちがっ。勉強教えてもらうだけだよっ！」

「違わないじゃん。二人きりなんでしょ？」

「……うん、そう」

　真っ赤になって俯うつむいてしまう。　>>>♥

　ドジでおっちょこちょいで、明るくて素す直なお。可愛い顔してるくせに、そう云われるとムキになって怒るところが、またカワイイ。

　僕とは全く正反対。

　───そんな夏哉は、一学期に剣けん道どう部ぶの橘要先輩と付合い出した。

　僕以外には秘密にしてるつもりみたいだけど、二人を見てたらバレバレなんだけどなあ……。

　でもそれは、夏哉のせいじゃなくて、橘先輩の責任だ。

　あんなにあからさまに贔ひい屓きして構ってたら、特別な関係なんだって、みんな気が付くよ。もしかしたら、牽けん制せいのためにわざとわかるようにしてるのかもしれないけど。

　橘先輩は剣道部の部長で、運動神経もよくて成績も抜ばつ群ぐん。僕から見てもカッコイイ。

　一、二年の憧あこがれの的である橘先輩を射止めちゃった夏哉は、最初のうち色んなやっかみを受けてたけど、それも橘先輩は一いつ掃そうしちゃったらしい。

　もちろん、僕の目が届くところは端はしから片付けておいたし。今は平和なものだ。

　そう。二学期からは平和なはずだったのに───。

「そーだ。保健委員の仕事どう？」

「うーん。まあまあかな」

　保健委員の仕事はね……。他ほかは大問題だけど。

　あいつのせいで、僕の生活は全然平和じゃなくなっちゃってる。

　思い出すとはらわたが煮にえくりかえりそうだよ……。

　でも、夏哉に余計な心配させたくないし。

「今朝、職員室に行ったらね、村枝先生、嬉しそうだったよ。保健の先生が瑞希のこと誉ほめてたって」

「ホント？　よかった、役に立ってるみたいで」

　村枝先生に喜んでもらえてるのは嬉しいんだけど、なんだか複雑な気分。

　多岐川なんかに、なんで僕が誉められなきゃならないわけ？

「そういえば、そのとき千せん堂どう先生が……」

「千堂先生？……あの人がどうしたの？」

「あ、ごめん。瑞希、苦手だったよね、千堂先生のこと」

　夏哉の云う通り、僕は千堂が嫌きらいだった。

　事ある毎ごとに僕にちょっかいを掛けてくる英語教師で、いかにもエリートです、といった雰ふん囲い気きの神経質そうなタイプ。

　授業だって、僕ばっかり当てるし、贔屓だって目に見えてる。

「大だい丈じよう夫ぶだって。それで、どうしたの？」

「千堂先生が瑞希に仕事を頼たのみたい、とか云ってて……。あ、でも、村枝先生は断ってたけど！　ほら瑞希、今忙いそがしいし」

「ふうん。覚えとくね、何か頼まれるかもしれないし」

　千堂先生が、僕に仕事、ねえ……。

　下心ありそうで絶対に嫌いやだけど。

「───夏哉」

　教室の入り口のほうから聞こえた通りの良いいバリトンに、僕の思考はストップをかけられた。

　声のしたほうを見ると、橘先せん輩ぱいが立っていた。一年の教室なのに、遠えん慮りよもなしに入ってくる。

　相変わらず、ため息が出る程ほどカッコイイ……。

　剣道で鍛きたえられた体だと、同じ制服でもこんなにも見み栄ばえが違うもんかな。

「スマン、遅おそくなった。待ったか？」

　夏哉の視線が橘先輩のほうを向くと、切れ長の目が細まり、ふっと表情が和やわらいだ。

「ううん、瑞希が一緒に待っててくれたし」

　夏哉の言葉に顔を上げると、橘先輩が僕に軽く会え釈しやくをしてくれた。

　二人が付合い出したことを知ったとき、ちょっとだけ淋さびしかったんだよね……。

　何だか色々あったみたいだったのに、夏哉ってばなんでもっと相談してくれなかったんだろう？　って。

　でも、今は橘先輩だったら夏哉を預けてもちょっと安心かな、なんて思う。

　ちょっとだけ、だけどね。

　夏哉を女の子扱あつかいするわけでもなく、でも周りには目を配っていて。

　無愛想だけど、どこかの誰だれかさんみたいに礼れい儀ぎ知しらずなわけじゃないし、この人。

　まあ……あいつも顔だけは良いんだから……常識さえ持ち合わせていれば橘先輩にだって負けな……───。

　……って、僕は誰と比べてるんだよっ。

　あんな奴やつと比べたら、橘先輩に失礼だよね。

「忘れ物ないか？」

「大丈夫ですっ。もう、オレのこと子供扱いして……」

「この間だって、寮りように時計忘れてっただろうが」

「あれは先輩が外すからっ」

　夏哉はそう云いいかけてから、僕の存在を思い出したらしい。

「ご、ごめんね、瑞希。あの、その───」

　僕は二人の会話を聞いてなかったふりをして、微笑ほほえみながら小首を傾かしげる。

「行かないの？　時間なくなっちゃわない？」

「そ…そうだよね。……じゃあ、オレ帰るけど……」

　先に帰ることを申し訳なく思ってるのか、夏哉は少し眉まゆを下げて僕の方を見た。

　もう。そんな気なんて遣つかわなくてもいいのに。

「うん、また明日ね」

　僕は、笑え顔がおを夏哉に向けて手を振ふった。

　並んで歩く二人の姿が教室からいなくなるまで見送り、振っていた手をぴたりと止める。

　……見せつけられてしまった。

「いいなぁ……」

　知らずに口から呟つぶやきが漏もれてしまう。

　────っ！

　な、何云ってるんだってば！

　これじゃ、羨うらやましく思ってるみたいじゃんか！

　ヘンに感傷的になってしまった気持ちを振り払はらおうと頭をぶんぶんと左右に振った。

「……さて、と」

　僕だってあんな奴に負けないんだからっ。

　これから待ち受ける試練に立ち向かうべく、僕はこっそり心の中で気合いを入れた。







「よお。遅かったな」

　ノックもせずに保健室のドアを開けると、多岐川は背中を向けたまま僕に声を掛かけてきた。

「……来たのが僕じゃなかったら、どうするんですか？」

「お前だったから問題ないだろ」

　多岐川は、机に向かったまま何かの書類に目を通している。

「───本当にいい加減ですよね」

　僕は、呆あきれを隠かくさずに大おお袈げ裟さにため息をついてみせた。

　今いま更さら、猫ねこを被かぶる相手でもないし。

「それにしても、よく逃にげないで来てるな」

　ムカ。

　また、ケンカふっかけてくる気なわけ？

「……なんで僕が逃げなくちゃいけないんですか」

　知ってなきゃ不便だと思われる校内の施し設せつとか仕組みとか、そんなものは一通り教えた。多岐川が聞いていたかはわかんないけど。

　それなのに、ぐちゃぐちゃになってた健けん康こう診しん断だんのデータの整理だとか、毎日何かしらの仕事を出してくるんだもん。他ほかの委員はホント何をやってんだか。

　おまけに、仕事を押し付けといて「来たくなかったら逃げてもいいぞ」なんて云いやがるから、僕も半ばムキになっちゃうんだよね。村枝先生の期待も裏切れないし。

「今日は何したらいいんですか？」

「ちょっと座って待ってろ」

「……はぁい」

　命令口調にげんなりしながら、僕は多岐川から一番離はなれた場所にある丸まる椅い子すに座った。

　保健室の真ん中には会議用の折り畳たたみの机がある。

　先生たちがお茶したり、保健委員が作業したりするためのもの。

　僕はカバンから教科書とノートをその机の上に取り出した。無む駄だな時間を過ごすのは勿もつ体たい無ないから、明日の予習をやっちゃおうと思って。

　きっと今いま頃ごろ、夏哉は橘先輩に勉強教えてもらってるんだろうな。

　前は僕に訊きいてきてたのに、最近はちっともだもん。

　どーせもう、僕なんか……。

「その問題、そんなに難しいのか？」

「え？」

「眉み間けんに皺しわ寄ってたぞ？」

　う、噓うそ。

　僕は多岐川に云われて、反射的に眉間を押さえた。

　皺なんか寄ってたかな？

「高一のレベルくらいなら教えてやれるから、わかんないとこあったら持ってこい」

　多岐川はこれでも医学部出てるんだぞ、とついでのように付け加える。

「べ……別に、わからなくないです」

　何だか、バカにされたような感じがして、唇くちびるを尖とがらせて反論した。

　僕だって、わかんない問題なんかないんだからっ。

「───自分だけじゃ解けない問題だってあるだろ？　一人で抱かかえてると消化不良起こすぞ」

「……え？」

　何のことを云ってるんだろう？

　まさか……僕の考えてたことを云ってるわけじゃないよね？

　夏哉のことをこいつが知ってるハズないし……。

　まるで、僕の憂ゆう鬱うつを見み抜ぬいたかのような多岐川の言葉に驚おどろいて目を見開いていると。

「ほら」

「……な、何？」

　コトリ、と目の前に湯気の上がるマグカップが置かれた。

　甘ったるい、ミルクとココアのいい匂におい。

「嫌きらいじゃないだろ。氷はないからホットで勘かん弁べんな」

　そう云って多岐川は、自分の机に戻もどっていった。

　───気を遣ってくれたのかな……？

「あ……ありがとうございます……」

　まだ熱いカップを両手で持って、舌を火傷やけどさせないようにゆっくりと啜すする。

　甘ったるいものは苦手だけど、これだけは別。似合わないって云われても、小さい頃から好きなんだよね。

　あれ？　でもなんで、僕がココア好きなの知ってるんだろ？

　大人はココアなんて普ふ通つう飲まないだろうし、僕以上に多岐川には似つかわしくない。

　カップが一つしかないってことは、もしかして、これって僕のために……？

　まさか！　そんなことあるわけない！　偶ぐう然ぜん、だよね。

　けど、「嫌いじゃないだろ」って───。

　こいつ、本当に僕のこと……知ってる……とか？

「あの……」

「なんだ？」

「……やっぱり、何でもないです」

　一いつ瞬しゆん、頭に浮うかんだ疑問を口にしてしまいそうになって僕は慌あわてて口を噤つぐむ。

　そんなこと訊いたら、またバカにされるに決まってる。

「変な奴やつだな。構ってほしいのか？」

　多岐川はクッと笑って、僕の顔をしげしげと見た。

　相変わらず、無礼というか失礼というか。

「そんなことあるわけないでしょう！」

「そう熱いきりたつな。冗じよう談だんだ」

「……う」

　こんな奴に諭さとされるのも悔くやしい。

「───もっと、肩かたの力を抜けないのか？」

「な……んの話ですか？」

「いつもいつも猫被ったままだと疲つかれるだろ？　そんな顔するくらいなら、たまには俺の前にいる時みたいに思ってること口にしろよ」

「どうして……」

「……怒おこってる顔も可愛かわいいんだぞお前」

「はあ!?」

　ホントにもう！　真ま面じ目めに聞いて損した。

　それにしても、全然偉えらそうに振ふる舞まわないからつい忘れがちだけど、この人……本当はどこかの病院の優ゆう秀しゆうなお医者さんなんだよね。

　初めはおっかなびっくりだった生徒たちも、話してみれば案外気さくな態度の多岐川にすぐに打ち解けていってるみたいだけど。まさか、僕にセクハラまがいのことをしてる変態だとは誰だれも思ってもいないんだろうな。

　こんな奴が「いい先生」だと思われてるなんて何だか釈しやく然ぜんとしない……。

「……先生は、なんでウチの学校に来たんですか？　こんな給料の安そうな仕事、選ぶようなタイプには全然見えませんよね」

「おい……、それはどういう意味だ」

　多岐川は苦く笑しようしながら、肩を竦すくめた。

「先生には他にもっといい勤め先があったんじゃないですか？」

「どうしてそう思う？」

「村枝先生が先生のこと、近くの病院の優秀な先生だって云いってましたよね」

「そうだったか？　俺なんか、たいして優秀でもないんだがな」

　本気なんだか、謙けん遜そんなんだか、いまいち表情が読みにくい。

「そんなに俺のことが知りたいのか？」

　ニヤニヤとした笑いを僕に向けてくる。

「!!　べ……別に知りたいわけじゃ……っ」

　ただ、いつもいつも思い出せって云われるから、ちょっとだけ気になっただけ……だと思う。

「約束があったから、だな」

「何ですか、約束って……？」

「さあ……。なんだろうな」

　鋭するどい双そう眸ぼうを細めて、僕に問いかけてくる。

　訊かれたってそんなもの僕にわかるかっての！

「………っ」

　おもむろに立ち上がった多岐川は、僕の方にゆっくりと近付いてくる。

「なに逃にげてるんだ？」

「せ……先生こそ。どうして、僕の方に来るんですか……？」

　反射的に僕も立って、後ろに下がった。その拍ひよう子しにガタン、と椅子が倒たおれる。

「ちょっ、ヤダッ！」

「まだまだ、だな」

　机の反対側に逃げようとしたけど、それより早く捕つかまってしまう。

　腰こしに手を回されて引き寄せられ、後ろから太い腕うでで抱だきすくめられると、煙草たばこの匂いが鼻び孔こうをくすぐった。

「離はなして下さいっ」

　今日はそんな素そ振ぶりがなかったから油断した───。

「人のことからかうのもいい加減に……、わ！」

　体を勝手に反転させられ、今度は正面から抱きしめられる。

「からかってるわけじゃないさ」

「じゃあ、なんで───んぅっ」

　しまった……！

　顎あごを取られて、ムリヤリ嚙かみ付くようにキスされた。

　閉じる隙すきもなかった口こう腔こうに舌が潜もぐり込んでくる。

　多岐川の舌が冷たい。

　これって、僕が熱いココアを飲んだせい？

　……って、そんな悠ゆう長ちようなこと考えてる場合じゃなくて！

　叩たたいてみたり、押してみたり。力一いつ杯ぱい抵てい抗こうしても、多岐川は身じろぎもしてくれない。

「んーっ」

　離せってば……!!

　なんで、僕にこんなことしてくるんだよっ。

「ふ……っ」

　弾だん力りよくのある柔やわらかい唇くちびるが、痺しびれる程ほど僕の舌を吸い上げる。チリ、と微かすかな痛みが、甘さを伴ともなって背筋を伝わっていった。

　やば……本気で腰が抜けそう……。

　流されちゃいけないって思ってるのに───。

「……ぁ………」

　立っているのがやっとになった頃、ようやく唇が離れた。

　軽く息が上がってしまってる僕に向かって、多岐川はニヤリと笑う。

「ご馳ち走そう様さま」

「な………」

　僕は真っ赤になりながらも、残りの力を振り絞しぼって多岐川の脛すねを蹴けり付けてやる。

「痛ッ。何するっ」

「当然の報むくいです」

　僕はふふん、と鼻で笑ってやった。

　されてばっかじゃないんだからな。

　でも、お世辞でも冗談でもなく多岐川のキスは上手うまい、気がする。

　それを認めてしまうのは、悔しいんだけど……。

「……まだ、躾しつけが足りないみたいだな」

「しっ、躾って……、僕をなんだと思ってるんですか!?　やっ、何!?」

　緩ゆるみかけた腕がまた強く巻き付いてくる。

「何も思い出さないようだし」

　またその話？

「思い出すって云ったって……人ひと違ちがいなんじゃないですか？」

「俺が見み間ま違ちがえるわけない」

　多岐川は急に真しん剣けんな顔つきになる。

「そんなこと……」

　何の証しよう拠こがあって、自信満々に云い切れるんだよっ。

「忘れたことなんてない。絶対、お前なんだ」

「だから！　いつ、どこで会ってるって云うんですかっ！」

「そのくらい自分で考えろ」

「わからないから訊きいてるんじゃないですかっ!!」

　もう、何度も何度もこいつ何なわけ？

　毎回こんな感じのやり取りが続くばかりで、初めて会った日に怒った理由だって未いまだにわからない。

　あの日、僕はムリヤリあんなことされて……。

　あーもう！　思い出したくもない!!

「また、してやろうか？　思い出せるかもしれないぜ？　ショック療りよう法ほうって云うしな」

「医者のくせに何勝手なこと……、うわわっ！」

　腰を摑まれ、抱き寄せられそうになる。

　必死に両手を突つっ張ると、密着するのだけは免まぬかれた。

「それにしても、細い腰だな。ちゃんとメシ食ってるか？」

「余計なお世話ですっ」

　あんたに心配される謂いわれはない！

　今度こそ、しっかり抵抗しようと気合いを入れた瞬しゆん間かん、急に多岐川の腕から力が抜ぬけた。

　僕は、腰を撫なで回していた多岐川を突き飛ばして、身構える。

「僕はあんたのことなんて───」

「………」

　文句を云おうとしていた僕を多岐川は片手で制すと、無言で保健室の入り口の方へ歩いて行った。

「……どうしたんですか？」

　僕は、多岐川の行動を訝いぶかしく思い、声を潜ひそめて訊いてみた。

「いや……。物音がしたと思ったんだが」

「待って下さい。それって、誰だれかいたってこと？」

　それって、大問題じゃないの？　バレたら、クビどころじゃ済まないだろ！

「気のせいだったみたいだな」

　それを聞いて僕は胸を撫で下ろした。

　ホント、誰かに見られてたら一大事だよ。

　……と思ってから気が付いたけど、被ひ害がい者しやは僕じゃんか！

　なんで、多岐川の心配なんか───。

「───だいたい、あんたがこんなとこであんなことするからっ」

「なら、こんなところじゃなきゃいいってことだな？」

「そうじゃないでしょうっ！　だいたい、誰かに知られたら……」

「そんなヘマはしないさ。何だ？　心配してくれてるのか」

「違います！」

　放課後の保健室に僕の怒ど声せいが響ひびき渡わたる。

　これもすでに日課となりつつあったりして。

　もう、調子狂くるいっぱなしだよ。

　なんで、この僕がこんなに振ふり回されなきゃいけないわけ？

「さ。じゃあ、続きでもするか？」

「するわけないでしょうっ!!」

　ニヤニヤと不敵に笑う多岐川が伸のばしてきた手を、僕はパシンと叩き落としてやった。
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　今日は金曜日。

　放課後、村枝先生に捕つかまった僕は、今の今までせっせと手伝いをさせられていたのだ。

　これのあとは、保健室が待ってるんだよね。

　ホント、今週は怒ど濤とうのようだった……。

　まあでも、明日からは土日の二連休だから、ゆっくり休めるし。

　だから今日くらい、扱こき使われても文句は云いわないでおいてあげよう。

「ありがとう、助かったよ。遅おそくまで悪かったな」

「お役に立てたんなら、よかったです」

　僕は人を安心させる為ための表情を作って、ふわりと微笑ほほえんだ。

「これから多岐川先生のところに行くんだろう？」

「はい。なにか伝えることとかありますか？」

「いや、とくにないよ。───多岐川先生とはどうだい？　上手くやってるかい？」

　意味深な問いにギクリとしたけど、村枝先生は多分深く考えてるわけじゃないんだよね……。

　とりあえず、僕は無難な返答をしておいた。

「ええ。ご迷めい惑わくは掛かけてないと思いますけど……」

「君に案内を頼たのんで正解だったみたいだな」

「そう思ってもらえると、僕も嬉うれしいです」

　なんてね。

　いや、喜んでもらえるのは本当に嬉しいんだけどさ……。

「それにしても、初めて会ったときは驚おどろいたよ」

「え？」

「あんなに若い先生が派は遣けんされてくるとは思ってもいなかったからなあ」

「あ……、そ、そうですよね」

「理事長の知り合いの病院から医師が一人派遣されるとは聞いていたんだが……。腕うでも良いいらしいし、高校の保健医をしてもらうのは勿もつ体たい無ない気もするんだがなぁ」

　そうだよね。普ふ通つうならそう考えるよね。

　なんで、わざわざ高校の保健医なんか引き受けたんだろう？　いくら私立だからって、給料がいいとは思えないし。

「好意で引き受けてくれたんだろうが……、多岐川先生から何か不満とか聞いてないか？」

「不満……ですか？」

　そういえば、仕事に対しての不満は聞いたことがない。

　いつもいつも、僕に何かを思い出せって迫せまるくらいで……。

「とくに聞いたことはないですよ」

「そうか。きっと高瀬のお陰かげだろう」

「いえ、そんな……」

　にこにこと誉ほめられて、僕は照れ笑いを作りながら謙けん遜そんした。

　でも……なんだか、作り笑いに疲つかれてしまう。

　多岐川との会話のほうが、楽な気がするんだよね。

　前はこんな事、そこまで苦になんて思わなかったのに。

「多岐川先生も高瀬のことは誉めてくれてたぞ。これからもよろしく頼むな」

「はあ……」

　ホント、何考えてるんだよあいつ……村枝先生に僕を誉めるなんて。

　僕以上にでっかい猫ねこを被かぶってるよね、きっと。

　僕は村枝先生の手放しの賛辞をてきとうに笑え顔がおで聞き流して、保健室へ行くために教室を出た。

　……遅くなっちゃったな。

　外を見ると、日が傾かたむきかけてるのが目に入った。

　クラス委員の仕事があったから仕方ないけど。

　───あいつ……もう、帰ってたりして。

「……って」

　なにあんな奴やつのこと気にしてるんだよっ。

　別に、あいつに気き兼がねしなきゃいけないことなんて一つもないのに！

　僕はぶつぶつと呟つぶやきながら、階段を降りていった。

「高瀬くん」

「はい？」

　こんな時間に呼び止められるなんて、と思ったけど僕は返事をして、くるんと振り返る。

　事もあろうか、振り返った先には見たくもない嫌いやな顔。

　なんか僕、最近ツイてないな……。

　嫌な顔って云っても、多岐川じゃない。

「……千堂、先生」

　いけない、いけない。「先生」つけるの忘れそうになっちゃった。

　僕は、眉み間けんに皺しわが寄りそうなのを必死に堪こらえて、笑顔を向ける。

　黙だまってれば、知的な感じでかっこよく見えるのかもしれないけど。

　この手のタイプの人間て、生理的に苦手なんだよね。

　だって、しつこくて粘ねん着ちやく質しつな感じなんだもん。

　それだったら、多岐川みたいな奴の方がよっぽど───。

　………よっぽど？

　よっぽど、何なんだよ!?　なんでこんなときにあいつの顔が浮うかぶんだ!!

「ちょっと話したいことがあるんだけど、いいかな？」

　千堂は薄うす笑わらいを浮かべて、片手で長めの前まえ髪がみを流しながら云った。

「今日じゃなきゃダメなんですか？」

　今日じゃなくてもイヤだけど。

「ちょっとで済むから、今来て欲しいんだ」

　来て欲しいって、どこにだよ。

　今までだって二人きりになると、肩かたを触さわったり手を撫なでたりセクハラ紛いのことをしてきてたくせに。

　信用なんかできるわけない……。

「申し訳ないんですけど僕、これから用事があるんですが……」

　僕はできる限り、申し訳なさそうな顔をして、やんわりと断ってみた。

「手間はとらせないよ」

「でも……」

「少しでいいんだ」

　いくら云っても諦あきらめてくれなさそうな千堂の態度に、僕はげんなりとため息をつく。

「……わかりました」

　気が乗らない誘さそいなのに、相手が先生となると断りきれない自分が情けない。

　こうなったら、話を聞いてから適当に云い包くるめて逃にげるしかないかな……。

「こっちだよ───おいで」

　僕は、教室のある四階から一階半上にある踊おどり場ばに連れていかれた。

　この先には屋上への扉とびらがあるだけだから、誰だれか来るってことは滅めつ多たにない。

　こんな人気のない場所に連れ込んで、僕に何の話があるっていうんだ。

「話って、何ですか？　僕、用事が……」

　千堂は、僕を壁かべ際ぎわに立たせると自分は階段の手すりに腕うでを組んでもたれかかる。そして、もったいぶって切り出した。

「何のことだと思う？」

「……？」

「───多岐川先生のこと、なんだけど？」

「！」

　あくまで口調は丁てい寧ねいに、でも口元は思わせぶりに笑っていて。

　僕は一気に血の気がひいた。

　多岐川のことって……まさか。

「ドアはちゃんと閉めなくちゃ。多岐川先生に注意しておいたほうがいいよ」

「な……なんのことですか……？」

　僕は、動どう揺ようする胸の内を必死で隠かくしつつ、微笑みながら聞き返した。

「あれ？　わかんないかな？　昨日、ちょっと頭痛くてさ。薬貰もらおうと思って保健室に行ったんだよね」

「────」

　───あのときだ。

　多岐川が物音がしたとか云いってたのは、千堂だったんだ。

　そう考えると、いつから千堂がいたのかわかんないけど、少なくとも抱だきしめられてたところは見られてるってことになる。

　あのバカ！　ヘマはしないとか云っておきながら……!!

「生徒とあんなことしてちゃイケナイなあ」

　もう、とぼけても仕方ないか。

　これ以上白を切り通すのは、僕にだって難しい。

「……ふざけてたところ、見られちゃったんですね。恥はずかしいなあ」

　あはは、と照れ笑い───に似せた表情を浮かべる。

「ふうん。ふざけてあんなことまでしちゃうんだ」

「え……っと、何のことですか？」

　ヤバイ───かもしれない。

　作り笑いが引き攣つった。

「じゃあ、キミは私がこんなことしても構わないんだよね？」

「なっ……」

　云うが早いか、千堂の手が僕に伸のびてきた。

　振ふり払はらおうとしたけど、あっという間に手首を取られてしまう。

「やめっ、何するんですか!?」

　僕は弾はずみで持っていたカバンを落としてしまった。

「キミが多岐川先生としてたようなこと」

「ちょっ、ヤダ！　止やめて下さい！」

　見み掛かけに寄らず強い力で僕の体を壁かべに縫ぬいとめると、千堂は顔を近付けて囁ささやいた。

「多岐川先生には抵てい抗こうしてなかったみたいだけど？」

「違ちが……います!!」

　ちゃんと僕だって抵抗してたよっ!?

　あの馬ば鹿か力ぢからにはかなわないだけで！

「や……っ!!」

　強ごう引いんに唇くちびるを重ねられて、ぷつぷつと鳥とり肌はだが立った。

　───気持ち悪い……っ！

　冷たい粘ねん土どの塊かたまりを押し付けられたような感かん触しよくに身み震ぶるいする。

　唇を頑かたくなに閉じていたら、その上を千堂の舌がねっとりと這はった。

「───!!」

　いやだ……!!

「っつ！」

　堪こらえ切れなくなった僕は、千堂の向こう脛ずねを蹴けり飛ばしてやった。

　いくら相手が先生だからって、こんな気持ち悪いこと我慢できないっ。

　僕は渾こん身しんの力で千堂を突つき飛ばすと、手の甲こうで自分の唇をごしごしと拭ぬぐった。

「───失礼しますっ」

　精せい一いつ杯ぱいの意地を張って、強がってみせる。

　本当は、泣き出してしまいそうだったけど。

「待ちなさい！」

　僕は落としたカバンを急いで拾うと、脇わき目めも振らず階段をかけ降りていった。

　追い掛けてくるかも、という懸け念ねんが消えない。

　振り返るのすら怖こわくて、走るスピードを緩ゆるめられなかった。

　───何なんだよ……！

　どうして、僕ばっかりこういう目に遭あうわけ？

　唇にまだ、千堂の気持ち悪い感触が残ってる。

　吐はき気けがする───。

　鳥肌だって消えないしっ。

　ダメだ。もう、泣きそう……。

　他人の体温ってあんなに気持ち悪いものだった───？

　あいつ……多岐川だとそんなことないのに。

　抱きしめてくる腕うでの温ぬくもりも、強引なキスだって、嫌けん悪お感かんを覚えたことは一度も……。

「瑞希!?」

「!?」

　イキナリ誰かに大声で名前を呼ばれて、心臓が跳はねた。

　その拍ひよう子しに足が止まる。

「みず……、高瀬。どうしたんだお前!!」

　恐おそる恐る大声のしたほうを見ると、多岐川が保健室のドアの前に血相を変えて立っていた。

　いつもと違うのは、白衣じゃなくてジャケットを着てること。それだけで随ずい分ぶん、多岐川の印象が変わって見える。

　気が付かないうちに僕、保健室の前を通り過ぎてたんだ……。

「何があった？」

　今の僕には、気持ちを取り繕つくろう余よ裕ゆうもなければ、減らず口を叩たたく元気もない。

「何も云わないんじゃ、わからないだろ？」

　ぶっきらぼうだけど、子供をあやすような声を聞いたせいで、ギリギリまで張り詰つめてた気持ちが揺ゆらぐ。

「べ……別に、何でもありません」

　緩みそうになる涙るい腺せんを堪こらえて、僕は唇を嚙かみしめた。

　こいつに泣き言なんか云いたくない。

「それが何でもない顔か？」

「先生には関係ありません……っ。今日は失礼します」

　潤うるんでしまった目を見られたくなくて、僕は多岐川に背を向けようとした。

　なのに次の瞬しゆん間かん、僕は多岐川の長い腕に軽々と抱かかえられてしまった。　>>>♥

　予測の付かない行動に面めん喰くらって、一瞬にして涙なみだも引っ込んでしまう。

「ぅわっ！」

　突然の浮遊感に目が眩くらむ。

「や……っ、なに!?　お、下ろしてっ」

「……………」

　多岐川はむっつりと黙だまり込んだまま、校舎の外へ歩き出した。

「何処どこ行くんですかっ」

「───黙ってろ」

「！」

　黙ってろって云われたって……。

　多岐川の向かった先は、教員用の駐ちゆう車しや場じようだった。

　片手で車の助手席を開け、僕をそこへ放ほうり込む。

「え!?　一体、何のつもり……っ」

　暴れる僕を押し込みドアを閉めると、多岐川はすぐに身を翻ひるがえし自分は運転席に座った。

「……っ!!」

　焦あせってドアを開けようとしたらすぐにエンジンがかかり、シルバーの車体が滑すべるように走り出した。

「危ないぞ。大人しく座ってろ」

　走り出したからって、僕が大人しくするなんて思わないで欲しいよ！

「何のつもりですかっ」

「お前が話したら、教えてやるよ」

　多岐川はジャケットの内ポケットから煙草たばこを取り出す。けど、それは空だったみたいで、舌打ちをするとバックシートへ投げ捨てた。

　イライラするとタバコに手が出るのは、こいつのクセなのかな？

　いくらなんでも吸いすぎ……って、そんなの僕には関係ないけどっ!!

「知りたくないから、降ろして下さい」

「それはダメだ。……誰だれがお前を泣かせた？」

　涙目になってるところ見られちゃったんだ……。

　けど、だからって子供扱あつかいなんかされたくない。

　第一こいつにその理由を話さなくちゃいけない義理なんてないし、あんなこと……誰かに云いうなんて僕のプライドが許さない。

　……ちょっと、ビックリしただけで、あんなのたいしたことじゃないんだから！

「…………」

　僕が黙り込んだせいでしばらく沈ちん黙もくが続いたけど、その空気を破ったのは多岐川だった。

「わっ。な、なんだよ……っ」

　突とつ然ぜん、車が急停車する。エンジンも切られて、車内は一瞬シン、と静まりかえった。

　辺りはもう薄うす暗ぐらくて、ここがどこかなんてわからない。

「もう一度訊きく。誰に何をされた？」

「……僕は何も───」

「噓うそつけ」

「ふがっ」

　ひょい、と鼻先を摘つままれて瞬間的に呼吸困難になる。

「あにす……っ」

　苦情を云おうと口を開いた途と端たん、気持ちの糸がぷつんっと切れた。

　それと一いつ緒しよに目の奥がじわあっと熱くなっていく。

　───しまった。

　こんなはずじゃなかったのに。

　ここで泣いたら、弱味を見せることになる……！

「ほら見ろ。───なんかあったんだろ？」

　多岐川は僕の髪かみを梳すくように撫なでた。

　……なんだよ！

　いつもいつも、意地悪なくせにっ。

　こんなときに……優しくするなよ……っ。

「お前のせいだろっ。お前が僕にヘンなことするからっ!!」

「落ち着け。聞いてやるからゆっくり話せ」

　怒いかりと恐きよう怖ふを思い出して、気持ちが興奮してくる。

「落ち着いてられるかよっ！　あ……あんな、ことっ、されたのに……っ」

　涙を堪えようと頑がん張ばってるのに、なんで泣いちゃうんだろう？

　敬語なんて使ってる余裕もなくて。

「───誰が、何したって？」

　心なしか、多岐川の声が低くなったような気がした。

　けど、僕はそれどころじゃない。

「せ、千堂に……」

「千堂？　英語科のか？」

「あいつに……、……キ……」

　───キス、されたんだよっ。

　言葉にしようとしただけで、気持ち悪さが蘇よみがえってくる。

「……畜ちく生しよう。あンの野や郎ろう───」

「お前が悪いんだろ……っ、そのせいで僕は……！」

　やり場のない苛いら立だちを僕は多岐川にぶつけた。

　身を乗り出して僕の顔を覗のぞき込む多岐川の体を拳こぶしで打つ。

「落ち着け！　もう、大だい丈じよう夫ぶだ」

　多岐川は自分をめちゃくちゃに叩いてる僕の手首を摑つかんだ。

「触さわらないでっ、……ぁっ」

　暴れる僕を抱だきしめると、喚わめき散らす口を強ごう引いんに塞ふさぐ。

「んんっ」

　顔を背そむけようとしてみたけど、後頭部をしっかりと押さえられていて動かせない。

　腕うでごと抱きしめられてるせいで、押し返すこともできなかった。

　ぴったりと唇くちびるが合わせられ、まともに息が吸い込めない。

　僕の体は息苦しさにカクン、と力が抜ぬけてしまう。

「───落ち着いたか？」

　ほんの数ミリだけ、多岐川の唇が離はなれた。

　こんなの、落ち着かせる方法じゃないだろう！

　僕が荒あらく息をつきながら投げ付ける言葉を探していたら、再び唇が合わせられてしまった。

「っん……！」

　今度は、柔やわらかく吸い上げられる。

　下唇を啄ついばまれて薄うすく開いた隙すき間まに舌が差し込まれ──……。

　頭の奥がほわん、と熱っぽくなっていく。

　千堂のキスはあんなに気持ち悪くて、今にも吐はきそうだったのに……。

　多岐川のキスはやっぱり、……気持ち悪く……ない……？

　むしろ───。

「……ぁ………」

　唇を吸われても、口こう腔こうをまさぐられても、甘い痺しびれしか感じない。

　……どうして？

　多岐川は本格的な交わりを避さけ、歯は茎ぐきの裏や上うわ顎あごをくすぐってくる。

　それがもどかしくて、僕は思わず自分から舌をおずおずと差し出してしまった。

「……ん……っ」

　一いつ瞬しゆん、動きが止まったかと思うと、すぐに多岐川は澱よどみない動きで僕の舌を絡からめとった。

　ざらついた表面が擦こすれるだけで、爪つま先さきまで痺れが走る。

　煙草の……味？

　多岐川の舌は、いつにも増して苦くて。そんな些さ細さいなことすら、僕を刺し激げきする。

「ふ……、ぁ……っ」

　口腔を搔かき回している舌が動きやすいようにと、僕は口を僅わずかに開いた。

　……って、何してるんだ僕はっ。

　自分から応こたえちゃうなんて！

「………ぁ……っ」

　僕の内心の動どう揺ようを読み取ったように、交わっていた唇が離れる。

「煽あおったのはお前だからな」

「え？」

　すっかり、車内にも夜が訪おとずれ始めていたけど、お互たがいの顔ははっきりと見ることができた。

　すぐ側にある多岐川の目は、いつになく真しん剣けんで。唇は僕の唾だ液えきで濡ぬれている。

　見み惚とれるれるほどの色気に僕は思わず息を吞のんだ。

　トクン、と一度大きく心臓が跳はねる。

　どうしてかわからないけど、どうしようもなく僕は泣きたくなった。

　さっきみたいに怒りからでも悔くやしさからでもなくて、ただ泣きそうになってしまう。

　わけのわからない感情の波が鼓こ動どうと一緒に押し寄せてきて、僕は混乱した。

　な、なにこれ？

　一体全体、どうしちゃったんだよ……っ。

　トクン、トクン、トクン、と脈みやく拍はくが速くなる。

　自分の感情に狼狽うろたえて、縋すがるように多岐川の目を見た。

　──……あ。

　まっすぐに僕を見つめてくる熱の籠こもった瞳ひとみ。

　その熱っぽい眼まな差ざしに釘くぎ付づけになってると、今度は首筋に嚙かみ付かれた。

「や……っ、待っ……」

　皮ひ膚ふの柔らかい部分に歯を立てられて、痛みが走る程ほど強く吸い上げられた。

　僕を抱きしめていた腕が緩ゆるみ、背骨を辿たどるように背中を撫なで上げる。

「先生っ、やめ……、やめて下さいっ」

「もう遅おそい」

「わっ、えっ？　わわっ！」

　シートがガコンと倒たおされて、本格的に僕の上に多岐川がのしかかってきた。

「や……っ、退どいてくださ……」

　多岐川は、片手で僕の肩かたを摑んで押さえ、もう一方では僕の制服に手をかける。手て際ぎわよく性急に僕の肌はだは晒さらされていってしまう。

「ちょっ……ちょっと！　何してるんですっ」

　はだけられたシャツの間から手が差し込まれる。その大きな手は、脇腹わきばらまでをゆっくりと往復した。

　撫で上げられる感かん触しよくに僕の肌はざわめいてしまう。

「ダメ……ですっ。触んないで……っ」

　両手で多岐川の肩を押してるのに、やっぱり微び動どうだにしてくれない。

「っあ……、やだっ！」

　僕の胸がピクンと跳ねた。

　多岐川の指が、僕の弱いところを攻せめたせいで……。

「噓うそつけ。こんなになってるくせに」

　その言葉につい首を起こすと、ぷつりと膨ふくれた胸の粒つぶを多岐川が親指の腹で捏こねるように弄っているのが見えた。

　見なきゃよかった───。

　慌あわてて視線を逸そらしたけど、その光景に羞しゆう恥ち心しんが増して、神経がもっと過か敏びんになった気がする。

「ちゃんと見てろよ。自分がどうなってるか、知りたいだろ？」

「誰だれが……っ」

「俺が何するか見張ってなくていいのか？　好きにされたくないんだろ？」

「見ててもするくせにっ」

「ご名答」

　ふざけやがって───!!

　このスケベ！

「人が弱ってるときに……っ」

　付け入るみたいな真似まねして、こんなことするなんて！

　どうして、僕ばっかこんな目に遭あうんだよ！

「誘さそってきたのは、そっちだろうが」

「誰が……!!」

　誰が誘ったって……!?

「目も口も、カラダも。───いつも全身で俺を誘ってんだよ」

「な……っ」

　僕は目を見開いて絶句した。

　何なんだよ、それ！

　それじゃ、まるで僕がインランみたいじゃないか！

「責任とって欲しいのは、こっちのほうだ」

「何云いって……!?　え？　やっ！」

　いとも簡単に僕は下か肢しを剝むき出しにされ、まだ僅かな反応しか見せてない中心には多岐川の指が絡み付く。

「や………だっ、やだってば…!!」

　そんなとこ、触さわんなよっ。

　多岐川は手慣れた指ゆび遣づかいで、僕を簡単に熱くした。僕はその手の中で震ふるえながら張り詰つめてしまう。

「あ……、ん……っ、やだ……って」

　堅く勃たち上がった僕の中心が緩やかに擦こすられる。

　それが僕の感覚をギリギリなところまで追い詰めていって───。

「はっ、んぅ………」

　もう、ダメ……っ。

　爆ばく発はつしそうな欲望を堪こらえ切れそうもない。目の前も、ぼうっと霞かすんできて……。

　僕はなんとか息をつきながら、すがるように多岐川の顔を見た。

　多岐川は僕に向かって不敵に微笑ほほえむと、僕自身を扱しごく動きを速くする。

「や……っ、ぁあ……っ」

　そして僕は、多岐川の手の中で頂点を迎むかえ、ビクビクと全すべてを吐はき出した。

「あ……───」

「案外早かったな」

「うるさいっ！」

　お前がやったんだろうがっ！

　なんで、何度も僕がこいつの手でイカされなくちゃいけないんだ……。

「今度は俺の番だろ？」

「なにが……、うあっ、なにしてっ!?」

　片足を抱かかえられて、隠かくされてた部分を暴あばかれる。

　信じられないことに、多岐川は後ろの窄すぼまりに僕が出してしまったばかりのものを塗ぬり付けてきたのだ。

「濡らさないと傷付くからな」

「そういう問題じゃ……っ！　んっ！」

　くぷん、と僕の体液で汚よごれた指が、窄まりに突つき入れられた。

　濡らされた蕾つぼみは、たいした抵てい抗こうもなく多岐川の指を受け入れてしまう。

「こっちは喜んでるぜ？」

「そんなわけ……っ、ひぁっ」

　喜んでるなんて……そんなわけない！

　でも、僕の体は奥に進んでいく指を嫌いやがってないみたいで……。

「く……、や……あ、あ……っ」

　節の太い指が僕の中を搔かき回す。くちくちと濡れた音が聞こえてきて、僕は耳を塞ふさぎたくなった。

　指が挫くじかれて、かき出すように内ない壁へきを押し広げられる。後ろを弄られてるだけなのに、僕自身もピクリと反応してるなんて……。

「はぁ……っ、いや……ぁ……」

「もっと、ってヒクついてる」

「ちがっ、ぅんっ！」

　搔き回す指を増やされても、僕の蕾はそれを受け入れてしまう。

　拒こばもうと力を入れても多岐川の指を締しめ付つけるだけで。

「可愛かわいいな、お前」

「うるさ……、そ……なこと、云うな……っ」

　こめかみにキスを落とされながら体内から指が抜ぬかれ、僕は少しホッとする。

　けど、すぐに違ちがうものが突き付けられた。

「や……っ」

　熱い……っ。

「───んっ」

　多岐川は、僕の腰こしを摑つかんで思いきり自分のほうへと引き寄せると、一気に僕の中心を貫つらぬいた。

「ぁあ……っ───!!」

　反射的に体が逃にげようとしたけど、狭せまい車内にそんなスペースはどこにもなくて。

「……ちくしょう……」

「……え？……っあ、ぁ……っ」

　わずかに退ひいた腰の奥を強ごう引いんに突き上げられる。

　内部で起こった摩ま擦さつが、繫つながった部分をもっと熱くした。体の奥がズクンと疼うずく。

「……あんな奴やつのことなんて、忘れろよ」

「あんな……奴……？」

「全部、俺のせいにしていい」

「や、ぁ……っ！」

　ただでさえ足を胸につきそうなくらい折り曲げられてて苦しいのに、全部を僕の中に収めた多岐川は、ゆっくりと僕を揺ゆらしはじめた。

　その動きが、繫がった部分をじわじわと痺しびれさせる。そのうち、どこまでが僕で、どこからがそうじゃないのかわからなくなっていって───。

「だから……」

「っぁあ！」

　深々と最さい奥おうを貫かれて、爪つま先さきがピンと張る。冷えた窓ガラスを掠かすめてから空くうを蹴けった。

「……俺のことだけ、考えてろ」

「ん……ぁ、………ふっ……」

「わかったか？」

　僕はろくに考えられない頭をコクコクと縦に振ふった。

　乱暴に腰を打ち付けられて、繫がった部分が溶とけていく。

　激情を叩たたき付けるような交わりに、僕は翻ほん弄ろうされて───溺おぼれかけた。

「……ぁ……ん……っ、ぃや……」

「何が、いやなんだ？」

　甘い低音が鼓こ膜まくを痺れさせる。

「こんな……、こんなの違……っ、僕じゃ、ないっ」

　突き上げられて、途と切ぎれ途切れになる声。

　語ご尾びが水っぽくなってる。

　なんで僕、涙なみだ声ごえになってるんだ……？

「───泣くなよ」

「泣いて……ないっ」

　泣いてるんじゃない。勝手に涙が出てくるだけで……。

　僕は、手の甲こうで目め尻じりをごしごしと拭ぬぐう。

「擦るな。擦ると腫はれる」

「……あ」

　多岐川は僕の涙を舐なめ取って、触ふれるだけのキスをした。

「……しょっぱい」

「ああ、そうだな」

　車の中は狭くて……腕うでの置き場なんて他ほかにないし……。

　そう思いながら恐おそる恐る多岐川の首に腕を回すと、ぎゅっと抱だきしめられた。

　酷ひどい男だってわかってるはずなのに……。

　この腕の中はなんでこんなに暖かいんだろう？

　溺れちゃダメだって、もう一人の自分が警告してるにも関かかわらず、僕は絶え間なく与あたえられる熱にいつしか身を任せていた。







　冷たい風が頰ほおを撫なでる。

　ぼんやりと霞かすみがかっていた意識が、少しずつはっきりしてきた。

　ここ……どこ……？

　僕、いつ寝ねちゃったんだっけ？

　学校に行って、帰りに呼び出されて……それで……。

　記き憶おくを順に辿たどっていく。

　───そうだ！

　千堂にヘンなことされて、そのあと……！

　唐とう突とつにぱちりと目が覚めて、勢い良く起き上がった。膝ひざの上にぱさりと何かが落ちる。

　ジャケット？　これって……。

「起こしたか？」

　がばっと起き上がると、多岐川が僅わずかに窓を開けて煙草たばこを燻くゆらせていた。けど、僕のほうをちらりと見ると、まだほとんど減ってない煙草を灰皿に押し付けた。

　窓の外には、オレンジ色の明かりが流れている。

「……え？」

「着くまで寝ててくれてもよかったんだがな」

　多岐川の台詞せりふに消してしまいたいさっきの記憶が蘇よみがえってきた。

　千堂にされたことを慰なぐさめられながら、僕はなし崩くずしのように……こいつに、抱かれてしまった。

　でも、僕だって……信じらんない。

　───自分からこいつにしがみつくなんて。

　いくら千堂にされたことがショックだったからって云いっても、多岐川に僕があんな……縋すがりつくみたいなマネするなんて。

　バカだよな、僕って……。

　正気じゃないにしたって、あれは……。

　けど、不思議と千堂に触さわられた嫌けん悪お感かんはなくなってる。

　代わりに、多岐川の感かん触しよくは体のそこかしこにばっちり残ってるけど。

　キスの熱さも、抱きしめられた腕の感触も、囁ささやかれた低い声も、まだ耳の中でこだましてるみたいで。

　体温だって平熱に戻もどってない感じがする……。

「高瀬」

「な、なに!?」

　記憶だけじゃなくて、体でも思い出してる最中に名前を呼ばれたもんだから、僕は飛び上がりそうになってしまった。

　カアッと耳まで熱くなる。

「起きてるんだったら、シート起こしてベルトを締しめろ」

　その口調にカチンときた。

　命令すんなよ！

　当たり前の事だけど、多岐川に云われると腹が立つ。

「───これから何かあったら真っ先に俺に云え」

「なんで、先生に云わなくちゃいけないんですか？」

　何かあったらって……。

　僕に何かしてる筆頭はあんたじゃないか！

　千堂に……あんなことされるだなんて思ってもみなかったから、今回はちょっと油断したけど。

　今日だって結局逃げてこれたんだ。あんな奴ぐらい僕一人で充分だし。

　誰だれかに助けてもらわなくても……。

「千堂からも、俺が守ってやる」

「守って……って……」

　僕のこと……？

　多岐川の精せい悍かんな横顔からは、不ふ真ま面じ目めさの欠片かけらも見えない。

　まさか、本気で僕のこと心配してくれてるわけ……？

「もう、誰にもお前を泣かせたりはさせない」

「な……、何云ってるんですか？」

　───トクン。

　今、胸がきゅん、ってなった。

　な、なに今の……!?

　やだっ、噓うそだよね!?　なんでドキドキしてくるんだよ？

　こいつ───。

　僕に酷いことする悪い奴やつなのに。

　大だい嫌きらいになってもおかしくない奴なのに。

「お前を泣かせるのは、俺だけで十分だ」

「───は？」

　い……今、なんて………？

「あんな顔、他の野や郎ろうになんか見せてたまるか」

　───見直しかけてたっていうのに……っ。

「やっぱり、あんたは最低だっ！　ここで降ろして下さいっ」

「バカ云え。高速だぞ」

「高速っ!?　どこに向かってるんですか!?」

　これって、立派な誘ゆう拐かいじゃないかっ。

　ほんのちょっと、爪つめの先程ほどだけでも多岐川を信用しそうになった自分が疎うとましい。

　そう、僕が捲まくし立てたら、多岐川はニヤリとした笑いを浮うかべた。

「さあ……。どこだろうな？　だが、誘拐にはならないから安心しろ」

「は？」

「お前の家には連れん絡らくを入れておいた。よろしくお願いします、だとさ」

「なんだよ、それっ」

　なんで、あんたが僕ん家ちの連絡先を知ってるわけ？

　それに、ウチの親も「先生」ってだけで簡単に信用しちゃうなんて……。誘拐だったらどうするんだよ！

「帰りは家まで送ってってやるから心配するな。温泉に連れてってやろうって云うだけだ」

「おんせん……？」

　なんで、温泉？

「俺の学生んときの友達のとこだ。来てくれって云うから、ついでにな」

　ついでに？

「ついでに僕なんか連れていかないで下さい！　他に友達とか彼女とかいないんですか？」

「いないって云ったら納なつ得とくするのか？」

「だって……」

　僕をそんなところまで連れていく理由なんかないじゃないか。

「手近にお前がいたからな。それだけだ」

　手近にいたからって……。

　それだけで、誘拐まがいのことをしちゃうわけ？

　あーっ、ホントにこいつわかんない！　どうして……!?

　僕が胸の内で自問自答をしている間に、車はインターを降り、傾けい斜しやの多い道へと入っていった。

　あたりの景色は暗くてほとんど見えなかったけど、曲がりくねった道が山間部だということを教えてくれる。

「帰るなら一人で帰れよ？　でも、せっかくなら楽しんだ方が得だろ」

「───このっ、横暴もの！」

　勝手にここまで連れてきたくせに。

　第一ここがどこかもわからないし、お金もない高校生が今すぐ一人で帰れるかっ。

　しばらくして、車は瀟しよう洒しやな和風の建物の前に停とまった。

「ほら、降りろよ」

「…………」

　文句を云うのもバカバカしくなって、僕は黙だまって車外に出た。

　日が暮れたせいだけではない、涼すずしさに僕は身み震ぶるいする。

「おい。寒いんなら俺のジャケット着てろ」

　多岐川は、僕が手にしたジャケットを顎あごで指した。

　起きた時からずっと手に持っていたことにいまさらながらに気が付く。

「い、いいですっ」

「まったく、可愛かわいくないな」

「可愛くなくて、結構です！」

「噓だよ。お前は可愛いよ」

「……っ!!」

　よくもまあ、そんなことをしゃあしゃあと云えるもんだよっ。

　僕が怒いかりに任せて、ドアを力ちから一いつ杯ぱい閉めてやると、多岐川はさもおかしそうに笑いやがった。

　今に見てろ、と思いかけ、すっかり多岐川のペースに踊おどらされてる自分に気付く。

　あいつと一いつ緒しよにいると、本来の僕でいられなくなる。

　今までの僕なら誰かのせいでペースが崩くずれるなんてこと、絶対考えられなかったのに……。

　多岐川相手だと、なんでこうも振ふり回されちゃうわけ？

　駐ちゆう車しや場じように車を置きに行ってた多岐川は、戻もどってくるなり厚かましくも僕の腰こしを抱だき寄せやがった。

「やめっ、離はなしてくださ……っ」

　抵てい抗こうしても相変わらずの横暴っぷりで多岐川は僕を抱き寄せたまま、ずかずかと旅館の中に入っていく。

「いらっしゃいませ……。多岐川!!　遅おそかったな、早くから用意して待ってたんだぞ！」

「よお、杉すぎ田た。久しぶり」

　旅館の若わか旦だん那な、といった風ふう体ていの男が両手放しに多岐川を歓かん迎げいする。多岐川もそれに応こたえて気安い態度だった。

　ふうん。こんな奴でもちゃんとした友達がいるんだ……。

　……そんなことより、この手をどうにかしないと。

「懐なつかしいなぁ。お前、今保健の先生なんだって？　まっさか、多岐川が本気で医者になるなんて思わなかったけど、高校の保健医とはなぁ。ちゃんとやってんのか？」

「一応な」

　確かに保健医をやりそうなタイプじゃないとは僕も思う。外見も性格も……。まあ、僕は今の「多岐川」しか知らないけどさ。

　多岐川にも、僕と同じくらいの年だったことがあるなんて想像しにくい。

「まあいいや。メシ食うだろ？　ウチの板前が腕うでによりをかけて作ってくれたんだからな。そうそう、今日は客が少ないから、風ふ呂ろも貸しきりみたいなもんだよ。ゆっくりできんだろ？……で、その綺き麗れいな子はどちらさん？」

　杉田と呼ばれた若旦那は、口を挟はさむ隙すき間まもないくらいの勢いで喋しやべり倒たおした。

　僕はその様子を啞あ然ぜんとして見上げる。

「ウチの生徒だ」

「へえ。一人連れてくるって云いうから彼女か嫁よめさんかって思ってたんだがなあ」

「は……はじめまして」

　僕は腰に回されていた多岐川の腕をさりげなく振り払はらい、にっこりと笑った。

　───あ。

　また条件反射で……つい笑っちゃったよ……。

「いらっしゃいませ。温泉以外なんにもないけど、ゆっくりしてって下さい」

　若旦那は人の良さそうな笑え顔がおを僕に向けた。

「あ……はい。ありがとうございます」

　この人は、いい人っぽい気がする。多岐川と類友ってわけじゃないみたい。

「こいつもわかりにくい奴だと思うけど、よろしくしてやってよ」

「そんな。僕の方こそお世話になって……」

　世話になんかなってないけど！　迷めい惑わくばっかりかけられるけど！

　……この人にそんな憤いきどおりをぶつけても仕方ないし。

　口の端はしを震わせながらも、僕は笑顔を意地で持続させた。

「おい。そろそろ案内してくれ。腹減って仕方がない」

「はいはい。かしこまりました。ったく、お前は相変わらず食欲魔ま人じんだね」

　若旦那は、あははと笑いながら僕たちを奥へと誘ゆう導どうしてくれる。

　───性欲魔人の間ま違ちがいじゃないの……？

　脳のう裏りに浮かんだ疑問を口にはせず、僕は案内されるがままに付いていった。







　脱だつ衣い場じようから外へ抜ぬけると、ごつごつした岩場が積み上げられている露ろ天てん風ぶ呂ろがあった。

　湯気で霞かすむその先に日本庭園風の植え込みが続いてる。

　深い闇やみが広がる空には、降ってきそうなほどたくさんの星たちが瞬またたいていて……。

「……………」

　僕だって、温泉は好きだ。

　ご飯も美味おいしかったし、露天風呂も嬉うれしくないわけじゃない。

　でも───。

「こっ、こっち来ないで下さいっ」

「来るなと云われてもな」

　それは身の危険がないときだけであって。

　なんていうか………僕はバカか……。

　こんな、何しでかすかわからないケダモノと混浴してるなんて……。

　だいたい、警けい戒かいしなくちゃいけないことに疑問を感じるべきなんだけど。

　露天風呂は大人が足を伸のばして十人は入れるかな、ってくらいの広さ。だからもちろん、ぴったりと並んで入る必要は全くない。

　ちらりと横目で見ると、多岐川の広い胸が目に入る。均整の取れた筋肉に大人の男の色気。

　黙ってれば、普ふ通つうにイイ男なのにな。

　顔も良くて、逞たくましくて、それに医者だから将来も有望だし。

　無骨そうに見える指なのに、案外手先は器用で……あの指に僕はさんざん……。

　な、なに余計なこと思い出してるんだよ!!

　やめやめっ。もう、考えるなってば！

　それにしても……。

『露天は星が綺麗ですよ』

『ホントですか？　楽しみだなあ』

　なんて、若旦那と和なごやかに会話してる場合じゃなかった。

　でもタオルと浴衣ゆかたを手て渡わたされてしまった手前、入らないわけにもいかないし。

「そっちのほうが、景色いいんだろ？」

　多岐川は、ニヤニヤと笑いながら僕のほうへじりじりと迫せまってきた。

　絶対こいつ、僕が嫌がってるのわかっててやってる!!

「場所替かわりますからっ」

「代わらなくても、スペースあるじゃねえか」

　ちゃぷん、とお湯が鳴った。

「こ、こないでっ……！」

　僕は伸びてきた手からギリギリ逃のがれる。

　けど、もう後ろは高く積まれた岩場があるだけで。

「……なんだよ」

「僕、もう上がります」

　どうせまた、ヘンなことしようとしてるくせに！

「そんなに期待されると、応えたくなるな」

「きっ、期待なんかしてません！」

「ふうん。じゃあ今、何を期待してないって云ったのか教えてくれないか」

「それは……」

　口じゃ誰だれにも負けたことなんかなかったのに……。

　なんでこいつには振ふり回されちゃうんだよ！

「───当ててみせようか？」

「えっ!?　い、いいですっ」

　千堂に触さわられたときの嫌けん悪お感かんが、多岐川に抱だかれたあと、すっかりなくなっていた。

　どうしてなのかはわからないけど、こいつの腕の中でほっとしてしまった自分は誤ご魔ま化かしようもなくて、僕は正直戸と惑まどってる。

　今……こいつに触られたら、自分の気持ちがわからなくなる。

　また、あの腕に捕とらわれてしまったらどうなっちゃうんだろう？

　出合い頭にあんな……不本意なことをされて、嫌悪して当然だって思うのに。

　多岐川に触られても小指の先ほどすら気持ち悪さを感じていないことが、今回のことでわかってしまった。

　もし、次に抱きしめられたら僕は……。

「こっちこい、高瀬」

「嫌いや、───嫌だ」

　僕は咄とつ嗟さに膝ひざ立だちになって逃にげようとした。だけど、それより早く多岐川の太い腕が僕の腰こしに絡からみ付いてしまう。

　さっき、この腕の中で泣いたんだ……。

　宥なだめられて、キスされて。

　嫌なはずの行こう為いが……気持ちよくてどうしようもなかった。

「怖こわがるなよ。優やさしく、してやってるだろ？」

「怖くなんか……っ！」

　引き寄せられ、多岐川の膝の上に乗せられた僕は、完全に身動きを封ふうじられてしまった。岩場に縋すがりつこうと手を伸ばしてもかなわなくて。

　更さらに羽は交がい締じめにされて、背中を預ける格好でますます密着してしまう。

　ばしゃばしゃと、お湯が岩でできた浴よく槽そうの縁ふちにぶつかり、大きく波打った。

「やらしい格好」

「───!!」

　死んじゃいたいくらい、恥はずかしい……。

「離はなして……っ、僕もう上がるんです！」

「まだ肩かたまであったまってないだろ？」

　肩までって……、あんたのせいで胸までしか浸つかってないんだよ！

　ぐっと腰を押し付けられると、あらぬところに固いものが当たった。

　う…噓うそだろ!?　なんで、もうそんななんだ……っ。

　さっき、やったばっかりだっていうのに！

「も、もう、充じゆう分ぶんですから……」

　本当はもっとゆっくりしたいけど、こんな奴やつと二人きりでゆっくりなんかできるわけないっ。

「湯冷めして、風邪かぜひくぞ」

「それなら、離して下さい。僕、内湯がいいしっ」

　怒ど鳴なり出しそうになるのを抑おさえて、僕は多岐川の腕うでを外そうと試みた。

　なのに……、この馬ば鹿か力ぢからっ。

「信用できないな。俺があっためてやるよ」

「いりませんっ、やめ……っ！」

　面積の広い手が胸むな元もとを這はい上がり、皮ひ膚ふに圧力をかけてくる。

　そして、わざとらしく胸の突とつ起きを避さけて、鎖さ骨こつを辿たどり首筋を撫なでやがった。

「あっ」

　ヤ……ヤバイって……。

　ここ、外なのに声が響ひびく！

「肌はだが熱いな」

「当たり前……っ」

　風ふ呂ろに浸かってたんだから!!

「もっと、熱くしてやるよ」

「やめ………っ、こ、困ります！　っあ……」

　喉のど元もとをくすぐっていた指が顎あごにかかったかと思ったら、僕の唇くちびるをなぞってから口の中に差し込まれた。僕は口を閉じる暇ひまもなくて。

　太い指が、柔やわらかい舌先をつついてくる。指を二本に増やされて、口こう腔こうをすみずみまで犯おかされた。

「……あ……っ、や………ぁ……っ」

「……俺のモンに手を出しやがって……」

　───え？

　独り言みたいな呟つぶやきが、聞こえた。はっきりとはわからなかったけど……。

　今「俺のモン」って云いわなかったか？

　それ……どういう意味だよっ!?

「な……ぁ……んぁ……っ」

　閉じさせてもらえない口の端はしから飲み下せなかった唾だ液えきが伝う。

　指が動く度たびに、ぴちゃ……と濡ぬれた音が頭に響いて、いたたまれない。

「ふ……っ、ぁ………」

　とぷん、とお湯が跳はねたと思ったら、多岐川の手がお湯に沈しずみ───。

「───っ!!」

　お湯が透とう明めいなせいで、ひらめいた指が僕に絡み付くその一部始終が目に入ってしまった。

　やだ、ダメだってば……っ！

　もう、僕───。

「口だけで勃たったのか？」

　耳元で笑われて、僕はカァッと全身が赤くなった。

「んっ、……っぁ……、あっ」

　云い返してやりたくても、言葉を形作ることすらできなくて。全部、喘あえぎ声みたいになってしまう。

　なんで、僕ばっかりこんな目に遭あうんだよ！

「あんまり声出すと誰かに聞かれるぜ？　俺は別に構わないけど」

「!!　んんっ、ん……っ」

　か、構えよっ。この旅館、お前の友達ん家ちじゃんか！

　こんなことしてるって知られたら、どうするんだよ……っ。

「もっと、よくしてやる」

　しないでいい……っ!!

　ダメ……っ、今日の僕はおかしいんだってば！

　そうじゃなかったら、こんなにドキドキするわけない。

　それに、もっと抵てい抗こうだってできるはず───。

「やぁっ、あ………ふっ……」

　僕を握にぎり込んだ多岐川の手が強弱をつけて動き出した。

　ちゃぷちゃぷと水面が揺ゆれる。そんな水音すら恥ずかしくて、僕はぎゅっと目を閉じた。

　腰の奥に熱が籠こもっていく。

　抗あらがいたいのに、体に力が入らない……。

　ちょっとでも動いたら、どうかなってしまいそうで、ガクガクとなる膝を必死に突っ張った。

「なあ。───まだ、思い出さないのか？」

「……んっ……、ぁ……っ」

「──早く、思い出せよ……」

「は……っ」

　根元をキツく握り込まれ、指先で括くびれた部分を撫でられる。ゆっくりとした動作なのに、僕の中心は痛いくらい張り詰つめた。　>>>♥

　まただ……。

　いつもいつも思い出せって───。

　……僕に何を思い出せって云ってるんだよ。

　考えてもわかんないから訊きいてんのにっ!!

「あ……っ、ぁ……っ」

　甘い刺し激げきに僕の体が小刻みに震ふるえる。

　もう、やだ……っ。

　僕の感覚は、確実に逃にげ場ばのないところに追い込まれ、膿うむような熱に支配されていた。

「───瑞希」

　項うなじに息を吹ふき掛かけられながら低い声で囁ささやかれて、腰こしのあたりにズクン、と重みが増す。

　同時に口から指が抜ぬかれて、ようやく僕は喋しやべれるようになったけど。

　でも、すっかり息が弾はずんでしまっていて……。

「も……ぅっ、ヤ…ダ……っ」

　まともな言葉なんか出てこない。

　先せん端たんを爪つめで割られて、引っ搔かかれると背中がビクン、と揺れてしまう。

「や……っ、……ね……ぇっ、も……」

「何だ？　聞こえない」

　僕がどういう状じよう況きようなのか、一番よくわかってるくせにわざと訊き返してくる。

　こういうとこ、本当にムカつく……っ。

　けど、文句を云う余よ裕ゆうなんてどこにもなくて。

「……イカ……せて……っ」

「了りよう解かい」

　多岐川は執しつ拗ような動きで的確に、手にした僕を追い上げる。

　頭のてっぺんから爪つま先さきまで、体のどこもかしこも熱くて溶とけそう。

「ぁ……っ、ん、んー……っ」

　水面が跳ねる音がますます煩うるさくなったかと思うと、多岐川の手の中に僕は弾はじけて───。

　お湯の中に白はく濁だくを吐はき出してしまった。

　多岐川の腕の中、僕はくったりと脱力してしまう。

　背中を預けてぜえぜえと荒い息をつきながら、その解放感に安堵の息をついたのも束の間。

「…………」

　僕はすぐに冷静さを取り戻もどした。

　そういえばここ、露ろ天てん風ぶ呂ろだったよね……？

　それなのに、僕は多岐川の手に抗えずあられもない声を上げて、おまけにお湯の中でイカされちゃうなんて……。

「───噓うそ……」

「どうした？　そんなによかったのか？」

「は、離はなして下さいっ」

　僕はさっきはビクともしなかった多岐川の腕うでから、隙すきをついて逃げ出した。そして、できるだけ多岐川から遠ざかる。

「イキナリどうした？」

「そっ、外でこんなこと……っ、信じられない……」

「おいっ、どこ行くっ!?」

　僕はザバアッと湯船から上がると、脱だつ衣い場じように逃げ込んだ。

　そして、多岐川が追い掛けてこないように、外へ繫つながるドアにガチャリと鍵かぎをかける。

「───はあ……」

　僕のバカバカバカっ！

　なに、多岐川のいいようにされてんだよっ。

　どうして、あれくらい逃げられないわけ!?

　でも……───。

　────。

　なんで、あいつに触さわられるとおかしくなっちゃうんだろう……？

　どうしようもないくらい、体が熱くなる。

　おまけに、また「思い出せ」なんてわけのわかんないこと云いい出すし。

「もう……、やんなっちゃうよ……」

　僕はため息を一つつくと、濡ぬれた体を拭ぬぐって急いで身み支じ度たくを整えた。

　浴衣ゆかたを身につけてから、ドアのほうを窺うかがってみたけど、まだ多岐川が露天風呂から上がってくる気配はない。

　鍵を開けておいたほうがいいかなとも思ったけど。

　……ちょっとくらい、痛い目に遭ってもらわないとね。

　とりあえず僕はそのままにして、脱ぬいだ制服を手に部屋に戻ることにした。







「───なにこれ……」

　部屋に入ると、食事をしていたときとはあきらかに様子が変わっていた。

　同じ部屋に寝ねなきゃいけないのは仕方ないとしても。

「こんなにくっついてなくても……」

　綺き麗れいに整えられた布ふ団とんが、部屋の真ん中でぴったりとくっつけられていた。

　用意してくれた人に他意はなくても、こんなのを見られたら、また何をされるかわからない。

　これは離しておいたほうがいいよね。

　でもこの場合、やっぱりあいつの車で寝るのが一番か……。

　たしかキーはジャケットのポケットに入れてたはず。

　あいつが戻ってくる前に見つけないと！

　壁かべに掛かる多岐川のジャケットを探さぐってたら、入り口から続く襖ふすまがガラリと開けられた。

「!!」

　びくっとしながら振ふり返ると、そこには憮ぶ然ぜんとした顔の多岐川がいた。

「……せ、先生」

　……思ってたより、早かったかも。

　もうちょっと、時間が稼かせげると思ったのに。こっそり僕は舌打ちをする。

「よくも閉め出してくれたな」

「自じ業ごう自じ得とくです」

「杉田が湯加減見に来なかったら、確実にあそこで徹てつ夜やだったな。───で？　今、何してたんだ？」

　いっそ、風呂に浸つかったままふやけちゃえばいいのに。

「……な、なんのことですか？」

「とぼけても無む駄だだ。大方、車のキーでもとって籠ろう城じようする気だったんだろう？」

「なっ……」

「図星って顔だな。残念ながら、キーはこっちだ」

　多岐川は顔の前にじゃらりと車のキーをぶら下げた。

　僕の考えなんて、お見通しってわけ……？

「まさか、露天風呂に閉じ込められるとはな。しかも、いいところで放ほうり出してくれるし」

「そんなの、僕のせいじゃないでしょう!?」

　勝手に僕に手を出しておきながら！　その図ずう々ずうしい物言いはなんなんだよ。

「閉じ込めてくれた借りは返してもらわないと、な」

　とか云って、なんで電気暗くしてるわけ？

　だいたい、それだって僕のせいだけじゃないだろ！

　多岐川は手にしていたキーを自分の前に落とした。畳たたみに落ちてガシャン、と金属がぶつかりあう嫌いやな音がする。

「思い出してもらわないといけないこともあるし」

「だから、何の事なんですかっ!!　いい加減にして下さいっ！」

「自分の胸に訊きいてみるんだな」

　一歩一歩追いつめるみたいに近寄ってきた多岐川が目の前まで迫せまる。

　僕は、布団を乗り越こえて襖の方へ退散しようとしたんだけど……。

「うわっ」

　薄うす暗ぐらいことで焦あせってしまったせいか、枕まくらに足を引っ掛かけて倒たおれ込んでしまった。

　幸か不幸か、下は布団。

　痛くはなかったけど……、でも。

「自分から進んで横になってくれるとはね」

　笑いを滲にじませた声が降ってくる。

　す、進んで転んだわけじゃないっ。

　僕は、仰あお向むけになり肘ひじでずりずりと後退した。

「いや……、来ないで……っ」

　多岐川はスッと屈かがむと、僕をまっすぐに見つめてきた。まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるみたいに僕は動けなくなる。

　だけど、一言も話そうとはしない。

　ドクン。

　心臓が一回高鳴った。

　さっきと一いつ緒しよだ。

　車の中で見つめられたときと同じに、鼓こ動どうがトクトクと速さを増す。

　高い鼻び梁りように少し厚めの唇くちびる。男らしい彫ほりの深い顔立ち。

　切れ長の鋭するどい瞳ひとみに宿る強い意志はまっすぐ僕に向けられていて。

　欲望の色を確かにたたえていた。

「………ぁ……」

　捕つかまってしまう───何故なぜかそう確信した。

　この広い部屋でなら逃にげるスペースはまだ充じゆう分ぶんにあるけど、僕はもう多岐川の視線だけで力が入らなくなってしまった。

　どうして……この目に見つめられると動けなくなっちゃうんだろう？

　首の後ろが熱くなり、じんわりと汗あせが浮うかんでくる。

　その温度は耳や頰ほおだけじゃなく、腕や指先、腰こしの奥にまで伝わってきて。

　どんどん全身の血流が速くなっていく。

「逃げないのか？」

「え？　あ……、僕………」

　喉のどがカラカラに渇かわいて、上手うまく喋しやべれない。

　一体、どうしちゃったんだ……？

　見つめられてるだけだっていうのに、なんでこんなに体が熱っぽいわけ？

　動どう揺ようしてしまって、視線が泳ぐ。もう一度あの目を見たら、終わりな気がして───。

「車のキーはあそこにある。逃げられるだけの時間はやった。……もう容よう赦しやしねえぞ」

　苛いら立だちを隠かくそうとはしない口調に、僕が猶ゆう予よを与あたえられてたことを知った。

　それでも……この熱さが体を縛しばりつけて離はなしてくれない。

「───あっ」

　足首を無骨な手で摑つかまれて、蹴けり返す暇ひまもなく……僕は多岐川の下に組み敷しかれた。

「まだ、濡れてるな」

「……え？」

　こんな短い言葉でも、声が掠かすれてしまっている。

　多岐川は、湿しめった僕の前まえ髪がみを払はらいおでこに唇を押し付けた。

　その甘ったるい感かん触しよくに僕はぎゅうっと目を固く閉じる。すると、多岐川が息を吞のんだ音が聞こえた気がした。

「───俺が悪いんじゃないからな」

　何か、苦いものを飲み込んだみたいな云い方。

　いつもは自信満々な発言しかしないのに……。

　なんか苛立ってるように聞こえるのは気のせい？

　僕のことなんて、簡単に追い詰つめちゃうくせに───。

　多岐川の顔を見ようとして薄うすく目を開くと、前置きもなく浴衣ゆかたの裾すそがはだけられた。

　迷わず浴衣の裾に潜もぐり込んできた手が僕の太ふと腿ももを撫なでる。

「や、やだ、……ぁ……っ」

「可愛かわいい」

　多岐川は僕の膝ひざから上をくまなく触さわり倒す。固く足を閉ざしてると、今度は膝裏から撫で上げられて、思わず足から力が抜ぬけてしまった。

「やだ、僕、こんな……っ、いや……」

　感じてしまう自分に困こん惑わくする。

　これじゃ、自ら受け入れてるも同然じゃないか……！

　体の裏側を辿たどっていった手は、足の付け根の皮ひ膚ふの柔やわらかい場所を押した。

「っあ！　だ、ダメ……っ、そこ、触らないで……っ」

「ち。邪じや魔まだな」

「え？　な……っ」

　下着のウエストに手を掛けられて、一気に引き摺ずり下ろされた。足で蹴られてすっかり脱ぬがされてしまう。

「さっきのお仕置き、してやるよ」

　掠れた低い声が鼓こ膜まくに響ひびいたかと思うと、膝を割られて両脚をグッと大きく左右に開かれた。

「いや……っ、やだ、ダメ……っ！」

　膝の裏を摑まれて、足を折り曲げられる。

　普ふ段だんは隠れている後ろの蕾つぼみまで多岐川の視線に晒さらされて、僕はとてつもなくいたたまれない気持ちになった。

　羞しゆう恥ちと困惑で消えてしまいたくなる。

　何度か弄いじられはしたけど、こんなに露ろ骨こつに見られるのは初めてだ。

　いくら室内が薄暗いからって見えないわけがない。この距きよ離りならきっと闇やみになんか紛まぎれてはくれない。

「震ふるえてる。……そんなに脅おびえるなよ」

　僕は頭を横にふるふると振ふった。

　首を縦にしなかったのはせめてもの意地。

　見つめられただけで動けなくなる自分の体も、僕を追い詰める多岐川も怖こわくて堪たまらなかったけど、それを知られるのだけは嫌だった。

「じゃあ……、欲しいってことだよな」

「やっ……ぁっ」

　無防備にされた中心部に息がかかり、先せん端たんが生暖かい粘ねん膜まくに包まれた。

　う、噓うそ……っ？

　生々しい感覚に驚おどろいて、視線を向けると下腹部に多岐川の頭が埋うずめられている。

　足を大きく広げられた僕は、洒落しやれにならないくらい淫みだらな格好で……。

「ヤダ……っ、は、離して……っ」

　力ない僕の懇こん願がんなんか、全く耳に届いてないって感じの多岐川は、躊躇ためらいもなく僕の中心を飲み込んでいく。

　口に含ふくまれた部分を舌先で丹たん念ねんにあやされ、ちゅく、と湿った音が聞こえてきた。

「っぁ、や……めて……下さ……っ」

　形をなぞられ、先端の窪くぼみを尖とがった舌で抉えぐられる。

「っあ！」

　軽く歯を立てられて、僕は高い声を上げた。ガクンと首が仰のけ反って、喉が引き攣つる。

　全神経が弄られている一部分に集中して、与えられる感覚を追ってしまう。

「あ……っ、ぁ、んんっ」

　手から与えられる刺し激げきより、格段に強きよう烈れつな快感で体中が埋め尽つくされる。

　多岐川の舌が僕自身に絡からむたびに、頭が焼け焦こげてしまうんじゃないかってくらい熱くなった。

　なんとか逃げようと後ろに付いた肘ひじからも力が抜け、背中が布ふ団とんにくっついてしまう。

「ふっ、ぁ……く……っ」

　喉の奥まで飲み込まれた僕は、歯先で扱しごかれ、唇で締しめ付けられ……。そのまま唇を上下に動かされて、もう悶もだえるしかなかった。

「や……、やめ……て………」

　多岐川は僕から唇を離し、すっかり勃たち上がった僕に手を添そえた。括くびれの部分を指の腹で撫でながら、根元から先っぽまでをねっとりと舐なめ上げる。

「あ……、ぁあっ！」

　ビクンと体が跳はねて、足は攣りそうなくらい爪つま先さきが突つっ張った。

　シーツを引っ搔かいていた手で、思わず多岐川の頭を押さえる。

　これ以上……もっとされたら、溶とけ切ってしまう───真しん剣けんにそう思って、多岐川を引き剝はがそうとすると、ますます愛あい撫ぶに熱が籠こもった気がした。

「も……っ、ダメ………、あ……っ」

　もう、自分が誤ご魔ま化かせないくらい───気持ちいい。

「出ちゃう……からっ、も……離し……」

　正気だったら、死んでも口にはできない台詞せりふ。

　だけど、狂くるおしい程ほどの高まりが、僕の強固な理性を崩くずしかけていた。

「……ぁ……ん、や……イカ……せてっ」

　早く解放されたくて、ねだるように腰こしを揺ゆらめかせてしまう。

「ダメだ」

「……え？　なん……で……っ」

「───云いっただろう？　お仕置きしてやるって」

　多岐川は喉のどの奥でクッと笑うと、昂たかぶりのくびれたところに嚙かみ付いて、雫しずくを零こぼす先端を啜すすった。

「んっ、やぁ……っ、お願……い、だから……っ」

　根元をキツく締められて、荒あれ狂う欲望を閉じ込められる。

　なんで───。

　なんで、僕にこんな酷ひどいことするんだよっ。

　いつも勝手なことばかり云うし……。

　僕が、こんなことされなくちゃいけないのは、どうして？

　ギリギリまで張り詰めた中心を多岐川の前髪がくすぐった。内うち腿ももの付け根をきゅっと吸い上げられる。

「たくさん、跡あと残してやるよ」

　そう云って、際きわどいところを幾いく度ども攻せめてくる。だけど本当に欲しい刺激は、はぐらかして与あたえようとはしてくれない。

「そこ……や……っ、……ん……ぅ……」

　閉じかけてた足を再び押し広げられたかと思ったら、今度は後ろの窄すぼまりに舌を這はわされる。

　蕾の襞ひだを丁てい寧ねいに舐められて、腰の奥がざわめいた。

　ウソ……！　どこ舐めて……っ!?

　自分でも見えない場所を舐められて、僕は驚きに固まってしまった。

「……ぁ……、あ……っ、んっ───」

　多岐川は舌を尖らせて、まだ固い僕の蕾を解ほぐそうとする。

　唾だ液えきで濡ぬらされた入り口を指で探さぐられ揉もみ解すように押されて、何度目かの時、つぷんと太い指先が中に入り込んだ。

「……っ!!」

　渇かわいた内部は引き攣って初めは痛みを感じたけど、すぐにそれすら甘い痺しびれに変わる。

　多岐川の指先は円を描えがくように動き、僕の蕾を抉こじ開けようとした。

「ぁ……、んっ……」

　異物を受け入れるはずじゃない器官が押し開かれる奇き妙みような気持ち悪さと、襞を擦こすられるなんとも云いがたい気持ちよさが混じりあって、不思議な感覚が込こみ上げてくる。

　僕は息を吞のんで、その感覚が過ぎ去るのを待った。

　でも、多岐川のほうは少しも待つ気はないみたいで、僕の中へ潜もぐり込ませた指をやわやわと蠢うごめかせる。

「ん……っ、は……ぁ……」

　やがて、くちゅくちゅと指先が出入りする音が聞こえ、蕾の襞がヒクヒクと痙けい攣れんし始めた。

「柔やわらかくなってきたのがわかるか」

「知ら……ないっ」

「まだ足りないって、ココが云ってるぜ？」

　くちゅん、と音を立てて指が増やされ……。僕の中に収まった指が入り口を左右に押し開き、その指の間に多岐川の舌が差し込まれる。

「やあっ！　やだ、や………ぁ………」

　暖かい滑ぬめった感かん触しよくに下か肢しの感覚がなくなっていくみたいだった。

　体の内側をぴちゃぴちゃと丹念に舐められ、ぞわぞわとした痺れが全身に広がっていく。

　自分では見えない場所を暴あばかれてるという恥はずかしさが、僕を───崩れかけた僕の理性を溶かしていった。







　さんざん追い上げられて、焦じらされて。

　それでもまだ、熱を手放すことは許してもらえなかった。

「あ、あ……っ」

　僕は片足を抱かかえられた格好で攻められていた。

　指と舌で丁寧に解された後ろの窄まりは多岐川の昂りを飲み込んで、しっかりとそれをくわえこんでいる。　>>>♥

「ん……っ、ぁ………あっ……」

　解されたといっても、その容量を受け入れるには狭せまい内部を突き上げられると体中が軋きしんだ。

「気持ちいいんだろ？」

「……し、知らな……いっ、……んっ」

　限界まで押し開かれる圧あつ迫ぱく感かんがようやくなくなったかと思うと……。

「や……っ、………っ！」

　すぐに粘膜を擦り上げられて熱い塊かたまりが体内を満たす。

　なんで、こんなに感じちゃうんだよ……。

「いいって云えよ」

「よく……ない……っ」

「噓うそつき」

「ぁ……っ」

　体の中を擦られることが気持ちいいだなんて……噓みたい。

　声だってもう、全然我が慢まんできない。

　認めたくないけど……甘い快感が僕の体の隅すみ々ずみを支配していた。抱だかれる度たびに、その快感は強くなり、僕の中を埋うめ尽つくしていく。

「ぁあっ！」

　腰の奥で熱く疼うずいてるところを直接突き上げられてるみたいな感覚。激しく腰を打ちつけられて、頭の中もぐらぐらと揺れた。

　凄すごい、熱い……。

　多岐川の体温と僕の体温。それに内ない壁へきを擦られるときの摩ま擦さつがとんでもない熱さを生み出してる。

　全身が蕩とろけていくような錯さつ覚かくすら覚えて。

「んっ、んんっ……」

　一いつ緒しよに前を弄いじられて、僕は泣きそうになった。

　ダメ……っ。

　そんなにしたら、おかしくなっちゃうってば！

「やぁっ、ぁ……あっ」

「……瑞希」

　響ひびきのいいハスキートーンが降ふってくる。

　馴なれ馴れしく名前なんかで呼ぶなよ！

　その声、腰にくるんだから……っ。

「んっ」

「お前ん中、熱い。……溶とかされそうだよ」

　───本当に？

　そう、感じてるのは僕だけじゃないんだ……。

「……僕、も……」

「ん？」

「僕も……熱い……」

　途と切ぎれがちにそう伝えたら、ふっと多岐川が笑った気がした。

　これまでにないくらい、嬉うれしそうに見える。

　でも、すぐに何か云いたげな真顔になって……。

「───どうして、忘れてんだよ」

「……な……に？」

　どうして、そんなに辛つらそうな声出すの……？

「んっ……あ！」

　多岐川は、僕の浴衣ゆかたの襟えり元もとを乱暴に引っ張った。

　露あらわになった鎖さ骨こつに嚙かみ付いて、強く強く吸い上げる。

「イタッ！」

「大和やまとって、呼んでただろう？」

「やま……と……？」

　胡う乱ろんな思考でその名前を繰くり返した。

「そう、俺を呼んでたろ」

　僕が？　いつ？

　こいつのことそんな風に呼んでたって？

　多岐川の顔が見たくて首を起こそうとしたら、もっと激しく突つき上げられた。

「やっ……ぁあっ!!」

　乱暴といっていいくらい、ひどい揺ゆさぶりに僕は気が遠くなる。

　いっぱい、訊ききたいことがあるのに思考回路がそこで遮しや断だんさせられてしまった。

「あ、あっ、は……っ」

　濡ぬれそぼる僕自身を扱しごく指に力が籠こもる。

　もう先がないくらい高められて、何がなんだかわからなくなってる。

　ダメ、もう死んじゃう……っ。

　キツく擦こすり上げられて、僕は無意識に多岐川と繫つながってる部分を締しめ付つけた。

「……っ!!」

　ずるりと引き抜ぬかれる感触に、僕は狂くるおしいほどの快感に襲おそわれ……。

「あ────」

　乱れた浴衣に白い飛ひ沫まつが散り、そして───多岐川は崩くずれるように僕に覆おおい被かぶさった。










「はぁ……」

　色んなことを考えてしまって僕はなかなか眠ねむれなかった。

　僕が放心してる間に汚よごれた体を拭ぬぐわれて、新しい浴衣を着せられていた。まっさらな布ふ団とんに横たえられたとき、「悪かった」と多岐川が呟つぶやいたような気がする……。

　意識がぼんやりしてたから、あまり定かではないけど。

　僕はゴソゴソと重たい腕うでの下で寝ね返がえりを打って、多岐川に背中を向ける。

　本当は一人で眠りたかったけど、多岐川が離はなしてくれなくて。僕はこうして、腕の中に閉じ込められていた。

　別に大人しくこいつの思うがままになってるわけじゃなくて！

　力じゃこいつにかなわないってわかってるのに、今この疲つかれきった体で立ち向かうのもバカバカしいかな、と思ったんだ。

　……って云いうか……本当はあれだけさんざん手を出されたあとじゃ、足あし腰こし立たないっていうのが正直なところだけど。

　ちくしょー……多岐川の奴やつ……。

　───それにしても。

　今までずっと気のせいかな？　と思ってはいたんだけど、やっぱりこいつ……時々僕のことを「瑞希」って名前の方で呼んでる……。

　おまけに……僕がこいつのことを「大和」って呼んでただなんて……。

　本当に人ひと違ちがいじゃなかったのかな？

　でも一体、僕が何をしたっていうわけ？

　それに、本当に多岐川のことを僕が忘れてんだとしても……あんなことしなくたっていいじゃないか！

　……僕も僕だよ。あそこまで、乱れなくたって!!

　さっきの痴ち態たいを思い返すだけで、全身から火が出そうだ。

　あいつに触さわられると、信じられないくらいトロトロになっちゃうんだもん……。

「────」

　けど……今日に限っては逃にげられる余よ裕ゆうがあったのに、逃げなかった自分がわからない。

　あれじゃ、自分から受け入れたも同然で───。

　どうしちゃったんだ、僕は。

　そっと顔を向けると、眠っている多岐川の横顔が目に入った。

　カーテンの隙すき間まから差し込む月明かりが、そのシルエットを浮うかび上がらせている。

　こんな奴、ムカつくし憎にくたらしいけど、どこか嫌きらいになれないところも、またムカつく。

『大和って、呼んでただろう？』

「大和、か……」

　あいつの名前を口の中でこっそり呟いてみた。

　聞き覚えがあるような気がするのは、あんなこと云われたせいだよね？

　もしも、多岐川の云ってることが本当だとしたら、どこで出で逢あってるんだろう？

　一いつ生しよう懸けん命めい考えてみたけど、それっぽい記き憶おくは見つからない。

　───もう、考えるのはよそう。

　僕にあんなことするような奴の云うことなんか信じてやるもんか。

　今日だってそうだよ、きっと多岐川が馬ば鹿か力ぢからなのがいけないんだ!!

　こいつが力にものを云わすなら、僕にだって考えがあるんだから。

　明日は口もきいてやらないっ。

　絶対───。

　二度と、思い通りになんかさせてたまるか！

　そんなことを考えていたら知らぬ間に微睡まどろんで、僕は多岐川の暖かい腕の中、いつしか眠りの中へ堕おちていった。







４




　………ちくしょう。

　なんて柄がらの悪い言葉は口には出さないけど、今の気分にはぴったりだった。

　温泉で……不ふ埒らちな行こう為いをしたせいか──それ以外、理由は考えられない──昨日から風邪かぜっぽい。

　体は熱っぽくてだるいし、頭も重い。おまけにさっきから頭痛がしてきたし。

　念のため制服のブレザーを着てきたけど、それでも寒気がする。

　家を出た時は、たいしたことなかったのにな。

　あいつのせいで、とんだ災難をひきこんじゃった感じ。

　外であんなことするから……って、されたのは外だけじゃないけど。

　自分の乱れっぷりを思い出すだけで、いたたまれない……。

　風邪だけじゃなくて、腰こしも痛くて重いんだから。

　しかも、ヘンな跡あとまで残しやがって。

　鎖骨の上じゃ、人から見られちゃうかもしれないじゃないか！

　イタタタ……。

　いっぱい考え事したら、頭痛が酷ひどくなってきた。

　仕方ない。朝っぱらから行きたくないけど、……保健室で風邪薬貰もらってこようかな。

　僕は重い足取りで、通い慣れてしまった保健室へと向かった。

「おはようございます」

　抑よく揚ようのない声で挨あい拶さつをしながらガラガラとドアを開けると、多岐川は幽ゆう霊れいでも見たかのような顔をして振ふり返った。

「どうしたんだ？　珍めずらしいな、朝から顔出すなんて」

「来ない方がよかったですか？」

　僕はわざとらしく、笑いかける。

「そういうわけじゃない」

　多岐川は気まずそうに首の後ろを搔かいて、回かい転てん椅い子すの背もたれに寄り掛かかった。ギィ、と耳みみ障ざわりな音が頭に響ひびく。

　こんな奴でも、狼狽うろたえることがあるんだ……。

　凄すごく珍しいものを見てしまったような気がする。

　これって、旅館帰りの僕の態度のせいだよね？　そっか。あれって案外効果があったんだ。

　そう……帰りの車の中で、僕は一言も喋しやべらなかったのだ。

　何を話し掛けられても、どんな脅おどしをかけられても絶対に。

　多岐川の強ごう引いんな行動に対する怒いかりの意思表示でもあったんだけど……実際、色んなことを考えてしまって、からかいに応じる余裕がなかったっていうのが大きな理由だった。

　思い出せと云う内容も、自分の気持ちもはっきりとした形が見つからなくて……。

「すぐいなくなるから安心して下さい。風邪薬貰いに来ただけですから」

「風邪？　いつから」

　多岐川はガタン、と椅子を鳴らして立ち上がった。

　そんなに驚おどろくことないじゃんか。それとも、申し訳なく思ったわけ？

「───昨日から調子悪くて」

「………症しよう状じようは？」

　いつになく表情を曇くもらせて、妙みように焦あせったような声こわ音ねで問もん診しんしてくる。

「だるさと頭痛だけです」

「熱は───」

　と、多岐川が手を出しかけて引っ込めた。

「そこの引き出しに体温計が入ってるから計って。薬っていっても、総合感かん冒ぼう薬やくしかないから飲んだら帰れ。直に眠ねむ気けがくる」

　命令口調にカチンとくる。

「大だい丈じよう夫ぶです。授業出ますから」

　早退したら皆かい勤きんじゃなくなっちゃうから、それだけ避さけたいし。それに、共働きの親に無む駄だな心配掛けたくない。

「馬ば鹿か云いうな。風邪の特効薬なんてないんだ。医者の云うことは素す直なおに聞け。目が潤うるんでるし、熱だってあるんだろうが。帰るのが嫌いやならそこのベッドで寝ねてろ」

「結構です。第一、ここのベッドじゃおちおち寝てられません」

　僕はつい、吐はき捨てるように云ってしまった。

「────」

「………あ」

　云い過ぎた、かもしれない。

　多岐川は一度、顔をふせると僕の方を見ないまま、

「───そうかもな。なら、俺がいなかったら寝てられるってことだな？　薬は置いていく。中から鍵かぎでも掛ければ安心だろ」

　と云った。

「……それは……」

　僕は瞠どう目もくした。まさか、多岐川がそんなことを云い出すなんて思わなかったから。

　多岐川は手て際ぎわよく棚たなからいくつかの錠じよう剤ざいを取り出した。

「市し販はんの軽い奴やつだ。一いつ緒しよにビタミン剤も出しておくから。飲む時は、水をたくさん。わかったか？」

「あ……はい……」

「自分の体調を過信するな。気持ちは大丈夫でも、体はそうじゃないことだってあるんだからな」

「そんなの……自分が一番わかってます」

「それが過信だって云うんだ。体調が悪いときくらい素直になったらどうなんだ」

「だから、こうして保健室に来たんじゃないですか」

　売り言葉に買い言葉。

　今回は多岐川の言い分のほうが正しいって理性ではわかってるのに、体調が悪いせいか僕は普ふ段だん以上に突つっかかっていってしまう。

「……こんなときくらい、意地張らずに甘えてくれ」

「えっ？」

　予想もしなかった多岐川の弱気な口調に驚いて、僕は顔を上げる。

「俺に用事があったら職員室に呼びにくるか、そこの内線で呼び出せ。表に不在の札出しておくが……、他ほかに生徒が来たらそう伝えておいてくれ」

　呆ぼう然ぜんとしていると、多岐川は必要事じ項こうだけを云い、呼び止める暇ひまもなく保健室からいなくなった。

「ちょっと……！」

　保健医が保健室からいなくなって、どうするんだよ！

　生徒は僕だけじゃないんだぞ？

　けど、大丈夫だと云ったわりには、だんだん大丈夫じゃなくなってきた気がする。

　云われた通り、熱を計ると三十七度五分。平熱が低めの僕にしたら、そこそこの発熱だった。

　頭の痛みも増してくるし、僕は大人しく薬を飲んでベッドで眠ることにした。

　ブレザーを脱ぬいで布ふ団とんの中に潜もぐり込んだ途と端たん、だるさが酷くなって、もう指一本動かしたくない。

　もしかして……。

　ああすることが、多岐川なりの不器用な気き遣づかいだったのかもしれない。

　僕が素直に早退なりをしていれば、こんなことにはならなかったのかな……。

　その上、さっき酷い云い方をしてしまった。

　傷付いた顔、してた……？

　それだって、あいつの自じ業ごう自じ得とくだけど！

　でも、僕の中で罪悪感が増していくのはどうしてなんだろう？

　上うわ掛がけを頭まで引き上げると、清潔なシーツからは石せつ鹼けんと消毒薬の匂においがする。

　なんだか、なつかしい。

　昔よく、この匂いを嗅かいでた気がする。

　小さい頃ころの僕って、体弱かったもんな……。

　すぐ熱出したり、咳せきが止まんなくなったりして、近所の診しん療りよう所しよにお世話になってたっけ。

　遊びたい盛さかりに寝てなくちゃいけないのは、物もの凄すごく辛つらくて。外に出たくて出たくてしょうがなかったんだよね。

「いっぱい駄だ々だ捏こねてたっけ……」

　昔の自分を思い出して、思わず笑ってしまう。

　家にいても僕がすぐベッドから抜ぬけ出すから、いっつも診療所に入院させられるようになって。

　ああ、そういえば───。

　病院でもベッドの上でわがまま云って、よく[image: ]しかられたっけな……。




（みんなを困らせたらダメだろう）

（だって！　だれもぼくとあそんでくれないんだもん……）

（それなら、俺が遊んでやる）

（ほんと!?）

（ああ。ただし、もうわがまま云わないって約束できるか？）

（うん。やくそくする）

（じゃあ、指切りしよう）




　おっきい小指が差し出されて、僕は自分のそれをきゅうっと絡からませた。

　約束ね、と何度も何度も繰くり返したらあの人は笑って僕の頭を撫なでてくれた。

　広い背中におぶって公園とか河原かわらとか、色んなところに連れてってくれたんだよね。

　大きくなって、病気がちになることもなくなったせいか、診療所とはすっかり疎そ遠えんになっちゃったけど。

　あの人は、誰だれだったんだろう……？

　お医者さんだったのかな？

　でも、いつも僕と遊んでくれてたし……。

　ずっと会ってないけど、元気だといいな。

　───夢の中、なつかしい大きな手でふわりと頭を撫でられた気がした。







「………ん」

　僕はゆっくりと目ま蓋ぶたを持ち上げた。

　あのまま、眠っちゃったんだ……。

　体を起こし、ぐぐっと伸のびをする。

「よく寝たー……」

　そのお陰かげで、頭痛はどこかにいってしまった。まだちょっと体はだるいけど、熱は下がったみたい。動けないほどじゃないし。

　ちょっと喉のどが痛いのは、水分が足りないせいかな。

　───そうだ！

　僕はベッドから飛び降りて、シャッとベッド脇わきのカーテンを引いた。

　けど、保健室のどこにも多岐川の姿はなくて。

「いないのか……」

　鍵なんか、かけなかったのにな。

　ふと、あいつの机の上を見ると何かメモが載のっていた。

『帰る前に飲んでおけ

　村枝先生には伝えておいた』

　メモの横には、風邪かぜ薬ぐすりと思われるカプセルが二つ。

　様子は見に来てくれたんだ……。

　なんだよ、声くらい掛けてくれてもいいのに。

「───あれ？」

　帰る前って、今一体、何時なんだよ!?

　壁かべに掛かかってる時計を見ると、下校時間はとっくに過ぎていた。

「やば……」

　これじゃ、本当に学校に寝ねに来たみたいじゃないか。

　……早く帰ろうっと。

　まだ頭もぼうっとしてるし、家でご飯食べて早く寝よう。

　なんか今日の僕、寝てばっかりだな……。

　置いてあった薬を飲んで、ふらふらと正面玄げん関かんをくぐろうとしたとき、

「高瀬くん？」

　と呼び止められた。

「はい？」

　ぼんやりとした頭では誰なのか判別がつかなくて、僕は愛あい想そ笑わらいでくるりと振ふり返る。

　そして、後こう悔かいした。

　後ろに立っていたのが、あの英語教師……千堂だったから。

「こんな時間まで、仕事？　大変だね」

　嫌いや味みったらしい笑えみを浮うかべる。

　なんていうか、爽さわやかさからは程ほど遠とおい感じの。

「……いえ、ちょっと具合が悪くて、寝かせてもらってたんです」

「ふうん。多岐川先生に添そい寝ねでもしてもらった？」

「!!」

　こいつ───！

　まだ、あのことで絡んでくるつもりだ……。

　僕が蹴けり飛ばしたのを根に持ってたりして。

「多岐川先生は、お仕事で職員室にいらしたみたいですよ」

　どのタイミングで逃にげようかと、背後に注意を払はらう。いつ、他ほかの先生が通りかかるかわかんない、こんな場所で襲おそわれるってことはないだろうけど。

「先週は楽しかった？」

「───なんのことですか？」

「とぼけないでもいいよ。私と別れたあと、多岐川先生の車に乗せられてたじゃないか」

　職員用の駐ちゆう車しや場じようは廊ろう下かの窓から見み渡わたせてしまう。

　もし、四階から見てたとしても、多岐川なら遠目でも区別しやすい。

　おまけに、僕を抱だきかかえてたし。あれじゃ、立派な誘ゆう拐かい犯はんだ。

「……何が云いいたいんですか」

「おや。今回は聞き分けがいいね。君と多岐川先生のことで話があるんだ。ここで立ち話もなんだから、私の研究室でお茶でも飲みながらっていうのはどうかな？」

　千堂は笑顔で語りかけてくる。

『───これから何かあったら真っ先に俺に云え』

　ふいに、僕の脳のう裏りに多岐川の言葉が浮かんだ。

『千堂からも、俺が守ってやる。もう、誰にもお前を泣かせたりはさせない』

　あいつの真しん剣けんな眼まな差ざしと一いつ緒しよに、余計な台詞せりふまで思い出して鼓こ動どうが少し速くなる。

　なんであいつの事なんか思い出してるんだ僕は。

　───こんな奴やつ、油断しなきゃたいしたことない。

　別に守ってもらわなくたって、大だい丈じよう夫ぶ。

　このまま、避さけ続けても何の解決にもならないし……今度こそ、上手うまく云い包くるめてやる。

　そう思って、僕は千堂の言葉に頷うなずいた。







「そこ、座ってて」

「……はい」

　千堂が一人で使っている英語科の研究室に連れていかれた僕は、云われるがままに備え付けのソファーに座った。

　カチリ、とドアの鍵かぎを締しめるのを見て、普ふ段だんあまり感じない不安が喉の奥に込こみ上げてくる。

　あれじゃ簡単には逃げられないかも……。

「コーヒーでいいかな」

「結構です。お気き遣づかいなく」

「……つれないね。私と話すのはそんなに嫌いや？」

「…………」

　僕が問いかけに黙だまってると、千堂は肩かたを竦すくめて薄うす笑わらいを浮かべる。

「やれやれ。嫌きらわれたもんだな。……それじゃあ、本題に入ろうか？」

　千堂は、僕の隣となりにおもむろに腰こしかけた。その弾はずみにスプリングがギシリと鳴る。

　僕が離はなれようと腰を引きかけると、ソファーの上に置いた手に千堂の手が重ねられた。

「なっ──!?」

　瞬しゆん間かん的てきに鳥とり肌はだが立つ。

　手なんか握にぎってくるな、気持ち悪いっ！

　反射的に振り払いたくなったけど、変に刺し激げきしてキレられても困る。

　できるだけ事を荒あら立だてたくなくて、僕は必死に我が慢まんした。

「高瀬くんは多岐川先生とどういう関係なのかな」

「……別にただの生徒と先生の間あいだ柄がらですよ」

　引き攣つる頰ほおを必死に堪こらえて、平然としてるように見せた。

　どんな関係？　それは一番、僕が知りたいよ。

「それなら、私たちも生徒と先生の関係ってことになるね」

「そ……うですね」

　千堂の云いたいことがわかった。

　要するに───この間と同じような要求をしてるんだ……。

　僕の手を握っていた千堂の手が、太ふと腿ももに乗せられた。そして、その手がいやらしく這はい回る。　>>>♥

「……っ！」

　穏おん便びんにすませたい……とは思うけど。

　こんなの───。

「だったら、こういうことをしても君は構わないはずだ。そうだろう？」

「…………」

　こいつは僕と多岐川の関係をネタに脅おどすつもりなんだ。

　それだけで頭の先から血の気が引いて、背筋が冷たくなっていった。

「ずっと、君のことが気になってたんだ。それなのに、君はなかなか気付いてくれなくてね」

　当たり前だろ、わざと避けてたんだから。

「そしたら、新任の若造には簡単になついてしまって……。ショックだったな」

　なついてなんか！……いるように見えるかも。

　多岐川は僕に猫ねこを被かぶらせる暇ひまもくれなかったし、怒ど鳴なったり怒おこったりしてたから親しげには見えたかもしれない。

　でも、本当のところは……どうなんだろう？

「やめ……てくれませんか？」

　足を撫なでられる感かん触しよくにとうとう堪えきれなくなって、僕はそう云った。

「どうして？　多岐川先生のときは嫌がってなかったよね？」

「……何のことをおっしゃってるんでしょうか？」

　嫌がってるよっ！　ちゃんと抵てい抗こうしてるのに手を出されちゃうんだってば！

　───けど、この間は……。

「っん！」

　閉じた足の間に指先が潜もぐり込み、布ぬの越ごしに股こ間かんをなぞり上げられる。

　屈くつ辱じよくに耐たえながら、僕は体を堅くした。

「いい加減……にして下さいっ」

「緊きん張ちようしてるんだろう？　大丈夫。大人しく私に任せてくれればいいから」

「え？　やぁっ!!」

　千堂は乱暴に僕をソファーに押し倒たおし、体重をかけてきた。

「しっ、静かに。君だって誰だれにも知られたくないよね？」

「なに……云って……」

「高瀬くんが大人しくしなければ、彼は職を失うことになるよ」

「!!」

　……やっぱり……そう来たか。

　僕のことがバレたって、別にどうってことないし、どうとでもする自信はあったけど。

　多岐川への脅しを危き惧ぐしていたから、できるだけ穏便にすませようと我慢してたのに。

　だけどまさか、こんなふうにはっきり云ってくるなんて。

　僕と多岐川がしていたことを学校側に知られたとき、より被ひ害がいが大きいのは多岐川のほうだ。

　僕だって、多岐川のことを誰かに告げ口してクビにしてやろうかと思ったことがなかったわけじゃない……。

　でも───できなかった。

　あんなことされてるなんて、誰にも知られたくなかったっていうのもあるけど……それだけじゃなくて。

　どうしてか僕には、あいつをそういう形で追い込むことができなかったんだ。

　なのに、あいつが僕以外の───こんな千堂みたいな男に陥おとしいれられるのなんて……。

　───冗じよう談だんじゃない！

　僕だって、まだ仕返しの一つもしてないのに!!

　だいたい証しよう拠こがなければ、ただの中傷にしかすぎない。白を通しきっても信用される自信は僕にはあるんだから。

「千堂先生……何か勘かん違ちがいをされていらっしゃいませんか？」

「勘違い？」

「先生がおっしゃってることに、僕は覚えがないんですが……」

「写真があるんだ」

「写真!?」

「証拠にと思ってね。デジカメで撮とっておいたんだ。ちょっと遠かったからボケてるかもしれないけど、わからなくはないはずだよ」

　───そんな。

「ああ、そんな哀かなしそうな顔しないで。高瀬くんが素す直なおに私の云いうことを聞いてくれるだけでいいんだ」

「僕……が……？」

「そう。そうしたら、多岐川先生とのことは誰にも云わないでおいてあげるよ」

　きっと、ここで僕が千堂を拒こばんだらあいつに迷めい惑わくがかかる。

　こうなったきっかけは、多岐川が僕にちょっかいを掛けてきたせいだけど、千堂に関してはもともと僕に隙すきがあったのがいけないんだし。

　誰にも迷惑は掛けたくない。できることなら、僕一人で片をつけたかった。

　僕が我慢すればいいだけなんだから───。

　千堂の言葉に従う以外にもっと良いい方法があるかもしれないけど、今はそれが最善の道だと思えた。

「……誰にも云わないって約束してくれるんですね」

「もちろんだよ。君が悲しむ顔は私だって見たくない」

　千堂は微笑ほほえみながら、横たえた僕の制服に手をかけた。ネクタイを解ほどき、シャツのボタンを一つずつ外していく。

　体を横向きにされて、解いたネクタイで手を後ろに縛しばられ、また背中をソファーに押し付けられた。

「痛っ」

「悪いとは思うけど、念のためだよ」

　逃にげ出さないようにと、縛られた手首が体の下した敷じきになって痛い。

　僕はまるで死し刑けい台だいに上っているような心持ちで耐えていた。

　い……犬に嚙かまれると思えば……。

「……くっ」

　千堂の手によって晒さらされた肌はだをやんわりと撫でられる。そのおぞましい感触に僕は呻うめき声を漏もらしてしまった。

「思った通り、綺き麗れいだね」

　そういう気色悪いこと云うな！

　この台詞せりふだけで気が遠くなりそう……。

　くらくらとしていたら、生暖かい息とともに鎖さ骨こつに舌を這わされた。

「ひっ！」

　やっぱ、気持ち悪いっ！

　軟なん体たい動物が肌の上を滑すべっているような感触に怖おぞ気け立だつ。

「……っ!!」

　千堂は、僕の鎖骨の上をねっとりと嬲なぶりながら訊きいてきた。

「……これは多岐川先生がつけたのかな？」

　あの夜に付けられた印を千堂に見つけられる。こんな目立つところにあるんだから仕方ないけど……。

「所有印のつもりか？　こんな汚けがらわしいものは、私が消してあげよう」

「イっ……！」

　血液を吸い上げられるみたいに吸い付かれて、ちり、と痛みが走った。

　でも、そんな痛みよりも───。

「や、やだっ！」

　多岐川のつけた跡あとをこんな奴やつに消されるなんてっ。

　なぜか、反射的にそう思って、自分でもビックリする。

　跡付けられたこと、怒おこってたのは僕なのに……。

「ごめん、痛かったかい？　でも……、これでちゃんとあいつの跡は消えたから」

　千堂は満足げに目を細めて、僕の頭を撫でる。

　僕は髪かみを触さわられただけで鳥肌がぷつぷつと立った。

「や……っ」

　触るなっ！

　多岐川の大きな手とは全然違ちがう。

　千堂の冷たい手は、薄うすら寒ささえ感じさせた。

　あいつの手は無骨そうに見えるけど……もっと優やさしくてあったかいのに───。

「……んっ」

　唇くちびるがまた肌に押し付けられる。

　……うわ……、ダメだ、吐はきそう……。

　千堂は僕の胸を手でまさぐりながら、ちろちろと舌先を動かして…だんだんとそれを下降させていった。

「……っは、ぅ……く」

　今にも叫さけびだしたい気持ちを下唇を嚙み締しめて、我が慢まんする。

　こんなこと……早く終わってよ………！

　気持ち悪さから、じっとりと肌が汗あせばんできた。ただでさえ嫌けん悪お感かんで寒気がしてるというのに、外気に体温が奪うばわれていく。

「───っ」

　千堂は鳩尾みぞおちを辿たどって、僕の臍へその位置まで降りていった。その窪くぼみに尖とがらせた舌を差し込んでくすぐってくる。

「い……いやだっ！」

　千堂がそこを執しつ拗ように舐なめてくるせいで、くちゅくちゅと濡ぬれた音が聞こえてきた。

　それと一いつ緒しよに腹のあたりで何かもぞもぞとした動きがして。

「待っ……、何して！」

「邪じや魔まなものを取り除くだけだからね」

　ベルトを外され、ホックに手が掛かけられる。

「やっ！　ヤダ……っ!!　イヤだっ！」

　騒さわぎ立てた途と端たん、千堂は人差し指を僕の唇に押し当てた。

「約束しただろう？　私の云うことを聞くって。いいんだよ、君が拒んでも多岐川先生がクビになるだけだからね」

「……多岐川先生は、関係ありませんっ」

「───それなら、大人しくできるよね？」

「く……っ」

　見た目だけは優しげな表情。でも有う無むを云わせない口調に僕は押し黙だまった。

　僕が拒んだら、こいつは本気で多岐川を陥おとしいれる気なんだ……。

　それだけは阻そ止ししたい。ううん、阻止しなくちゃ……。

　───ドン！　ドンドン！

　乱暴にドアを叩たたく音に、千堂がはっと顔を上げた。

「……誰だれでしょうね。私の邪魔をする人は」

　………え？

「千堂先生！　いらっしゃらないんですか？」

　多岐川───!!

　なんで？　なんで、ここに来るの!?

「……たっ───」

　声を上げようとしたら、千堂は体を起こして、僕の口を手で塞ふさいだ。

「静かにして。君は今、どんな立場にいるのか、よく考えてごらん」

　その言葉にたじろいで一いつ瞬しゆん言葉を失った僕を押さえ付けながら、千堂は強ごう引いんにキスしてきた。

「んんっ……！　ンぅ……っ」

　ヤダっ！　気持ち悪いっ!!

　ぴったりと合わされた唇からは微かすかな空気すら吸い込めない。ぐいぐいと舌が入り込んできて、口こう腔こうを搔かき回してくる。

「千堂先生！　開けて下さい!!　先生っ、いらっしゃらないんですか!?」

　ドアを壊こわしそうな勢いでガンガンと叩いてくる。

　けど、千堂はそんなことにはお構いなしに僕の口の中を嬲りつづけていて……。

「ふっ……」

　悔くやしさで目め尻じりから涙なみだが一ひと粒つぶ零こぼれた。

　泣くつもりなんかなかったのに、多岐川の声を聞いてしまったら堪こらえられなくて。

「千堂！　開けろっつってんだろ!?」

　その声を最後に、ドアの外が静かになった。

「───諦あきらめたみたいだね？」

「……っ」

　……多岐川っ。

　すぐ近くにいるのに、僕の存在には気付いてもらえない。

　それが、悔しくて悲しくて。

　微かな望みを持った僕がいけないのかもしれないけど……。

　僕は例えようのない絶望感に押し潰つぶされそうになった。

「それにしてもしつこかったなあ。おや？　泣いちゃった？　大だい丈じよう夫ぶ。これからは、私が君のことを守ってあげるからね」

　は……？

　な、なにを云いい出してるわけ？

　やっぱり、こいつ頭おかしいよ……。

「もう、やめ……───ひっ……ぁ……」

　多岐川がいなくなったのをいいことに、千堂は僕のズボンの中を探さぐり出した。

　下着の上からやんわりと中心部を撫なで上げられる。

　……気持ち悪いっ───。

　多岐川に触られたときも怖こわいことには変わりなかったけど、あのときは体が熱くなった。

　でも、千堂の手がやわやわと蠢うごめくたびに背筋を悪お寒かんが走り抜ぬける。

「緊きん張ちようしてるのかな？」

　何の反応も示さない僕を千堂はムキになって揉もみしだく。

「いっ、痛……っ」

「気持ちいいだろう？」

　いいわけあるか！

「まだ、足りないのかもしれないね」

「は？　なっ、やだっ!!」

　下腹を撫でられ、下着の中を探られそうになった瞬間。

　───ガチャッ、カチリ。

「瑞希!!」

　僕は首を捻ひねって、その声の方向に目を向けた。

「……先生……っ！」

「!?　多岐川っ！」

　千堂は目を見開いて、ドアを開けて入ってきた多岐川を見ている。

「て……めぇっ！」

　多岐川は物もの凄すごい形相でつかつかと歩み寄ると、僕の上にのしかかっていた千堂を固く握にぎった拳こぶしで殴なぐり飛ばした。

「ぐ……ぁっ」

　千堂の体は、いとも簡単に跳はね飛ばされる。多岐川は床ゆかに転がった千堂の顔を一ひと蹴けりすると、僕のほうへ駆かけ寄ってきた。

「瑞希っ！　大丈夫か!?」

　助け起こして性急に手首の拘こう束そくを解とくと、多岐川は僕をぎゅっと抱だきしめる。

　安心感に僕の体からは緊張がゆるゆると解けていった。

「せ……んせい……」

「すまなかった。俺がいない隙すきにこんなこと……」

「先生のせいじゃ……ない……」

「このっ」

　千堂はよろよろと立ち上がり、僕を抱だきしめる多岐川に摑つかみ掛かる。

　だけどすぐに薙なぎ払はらわれ、もう一度床に沈しずめられてしまった。

「うぐっ！……よ……よくも、私の顔を殴ってくれたな。いいのか、こんなことして！　非常勤のくせに教師を殴るなんて問題になるぞ！」

「───勝手にしろよ。だいたいその定義だと、お前がやったことは問題じゃないのか？」

　凄みをきかせた声で低く告げる。

「お前だって、ひ、人の事云えるのか!?」

「うるせえ!!」

「ひっ！」

　千堂は多岐川の一いつ喝かつに身を竦すくませた。

「云っとくがな。俺は仕事なんかより、瑞希が大事なんだよ」

「…………え？」

「大事にしてたんだ。こいつを傷付ける奴やつは許さない───」

　静かな物云いだけど、圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんが周りの空気まで震ふるえさせる。

　大事に、してた……って？

「瑞希を泣かしてもいいのは、俺だけなんだよ」

　あまりにも自分勝手な理論に僕は呆あきれてものも云えない。

　でも、抱き寄せる力強い腕うでが暖かくて、涙るい腺せんが弛ゆるんでしまった。

「もう……バカじゃないの……？」

　やっとの思いでそれだけ云い切ると、我が慢まんしてた涙が溢あふれてきてしまう。

　こいつに二度も泣いてるところを見られるなんて……。

　なんかそれも癪しやくに障さわる感じ。

　多岐川は不器用に僕の頭を撫でる。

　でも、なんで……こいつの腕はこんなに安心するんだろう？

　抱き竦められると、頭で考えるより先に、体から力が抜け落ちる。

「悪かった……。好きなだけ泣いていいから、な」

　優やさしい低音に肩かたから力が抜けてしまい、ますますしゃくり上げる羽目になった。

「泣いて、ないっ」

　せめて泣き顔だけは見せたくなくて、僕は消毒薬の匂においの染しみ付いた白衣にしがみつき、その広い胸に顔を埋うずめる。

「そうだな」

　シャツ越ごしに伝わってくる心音が心ここ地ちよくて、思わず体重を預けると背中をポンポンと叩たたかれた。

　子供をあやすような仕草ばかりする多岐川がなんだか可笑おかしくて、僕は泣きながらちょこっと苦く笑しようしてしまった。
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　あのあと、千堂は駆け込んできた先生たちに取り押さえられた。

　先生たちは多岐川の腕の中で泣き崩くずれてる僕を見て、驚おどろきを隠かくせない様子だった。

　仕方ないよね。僕、取り乱してるところなんか、見せたことなかったし。

　僕としてはかなり恥はずかしかったけど、一いち目もく瞭りよう然ぜんの状じよう況きようゆえ先生たちからあまり深い追つい及きゆうをされずにすんだのはありがたかったかも。

　多岐川は僕を抱かかえ上げると、先生たちに病院に連れて行く旨むねだけを伝えて千堂の研究室をあとにした。

　そうして僕は、「病院」に連れてこられてるんだけど───。

　ここって……。

　僕は、見覚えのある薄うす汚よごれた看板を凝ぎよう視しする。

『たきがわ医院』と書かれた下に、内科・小児科の文字。

　僕が小さい頃ころ通っていた診しん療りよう所しよだ……。

　幸運なことにすっかり健康体になった僕は数年来訪おとずれることはなかったけど、あの頃のことをすっかり忘れたわけじゃない。

　病弱だった自分。

　ベッドの上の退たい屈くつさ。

　だけど……毎日、心待ちにしてた存在が僕にはいて。

　そうだ、僕はその人が大好きだったんだ───。

　でも、この『たきがわ』って……。

　僕を抱きかかえたまま、多岐川は医院内にズカズカと足を踏ふみ入れる。

「お。おかえり、大和」

　ドアを開けると、そこにいた白衣の先生が事も無げにそう云った。

　いつも、僕を診みてくれていた院長先生？

　あの……おかえりって……どういうこと!?

「ああ」

　多岐川は患かん者じやさんのいる診しん察さつ室しつを通り抜ぬけて、奥へ奥へと進んでいく。

「ど、どこ行くんですか!?」

「俺の部屋だ」

　俺の部屋？

　やっぱり、この病院ってこいつん家ちなわけ？

　欠片かけらでしかなかったピースが繫つながって、誘さそい水みずに触ふれたみたいに僕の頭の中にこの診療所での記き憶おくが一気に蘇よみがえってきた。

　あれは……そう確か僕が小学校に入りたての頃───。




（おかえりなさいっ）

　ドアから覗のぞいた顔に僕は声を弾はずませた。

（大人しく寝ねてたか？）

　飛び上がるように起きた僕の頭を、いつものように学生服のあの人が太陽の匂いのする手の平で撫なでてくれる。　>>>♥

（わがままいわないでまってたよ。おくすりものんだし、ベッドでしずかにしてたもん）

　遊びに行く約束を楽しみに、ずっと朝から待ってた。

（そうか。外に行くって親おや父じ……先生に云いったか？）

（うん！　やまと兄ちゃんといっしょならいいよって）

（じゃあ、ほら。背中乗れ）

　あの人は背中を向けてベッドに腰こし掛かけた。

（いいよっ。ぼく一人であるけるもんっ）

　子供のくせに、僕は子供扱あつかいされるのが大だい嫌きらいだった。

（いいから。云うこと聞かないとつれていかないぞ）

（やだっ。いうこときくってば！）

　僕はおずおずとあの人の背中にしがみついた。

　初めは嫌いやがったくせに、広くてあったかい背中はとても居い心ごこ地ちがよくて。

（いい子だな。あとでご褒ほう美びにジュース買ってやるよ。何がいいんだ？）

（ええとね。ぼく、ココアっ）

（わかったよ。ココア大好きだもんな）

　すぐにご機き嫌げんになった僕に、あの人は苦笑してたっけ？




　もしかして───。

　───あの大きな手と広い背中は、多岐川だったの？

　しつこく僕に思い出せって云っていたのは、あの頃のこと……？

　僕、やっぱり多岐川に会ってたんだ───。

　多岐川は二階のつきあたりにある部屋に入り、僕をベッドに下ろしてドアを閉めると開口一番、物もの凄すごい剣けん幕まくで僕を怒ど鳴なり付けた。

「なんで、抵てい抗こうしなかったんだ!!」

　僕はビックリして、その怒声に思わず目を瞑つぶる。

　恐こわ々ごわと片目を開けてみると多岐川は僕の前で腕を組み、こちらを睨にらみ付けていた。

「だいたいあんな胡う散さん臭くさい野や郎ろうにのこのこ付いてく奴があるか!?　危ない目に遭あうってわかるだろうが！」

「……だって」

　だって、しょうがないじゃんか。

　あんなこと云われたら、付いていくしかないよ。

　それにあんな奴やつなんか、どうにかできると思ったんだ。

「だってじゃない！　保健室に忘れていったブレザーを持っていこうと探してたら、お前が千堂と一いつ緒しよにいるのを見たって生徒に云われて、俺がどれだけ肝きもを冷やしたかわかるか？　あんな野郎と二人きりになってるなんて───。俺が気が付かなかったら、今頃どうなってたと思ってるんだ！」

　初めは大人しくお小言を聞いてようかと思ったけど、だんだんムカついてきた。

　なんで、僕が多岐川なんかに説教されなくちゃいけないんだ！

「……うるさいな！」

「……っ!!」

　僕が突とつ然ぜん大きな声を出したもんだから、多岐川は一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせた。

「黙だまって聞いてれば偉えらそうに！　僕は……っ！」

　勢い込んだのはいいけど、何から云えばいいのかわからない。

「瑞希……？」

「僕が云うことを聞けば、先生には…なにもしないってあいつが云うから！」

「おい……ちょっと、待て。なにもしないって……どういうことだ？」

　多岐川はあからさまに動どう揺ようする。

「保健室でのこととか、見てたって……。写真があるからって脅おどされて、それで───」

『───高瀬くんが大人しくしなければ、彼は職を失うことになるよ』

　そう云われたのだ。

「何云って……」

「僕が我が慢まんしてれば、誰だれにも迷めい惑わくかけずにすむし……全部丸く収まるって思って……」

「馬ば鹿か野郎！」

「!!」

　吹ふき飛ばされそうな怒鳴り声と共に多岐川の手が振ふり上げられた。

　殴なぐられる───。

　反射的にそう思って、僕は再び目を瞑り体を固くした。

　けど、覚かく悟ごしていた痛みは一向に来ない。

　それどころか、僕は次の瞬間、多岐川の腕うでに力強く抱だきすくめられた。

「………た、多岐川、先生」

「……馬鹿野郎」

　呻うめくように言葉を吐はき出す。

　苦しさを堪こらえてるような声こわ音ねが痛々しい。

　ねえ？

　なんで、そんなに辛つらそうなの？

「馬鹿だって云ってるんだよ。俺のためになんでそんな目に遭おうとするんだ？　俺だって、さんざん酷ひどいことしたじゃねえか。嫌きらいになって当然の男を庇かばう必要なんかないだろう！」

「そんなの……わかりません……っ。僕は、あいつ──千堂が嫌いだったから」

　あんな奴のいいようになるのは嫌だったけど、それよりも……。

「……じゃあ、俺は嫌いじゃないのか？」

　多岐川は、真剣な眼まな差ざしで僕に訊きいてくる。

　僕は、間ま違ちがえないようにゆっくりと台詞せりふを選んだ。

「……嫌い、じゃない。嫌おうと何度も思ったけど、嫌いになんかなれなかった。ずっと理由がわかんなかったけど……やっと、わかったんだ」

　僕は唾つばをごくんと飲み込んで、言葉を紡つむぐ準備をする。

　これだけは先に云わなくちゃって思ったから。

「───大好きだったお兄ちゃんなのに、嫌いになんかなれないよ……」

　僕は多岐川の肩かたにそっと顔を埋うずめた。

「瑞希……お前……」

「さっき、思い出しました。あの日───僕が先生のこと忘れてたから、それで怒おこったんでしょう？」

「俺は……」

「なんで、早く云ってくれなかったんですか……？」

　掠かすれる声で尋たずねると、多岐川は抱きしめる腕を解ほどいて僕の前に跪ひざまずく。

　僕が多岐川の目をじっと見つめると、その目は視線を泳がせた。

「瑞希に覚えてて欲しかった。自分で思い出して欲しかったんだ」

　瑞希のために医者になったから───と。

「……噓うそ」

「噓なんかつくかよ。だいたい俺は、この家を継つぐ気もなかったし、医者になろうなんて考えたこともなかったんだからな」

「じゃあ……」

　本気で僕のために？

　でもなんで、そんなこと……？

　多岐川の台詞は俄にわかには信じられなかったけど、その真ま面じ目めな顔が噓じゃないことを語っていて。

「お前がいなかったら、今いま頃ごろ普ふ通つうのサラリーマンでもやってたよ。たいして頭もよくなかったし、まともに勉強したことなんてなかったからな。あれから死しに物もの狂ぐるいで勉強して、医大受けて。近場に通おうと思ってたんだが、受かったのは地方の医大だけだった」

「だから、いなくなったんだ……」

　ある日、薬を貰もらいに行ったら「お兄ちゃん」にもう会えなくなるって云われたんだっけ。

「インターン終わって帰ってきたら、ウチに高校の保健医の打だ診しんがあった。初めは断ろうと思ってたんだが……それがお前の学校だってわかって引き受けることにしたんだ」

「僕が、いるから？」

「当たり前だ。高校生のクソガキの相手なんかしてられるか」

「……僕も高校生なんですけど」

「お前はいいんだよ。───けど、俺が楽しみにして行ったら、当のお前は綺き麗れいさっぱり忘れてやがるし、すっかり健康体になってるし」

「ご、ごめんなさい」

　苛いら々いらと吐き出される言葉につい謝ってしまう。けど、忘れてたのはともかく、健康になってたのがどうしてイケナイんだよ……。

「俺が苦労したのは何のためだったんだって思ったら……ムカついた」

　そんなこと云いったって、すぐに思い出せるわけないだろ！

　僕の記き憶おくの中の「やまと兄ちゃん」はこんなに怖こわい印象じゃなかったし、それに十年近くも前のことなんかはっきり覚えてないよ。

「それで……つい怒いかりにまかせてお前のこと───」

「……酷い。ちゃんと云ってくれれば、思い出せたのに……」

　いくら忘れられててムカついたからって、イキナリあんなことするなんて……って思う。

　けど、あんまりにも呆あきれちゃって何を云えばいいのかわからない。

「本当に酷いことをしたと思ってる。……物もの凄すごく後こう悔かいした」

　多岐川は、忌いま々いましげな口調であのときのことを語った。

「後悔したんだったら、なんで何度も僕にあんなことしたんですか？」

「きっと嫌われたと思った。それでも───」

　多岐川は言葉を切り、少し迷ってから続けた。

「手放したくなかったんだ」

「……っ」

　な、なんでこうも恥はずかしいことを臆おく面めんもなく云うかな。

「で、でもっ！　もう先生の知ってた頃の僕じゃなかったのになんで……」

　素す直なおじゃないし、甘えたでもないし……なんでも一人でできるし……。

　昔みたいに、明らかに可愛かわいげある性格じゃなくなってるのは自分でもわかってる。多岐川だってここ数日でそれを見てるじゃないか───。

「そうだな。今の瑞希はあの頃からは考えられないくらいしっかりして、一人前になってた。意地っ張りだが、健けな気げなとこは変わらなくて……多少、生意気になってたけどな」

「それって誉ほめてるんですか？」

　なんとなく、ひっかかりを覚えて素直に喜べない気が……。

「そう聞こえないか？」

「あんまり……」

　でも……やっぱりそう思ったんだ。

　だったらなんで、今の僕に手を出したりしたの？

「だから、もう俺なんか必要とされないんじゃないかって、正直焦あせった」

「え……？」

「なんて云うか……守ってやるだけの存在じゃないってわかったからな。それでもお前を守りたいと思ったのに、お前は全然わかってくれないし」

　少しふて腐くされた口調で、それでも多岐川は慎しん重ちように言葉を選びながら、僕に話す。

　だからこそ、その真しん剣けんさがじんわりと伝わってきて……。

「それって……」

「くそ……上手うまく言葉にできないな。やっぱり惚ほれてるんだよ、お前に」

「本当に、僕でいいの……？」

「ああ、お前がいいんだよ。それに───」

　それに？

「瑞希に出会えてよかった。医者になろうとしたきっかけは瑞希の言葉だったけど、その中でやりがいを見つけることができた。それも、お前との約束のお陰かげだよ」

　……約束？　ってなんだっけ？

　僕は頭の中の引き出しを探さがしまわって……。

　───あ！




（ちゃんと注射できたな）

（うん。ぼく、泣かなかったよ）

（そうだな。偉えらかった）

　ぽんぽんと頭を撫なでられて、僕は自じ慢まんげに胸を張った。

（やまと兄ちゃんがずっとそばにいてくれたからだもん！）

（でも、頑がん張ばったのは瑞希だろう？）

（あーあ。やまと兄ちゃんがぼくのおいしゃさんだったらいいのに……）

（医者？）

　そのときの多岐川は、ちょっと困ったような表情を浮うかべてた。

（うん。そしたらいっつもいっしょにいられるし、ちゅうしゃだってこわくないもん）

（凄いな。注射も怖くなくなるって？）

（うん！）

　少し黙だまってから、にっと笑った多岐川に、

（わかったよ。俺が瑞希の主治医になってやる）

　って云われた。

（しゅじいって？）

（瑞希のお医者さんってことだ）

（ほんとう!?　じゃあ、ぼくだけのおいしゃさんになってくれるってこと？）

（ああ。でも、それには時間がかかるんだ。俺が医者になるまで待ってられるか？）

（うん、まってる！　ずっとまってるね）

　そう喜んだ僕が多岐川を見上げると、そっと顎あごを摑つかまれた。

　そして、ほんの一いつ瞬しゆん唇くちびるが合わせられて……。

（……やまと兄ちゃん？　今の何？）

（あ……いや……。そう、約束の印だ）

（やくそくの？）

　変に慌あわててる多岐川に僕は訊きき返した。

（ああ。待っててくれるって約束しただろ？）




　そう。約束のキスをして、僕たちは───って、キス……？

「……あの」

「何だよ」

「約束の印、とか云って僕にキスしませんでした……？」

「そうだったか？」

「惚とぼけないで下さい。先生……子供相手にしていいことじゃないですよね？」

「知るか。あれはうっかり……」

　多岐川は、口を滑すべらせて本音を零こぼした。

　顔に「しまった」って書いてある。

「ふうん。うっかり、しちゃったんですね」

「………悪かったな。でも、お前も悪いんだぞ？……最後の日……」

「最後の日？」

　それって、もう会えなくなるって云われた日のことだよね。




（瑞希のために医者になってくるから、それまで待ってられるか？）

（ぜったい、かえってきてくれる？）

（ああ。約束する）

（やくそく、だよ……）

　僕の高さに合わせて屈かがんでくれてる多岐川の肩かたに摑まって、自分から唇を寄せた。

（────!!）

（やまと兄ちゃんこそ、ぼくのことわすれないでね）

　涙なみだ目めで訴うつたえると、多岐川は優やさしく僕の髪かみを撫でた。

（……忘れるわけないだろ）

　僕からしたキスよりも、ずっと長く唇を塞ふさがれて───。




「わー!!」

　な、なんてことしたんだ、僕は！

　恥ずかしいことまで、一いつ緒しよに思い出しちゃったよ。

「思い出したか」

「でも、あれは！　先生が……ヘンなこと教えるからいけないんじゃないですかっ」

　気き恥はずかしい思い出に叫さけび出しそうになりながら、僕は照れ隠かくしに上うわ目め遣づかいで睨にらみ付ける。

　だけど……あんな昔の約束を守ってくれてたなんて、ちょっとどころじゃなく感動してしまった。

　子供のただのわがままみたいな願いを本当に叶かなえてくれたなんて。

　しかも、医者だよ？　生半可な意志でなれるもんじゃないよね……。

「それなら、元気になったら、どこか連れてけって云いったのは覚えてるか？」

「え？　あ、はい……」

　きっと、遊園地とか動物園に連れてってもらいたかったんだと思うけど……。

　もしかして───。

「温泉って、それだったんですか……？」

　そんなところじゃなくても、行くところなら他ほかにもたくさんあると思うんだけど。

　いくら友達のトコだったからって云っても、なんとなく他意があるように感じるのは気のせい？

「悪かったな。今の俺にはあのくらいしかあてがなかったんだよ。なのに、あんな奴やつに泣かされやがって」

「泣かされ……って……。あ！　さっきのっ!!」

　忘れてたけど、千堂に向かって洒落しやれにならないことを云ってたよね!?

「僕を泣かせる泣かせないって、勝手なことばっかり！」

「お前は俺のものだって決めてたんだ。だから、泣かせてもいいのは俺だけなんだよ」

「だから何なんですか、それ!?」

　僕はものじゃないよっ!!

「昔っから決めてたんだ。今いま更さらガタガタ云うな」

「僕は知りませんっ」

「俺はお前のために医者になってやったんだ。そのくらいの報ほう酬しゆうはなくちゃな」

「さ、さっき、やりがいがどうのって……」

「あれはあれだ。───いいから、大人しく『うん』って云っておけよ」

　多岐川は、ニヤリと人の悪い笑えみを浮かべる。

　これにドキドキしちゃうなんて、僕も趣しゆ味みが悪いっていうか……。

　でもやっぱり、こうして見ても多岐川って悔くやしいくらいカッコイイんだよね。

　ムカつくし、憎にくたらしいけど……。

「あの……」

「何だ？」

　僕はふと疑問に思ったことを、思い切って訊いてみる。

「そしたら───た、多岐川先生は、僕のものになってくれるの？」

　多岐川は、いったん大きく目を見開いて、そして破顔した。

「バーカ。とうの昔からお前のもんだよ」

　そっか。

　それだったら、多岐川のものは僕のものだし、僕は僕のものってことだよね？　あれ？　なんかややこしくなってきたけど、まあいいや。

「瑞希」

「え───？」

　僕は腕うでを引っ張られて、キスされる。

　軽く啄ついばまれて、離はなれていった。

「……ぁ……」

「消毒だよ。ほかにどこ触さわられた？」

　真しん剣けんな表情で問いつめてくる様子が可笑おかしくて、僕はちょこっと笑ってしまった。

「そんなの、知らない」

　そんなこと、もうどうでもいいよ。

「しょうがないな。……全身、消毒してやる」

　全身って……やっぱ、そういうこと……だよね？

　ドキドキしながら多岐川の顔を見たら、僕の返事を待ってるみたいだった。

　何か云わなくちゃ……ダメ？

「あの……」

「ん？」

　蕩とろけそうに優しい声こわ音ね。

　それにつられて、僕は素す直なおに云ってしまった。

「……お願い……します」

　足あし下もとに跪ひざまずいた多岐川は、眩まぶしそうに目を細めて僕を見上げる。

　そんな多岐川に今度は自分から、体を屈めるようにしてそっとキスをした。







　ぴっちりと閉められたカーテンは夕ゆう陽ひでオレンジ色に染まっていた。

　そんな中、ベッドの上で制服を脱ぬがされながら、暴あばかれていく場所全すべてに唇を押し当てられる。

　触ふれられる部分が甘く痺しびれるのは、やっぱり……そういうことなのかな？

　何とも思ってない相手に触られてこんなに感じるわけがない。

　多岐川は手の指先から足の爪つま先さきまで、僕の全身に隈くまなくキスしていく。

　初めは、くすぐったさに身み悶もだえながら大人しくしてたんだけど。

　でもこうして、多岐川の前で改めて肌はだを晒さらすのはなんとなく───。

「や……やっぱ、やだ……」

　夕方とは云え、全然明るくて……その……。

「何が嫌いやなんだ」

「……は、恥ずかしい……んです、けど」

　どこもかしこもはっきりと見えちゃうし、僕がどんな顔してるかだって知られちゃう。

「今更なこと云うなよ」

　僕の足の甲こうに唇くちびるを寄せていた多岐川は、嘆たん息そくしながら顔を上げた。

「でも……」

　せめて、もうちょっと暗くなってくれないかな。

「諦あきらめて観念しとけ」

　もう、全部知ってるんだから、と意地悪な笑みを浮うかべて、僕の横へ移動してくる。

「ま、待って！」

「待てるか」

　横たわった状態のまま腰こしを持ち上げられて、引き止める暇ひまもなく最後の一枚を剝はぎ取られた。

「やっ、やだって……！」

　僕は慌あわてて起き上がり、脇わきに押しやられていたベッドカバーを手た繰ぐり寄せて下か肢しを隠すと膝ひざを抱かかえる格好で壁かべ際ぎわまで避ひ難なんした。

　なんでこんなに恥ずかしいんだろう？

　今までは有う耶や無む耶やのうちに脱がされてしまって色々されてたから、心の準備とかそういうものを用意する暇も必要もなかったし。

「……コラ。こっち来い」

　多岐川はこの期ごに及およんで尻しり込ごみしてる僕を恨うらめしそうに睨み付ける。

「……う！」

　潔いさぎよくないのは、自分でもよくわかってるんだけど……。

　いざとなったら、洒落じゃなく恥ずかしく思えてきちゃって。

「何が恥ずかしいんだ？　瑞希はどこも綺き麗れいだろ」

「なっ……、そ……っ」

　そういう台詞せりふも恥ずかしいよっ。

　臆おく面めんもない多岐川の言葉に赤面する。よくそんなこと、しゃあしゃあと口にできるよね。

　おまけに多岐川は服を着たままなのに、こんな明るい中で僕だけ裸はだかにされて。

　なんか、不公平だよ……。

「だって、僕ばっかり脱がされてずるい……」

　上うわ目め遣づかいに訴うつたえると、多岐川は自分の体に視線を落とした。

　学校から直帰だったから、白衣も着たままで。さっきの名残なごりで髪かみはちょっと乱れてる。

　数秒考え込んだ多岐川は、おもむろにこう切り出した。

「じゃあ、俺も脱がせてくれよ」

「……は？」

「そしたら、平等だろう？」

　平等って……、そういう問題？

「僕が、するんですか？」

「ああ」

　今云いい出したことは、冗じよう談だんでも何でもないらしい。

　なんだか、詭き弁べんで云い包くるめられてる感じがしないでもないけど……。

「……わかりました」

「ほら、こっち来いって」

　多岐川はベッドの上に足を投げ出すように座った。臆おくしてると思われるのも悔しかったので、僕はベッドカバーを手放し、思い切って多岐川の膝ひざに乗り上げる。

「積極的だな」

「黙だまってて下さいっ」

　羞しゆう恥ち心しんを振ふり切るかのように、ピシリと云う。

　ニヤニヤという笑いが、いっぱいいっぱいの僕を楽しんでるみたいに思えて悔しかったから、僕は意を決して多岐川の着衣に手をかけた。

　まず白衣を腕から落とし、次にシャツのボタンを外そうと試みる。

「あ、あれ？」

　寒さにかじかんでるときみたいにカシッと指先が滑すべって、なかなか思うように外せない。

「そう、慌てるなよ」

「慌ててるわけじゃありませんっ」

　やだな、緊きん張ちようしてるのかな、僕……。

　ようやく、三つめのボタンが外れたと思ったら、腰のあたりに不ふ穏おんな動きを感じ取った。

「……先生、なにしてるんですか？」

「待ち切れなくてな」

　腰回りを辿たどっていた手が、もっと下まで降りてきて尻のあたりを撫なで回してくる。

「ん……っ」

「ほら、手が止まってるぞ？」

「それは！……ぁ……っ」

　文句を云おうとしたら、今度はそこをグッと強く摑つかまれる。思わず反り返った喉のど元もとに軽くキスまで落とされて。　>>>♥

「どうした？」

「……っ、あ………」

　やわやわと揉もみしだかれて、僕は力が抜ぬけそうになる。

　くっそ……。

「動かないで下さい！」

　一いつ喝かつしてからどうにかシャツを脱がし、ベルトを外した僕は次いで多岐川のズボンのウエストに手をかける。

「腰上げて下さいってば……っ」

「ああ」

　やっぱり恥ずかしくて喧けん嘩か腰ごしになっちゃう。

　本当に僕って可愛かわいくないよなぁ……。

　こんなときに反省してもしょうがないけど。

「……どうした？」

「何でもありません」

　余よ裕ゆうの笑え顔がおで僕の一挙一動を眺ながめられてるのが無性に悔くやしくて、僕はある決心をした。

　多岐川のズボンを下着ごと取り去ると、僕は深呼吸してから多岐川の足の間に屈かがみ込む。

「瑞希……!?」

　予想外の僕の行動に驚おどろいた多岐川は、慌てた声を上げた。

　僕だって、やられっぱなしじゃないんだから！

　そう意気込んで、多岐川の股こ間かんに顔を寄せる。

「待て、本気か……？」

「黙っててください」

「おい……っ」

　さすがに狼ろう狽ばいをあらわにする多岐川の制止を無視して、僕はまだ柔やわらかい中心を手に取った。

　多岐川には僕の色んなところを見られてるけど、逆に僕がこうしてまじまじと観察するのは初めてだ。

　これでもう、三回も……。そう考えるだけで腰の奥に火が灯ともる。

　それにしても、普ふ通つうの状態で……これなの？

　よく、僕の中に入ったな、となんだか感心してしまう。

　や、感心してる場合じゃないんだけど。

　多岐川の大きさに一いつ瞬しゆん躊躇ためらったあと、僕は手にしたそれの先せん端たんを口に含ふくんだ。

「ん…………」

　ゆっくりと顎あごの関節を開き、喉の奥まで飲み込もうとした。

「無理しなくていい」

　多岐川は、僕の髪を優やさしく梳すきながらそう云ってくれるけど、僕は無理でもしたかった。

　されてるだけじゃなくて、自分からなにかしたかったから。昔みたいに与あたえられるだけなんてイヤだったから。

　どうしても多岐川を気持ちよくさせたいって思って、僕にしてもらったときのことを曖あい昧まいな記き憶おくの中から必死で思い出す。

　覚おぼ束つかない動きで舌を這はわせていると、口こう腔こう内のそれはぐんと大きさを増した。

「………ぁ………」

　───これって感じてくれてる証しよう拠こだよね？

　僕は多岐川の反応に後押しされるように、その行こう為いに夢中になる。

　こんなことができちゃうなんて、自分でも驚いていた。

　それだけ、僕って多岐川のことを……？

　ぴちゃ、と濡ぬれた音を立てながら先端の割れ目を吸い、たどたどしく括くびれを舐なめ上げると、多岐川は深く息を吐はいた。

「……わっ」

　スゴ………大きくなった……。

　みるみる間に育ったそれは、もう僕の口には収まりきらなくて。

　ビックリして口を離はなすと、顎を掬すくわれ上を向かされた。

「───もう、いい」

「……え？」

　あんまり、よくなかったのかな？

　初めてだったから、確かに自信はないけど……。

「もうしなくていい」

　その言葉が胸に重く響ひびく。

「気持ちよく、なかったですか……？」

　よくなかった、って云われるのが怖こわいけど、訊きかずにはいられなくて。

「よくないわけないだろ。よすぎてどうかなりそうだ」

　苦く笑しようして答えてくれる。

　じゃあ、なんで───？

「せん、せい……？」

「───お前の中でイキたい」

　何かを堪こらえるような掠かすれた囁ささやきに、僕は頷うなずくしか術すべを知らなかった。







　仰あお向むけにされた僕は体を二つに折られるような格好で足を広げられ、ゆっくりと体重をかけられる。

「いっ、あぁ……っ！」

　解ほぐすのもそこそこに、多岐川は僕の中へ昂たかぶりを捩ねじ込んできた。

　充じゆう分ぶんに潤うるおいを与えられていない内部は、突つき上げられる度たびに引き攣つる。

「く……っ、ぅ……ンっ」

　腰こしを摑まれて高みから深く抉えぐられて、僕の体は軋きしんだ。

　余裕のない突き上げに引き裂さかれそうになる。

　腰の奥を搔かき回す圧あつ迫ぱくのせいで、内臓がせりあがってきそうな錯さつ覚かくさえ感じた。

　だけど、多岐川の余裕をなくしてしまったのは───僕なんだよね……？

「や、ぁああ……っ！」

　引き抜かれ、一気に貫つらぬかれる。

　痛みと……快感が入り交じる感覚に僕は顔を歪ゆがませた。

　その感覚は、誰だれかを焦こがれる時の胸むな苦ぐるしさに似てる気が、する……。

　目ま蓋ぶたを持ち上げると心配そうな顔の多岐川が目に入り、その途と端たん、ぎゅっと胸が締しめ付けられた。

　これって……。この気持ちってやっぱり……。

　僕は、この人が好きなんだ。

　気持ちに反して、体が拒こばめなかったのも……とっくに好きになってたからなんだ。

　この瞬間、あっけないほど素す直なおに納なつ得とくしてしまった。

　頭じゃなくて、心がそう云いってる。体中の細さい胞ぼうが、この人に───恋こいしてる。

「瑞希……、辛つらい、か？」

　荒あらく息を吐きながら、多岐川は訊いてきた。

　精せい悍かんな顔に浮うかんだ不安そうな表情はまだ消えない。

　僕があんな顔をしたから、気き遣づかってくれてるんだ……。

「ううん、へい……き……」

　心配そうな問いかけに、僕は力なく笑いを返す。

　辛くないと云えば噓うそになる。

　けど、耐たえられないわけじゃない。

　それよりも、こんなに自分を求めてくれるのが嬉うれしくて堪たまらなかった。

「多岐川……せんせ……？　あっ」

「くそ……。手加減……できない」

「……ど……して……？」

　僕は多岐川の顔を覗のぞき込む。

　そんなことしないでいいのに。

　我が慢まんなんかしないでよ。

「ん……っ、だいじょうぶ、だから……」

　残った力でしがみつくと、多岐川は僕の頼たよりない体を抱だきしめてくれた。

　まだ馴な染じみ切らない繫つながりを軽く揺ゆすられて、僕の蕾つぼみの襞ひだがヒクンと震ふるえ───。

「……っぁ……、あ……っ」

　こんな緩ゆるい揺さぶりのほうが、焦じらされてるみたいでもっと辛い。

「瑞希」

　大だい丈じよう夫ぶだから。だから、もっと強く抱いて。

　そう目で訴うつたえると、僕の中のそれが体積を増した。

「ぁ……っ」

　たったそれだけの変化なのに、僕はピクリと反応してしまう。

　そして、多岐川も僕の些さ細さいな反応に昂たかぶりがもっと熱くなる。

「……ちっ」

　歯止めの効かない自分に動どう揺ようする多岐川を見ていて、僕はあることを思い付いた。

　ほんの些細な悪戯いたずらのつもりで。

　どんな顔するかな？　っていう興味もあって。

　狼狽うろたえてる瞳ひとみを見つめたまま、

「───大和、お兄ちゃん？」

　僕は過去の呼び名を口にした。

「この……っ」

　途端、あからさまに目の色を変えた多岐川に僕は乱暴に唇くちびるを塞ふさがれた。

　熱い舌に、口腔をめちゃくちゃに搔き回されてしまう。

　苦し……っ。

「ふ……っ、ぅ……んんっ」

　交わりがくちゅん、と濡れた音を伴ともなって離れていった。僕の名残なごり惜おしさの証拠みたいに透とう明めいな糸が引く。

「本当に───お前は、俺を煽あおるのが上手いよな……」

　多岐川は憎にく々にくしげに呟つぶやいて、僕の中から後退する。そして、ギリギリまで引き抜ぬかれたそれが、狭せまい入り口をめいっぱい押し開いて、深々と埋うめ込まれた。

「やぁ……っ！」

　ズクン、と腰が重みを感じて、下腹がとんでもなく熱くなる。

　抜き差しの度に僕の中心ははしたないほど雫しずくを零こぼし、それは多岐川と繫がった部分まで伝っていった。

　だけど、その滑ぬめりを借りて多岐川の動きは勢いを増していく。

「後こう悔かいしても、知らねえぞ」

「え？　あ……っ、ぁあ………っ！」

　壊こわれそうなくらい、ガンガンと激しく体を揺さぶられる。

　圧あつ倒とう的てきな存在感に内ない壁へきを擦こすり上げられ、頭の中が真っ白になっていく。

　もう何も考えられなくて、ただ力強い突き上げを受け入れるしかできなくて。

「瑞希……っ」

「せんせ……っ、あ、んんっ………」

　深く抉えぐられる度に、僕は中にいる多岐川を締め付けた。

「コラ、ちょっとは緩ゆるめろ」

「っは……、ぁ……、ああ……っ」

　───溶とける……っ。

　もっと、ずっと繫がっていたいって切実に思った。

　切ない甘さが胸に込み上げてくる。

「……先生、僕……っ」

「ん？」

「僕……、先生の……こと───好き……みたい……」

　やっとの思いで言葉にしたら、多岐川の野性味溢あふれる鋭するどい…はずの双そう眸ぼうが思いきり見開かれた。

「……バカやろっ、こんなときにっ」

「好き……、……大好き……っ」

「……ダメだって、云ってんだろ」

　耳元に落とされた苦しげな囁ささやきが腰まで響ひびいてくる。

「………っ」

　次の瞬しゆん間かん、体の奥に溶かされそうな程ほどの熱い迸ほとばしりを感じ───。

「……っあ！　あぁっ───」

　包み込まれるように抱きしめる体に、僕はさらに強くしがみつきながら高みへと上のぼり詰つめ……自身を弾はじけさせた。

　全力疾しつ走そうしたあとみたいな忙せわしない呼吸を整えながら、多岐川の顔を見てみると……。

「畜ちく生しよう。……だから云っただろ……」

　荒い息を吐はきながら、言葉に後悔を滲にじませていた。

　繫がった体勢のまま、多岐川は僕の肩かた口ぐちに頭を乗せてくる。

「……え。なに……？」

　その声こわ音ねを窺うかがうには、こんな予定ではなかった……らしい。

　きっと予想外の僕の台詞せりふに驚おどろいて、それで───。

　僕としては……嬉しい気がするんだけど、やっぱりこういうのって……悔くやしいのかな……？

「……くそっ」

「え？　え？　やっ、噓!?」

　短く悪態をついた多岐川は僕の腰を抱かかえ直そうとする。

「ちょっ、ちょっと待ってよ!?」

　これ以上されたら、僕の体が持たないってば！

　たしかにさっきは「もっと」って思ったけど、体力の限界ってものもあるわけで……。

「煩うるさい」

　多岐川は黙もく々もくとリベンジを試みようとする。

「ダメですってば！……っあ！」

「ほら。カラダは欲しいって云いってるぜ？」

「や、……ぁ……っ、僕はそんなこと云ってませんっ」

　苦情を云う口を塞がれそうになったそのとき───。

　ピリリリリ、とケイタイが鳴った。

「────」

　なんてタイミング。

「……出ないんですか？」

「知るか」

「待っ……、先生！　学校からかもしれないし……っ」

　という僕の言葉に、多岐川は渋しぶ々しぶとキスを諦あきらめる。

「わかったよ……」

「ん……っ」

　多岐川は僕の中から抜け出ると、床ゆかに落ちた白衣を手た繰ぐり寄せて、ポケットからケイタイを取り出した。

　液えき晶しようの表示を確かめてから、通話ボタンをピッと押す。

「はい、多岐川です」

　耳を欹そばだてて聞いてみると、やっぱり学校からの電話だった。

　あ！　そういえば、千堂が持ってるって写真はどうなったんだろう？

　写真なんか見せられたら、千堂だけじゃなくて多岐川も……。

　今だって、こんなことしてるし……洒落しやれにならないんじゃ。

「ええ、そうですか。わかりました。はい？　高瀬ですか？　そうですね……先程のショックが拭ぬぐえないようですので、もう少しカウンセリングしてから帰すつもりです」

　カウンセリング？

　いつ、そんなことしたっけ？

「……はい。ご家族とは以前から懇こん意いにさせていただいてるので、私が自宅まで送って行きます」

　私って誰だれのことだよ！

　黙だまって聞いてれば、調子のいいことばっかり云って……。

「それじゃあ、よろしくお願いします」

「何がカウンセリングなんですか？」

　通話を切ったケイタイを脱ぬぎ散らかした服の上に放ほうり投げて、多岐川は再度僕に体重をかけてくる。

「さっきからしてるじゃないか」

「どこが……っ」

　これのどこが、カウンセリングなんだよ！

「それより、千堂先生は……？」

「ああ、俺のことを色々云ってたらしいが、証しよう拠こもないし妄もう言げんだろうってことになってるらしい。お前が受けた被ひ害がいに関しては、後日、千堂を処分という形でカタを付けると云っていた」

「……処分？」

「つまり、クビってことだろ。俺としてはもう数発殴なぐってやりたいところだがな」

　忌いま々いましげに教えてくれた。

「写真は……？」

「千堂の云う写真とやらはピンボケで誰が写ってるかわからなかったそうだ」

「……なんだ」

　僕は内心、ほっと胸を撫なで下ろす。

「心配したか？」

「……ちょっとだけですけど」

　ちょっとどころか、本当はいっぱい心配したけど。でも教えてなんかやるもんか。

「素す直なおじゃないな。さっきはあんなに……」

「云わないでいいですっ!!」

　僕は咄とつ嗟さに多岐川の口を両手で塞ふさいだ。放っておくと、どんな恥はずかしいことを云い出されるかわかったもんじゃない。

　そしたら、その両手をやんわりと外されベッドに縫ぬいとめられてしまった。

「違ちがうだろ？」

「………先生？」

「口を塞ぐ時は、こうするんだよ」

　近付いてきた多岐川の顔に見み惚とれてしまい、口を噤つぐむ。飽あきるほど見た顔なのに、何度もドキドキさせられる。

　こんなに胸がざわめくなんて、他ほかの奴やつじゃありえない。

「多岐川先生───」

「もう、黙れって」

「僕……」

　途と中ちゆうまでの台詞で、云いたいことを汲くみ取ってくれたみたいだった。

　鋭するどい双そう眸ぼうが細まり、すぐ側そばで囁かれる。

「好きだ」

　多岐川の少し厚めの柔やわらかい唇くちびるに自分のそれを塞がれ───。

　……僕はゆっくりと目を閉じた。

























「終わったー！」

　オレはようやく空くう欄らんのなくなった問題集を前に伸のびをして、そのまま椅い子すの背もたれに寄り掛かかった。

「夏なつ哉や、見せてみろ」

「あ、ゴメンなさい」

　それに気付いた要かなめ先せん輩ぱいが、横で単語帳を捲めくっていた手を休める。

　今日は試験勉強という名目のデート。だから、要先輩はオレの家庭教師ってわけ。

　学生寮りようの要先輩の部屋で勉強を見てもらってるんだけど……横を向くだけで要先輩の顔が目に入るこの状じよう況きようは、ついドキドキしてしまう。

　要先輩の机に座ってるってことだけでも、何だか緊きん張ちようしちゃってると云うのに。

　オレ、早はや坂さか夏哉は聖せい陵りよう学園高等部の一年生。女の子みたいな顔と伸び悩なやんでる身長が悩みの種の十六歳。

　で、隣となりにいるこの人は橘たちばな要先輩といって、同じ学校の三年生。学園の寮住まいで、僕が所属している園芸部の朝あさ川かわ裕ひろ人と先輩と同室で……。

　付け加えるとしたら、いわゆる、その……オレの恋こい人びとだったりする。

　剣けん道どう部ぶの部長で、頭がよくて、スタイルもよくて、おまけにカッコイイ。

　癖くせのない漆しつ黒こくの髪かみと切れ長の瞳ひとみ。何度見ても見み惚とれちゃうくらい端たん整せいな顔立ちに、薄うすくて形の良い唇。背も高くて体には均等に筋肉がついてて……。

　こうして両思いになって、日曜日に一いつ緒しよにいられるような関係になってるなんて、今でも信じられない……。

　要先輩は、その長くて節の太い指で赤ペンを握にぎり、オレの解いた問題集を採点していく。

　その動作にさえ、うっとりしちゃうオレって相当の重じゆう症しようだよな。

「俺の顔に何かついてるか？」

「え？　いいえ！　なんでもないです！」

「今、見てただろ？」

「問題のほう見てただけです!!」

「……そういうことにしておくか」

　要先輩は思わせぶりにクスリと笑った。

　オレは真っ赤になって否定したけど、それを信じてくれたかどうかは怪あやしいところだ。

　いつも無表情のくせに勘かんは鋭いんだよな、要先輩って。

　ポーカーフェイスで何考えてるのかわかんないし、初めはすごくムカつく奴だと思ってたけど……いつの間にか好きになっちゃってたんだよね。

「───六割ってところだな」

　採点を終えた要先輩は、赤いボールペンを机の上に置いてオレのほうを向いた。

「うう……、やっぱり……」

　オレは文系は得意だけど、数字をいじくるのは苦手中の苦手。

「この公式はさっき教えただろ」

「あ、そっか。それ使うんだ！」

　オレには数学のセンスが全くないに違ちがいない。

　公式を覚えても、どこで使えばいいのかイマイチわかんないんだもん。

「だから、これをこっちの式に代入すると……」

　要先輩は身を乗り出すようにして、オレの目の前で問題をスラスラと解いていく。

　こうして説明してもらうとわかったような気になるんだけどな。

　オレは、ちらりと先輩の顔を覗のぞき見た。説明してくれてる真剣な横顔もカッコイイ……。

「……夏哉？」

「え？」

「どうした？　俺の説明、わかりにくいか？」

「い、いえ！　そうじゃないんです……」

　せっかく教えてくれている先輩に、ただ見惚れてただけです……なんて云いえるわけもなく。

「昼から休みなしだったし集中力も落ちてるだろう。そろそろ一休みするか？」

「すいません」

「なんで、謝ってんだ」

「なんとなく……」

　要先輩は、手にしていたボールペンを問題集の上に置いた。

「───それにしても、本当に数学できないよな、お前」

「だって……」

　そうは云われても、わからないものはわからない。数字がいっぱいあるだけで、頭が拒きよ否ひ反応を起こしてる気がする。これでも、努力はしてるんだけどな……一応。

「こんなにできなくて、今までどうしてたんだ？」

「中学までは自分でなんとかしてたけど。一学期の中間は瑞みず希きに教えてもらって……」

「期末は俺が教えたな」

「あと、裕人先輩にも部活の合間とかに教えてもらってました」

「裕人？」

「よく過去問題のコピーとかくれて。裕人先輩って物持ちいいですよね。きっとオレならテスト終わったら捨てちゃうもん」

「……そうだな」

「だからそれ見ながら、放課後とかよく瑞希と勉強してたんです」

「……そうか」

「でも、瑞希ってば最近全然、オレのこと構ってくれないんですよ！　一緒に帰ってもくれないし……」

　正直言うとオレは瑞希から聞かされるまで、保健の多た岐き川がわ先生との関係なんて、気が付きもしなかった。……まさか、二人がそんなことになってたなんて……。

　初めは、普ふ段だんの瑞希からは想像もつかないくらい多岐川先生のことを貶けなしまくるから、どう受け答えしていいのかわからなかったんだけど、やっと最近あれが瑞希の照れ隠かくしなんだって、オレにもわかるようになってきた。

　楽しそうだし、良かったなぁとは思うよ？　でもさ。瑞希ってば、昼休みも放課後も保健室に行っちゃうんだもん。いくらオレだって淋さびしいよ。

「そんなに淋しいのか？」

「そりゃあ、いつも一緒にいたから……先輩？」

　気が付いたら要先輩は、さっきよりもオレのほうに接近していた。

「俺が、いるだろ？」

「……えっ？」

「俺だけじゃダメなのか？」

「そ、そんなこと……」

　ん？　とあの黒い瞳に覗き込まれて、オレは赤面した。

　ダメとかそういうことじゃなくて、えーと……なんて云ったらいいんだろう。

　そのままじっと見つめられて、いたたまれない気持ちになる。それだけで何故なぜか恥はずかしくて、視線を合わせてなんかいられない。

「あの、お腹なか空すきませんか？　オレ、何か買ってきます」

　気恥ずかしさを振ふり払はらおうと、捲まくし立てて立ち上がったら、要先せん輩ぱいに二の腕うでを摑つかまれた。

「食い物なんかいい」

「え？」

　オレは浮うかせた腰こしを椅子に落とした。

「……今日はずっとお預け食らってたんだぜ？」

「かっ、要先輩？」

　お預けって何っ!?　って……。

　───うわ……。

　あっという間に要先輩の顔が近付いて、オレは思わず、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　いつまでたっても、キスの直前の動作が慣れないんだよね……。

　緊張しすぎて、体がカチコチになっちゃうんだもん。

「……？」

　でも……すぐに訪おとずれると思っていた感かん触しよくがなかなかこない。

　不思議に思ってドキドキしながら目を開けると、吐と息いきが掛かかる寸前の距きよ離りに要先輩の顔があった。

「嫌いやなのか？」

「……!!」

　もう、この人は!!

　───イヤじゃないけど……嬉うれしいけど……。今日は勉強しないといけないし……なんていうのは、ただの云い訳であって。

　付合い出してからもうちょっとで半年になるけど……こういうことがまだ恥ずかしいっていうのはおかしいのかな？

　でも、これって要先輩にも原因があると思うんだよね。いつも二人きりになると流されるみたいにエッチに突とつ入にゆうしちゃって、心の準備もさせてくれないんだもん。

　これじゃ……慣れるわけないよ。

　結局、要先輩に触さわられるとすぐに何も考えられなくなっちゃうオレもオレだけど……。

　ストイックそうな外見に反して、要先輩って……スケベなんだよね。

　恥ずかしいこといっぱいするし、赤面ものの台詞せりふだって顔色一つ変えずに囁ささやいてくる。

　だいたいにして……初めてのときだって、ベッドじゃなかったし……。

　今でも思い出すだけで顔から火を噴ふきそうになる。

「イ、イヤ……じゃない、けど……でもっ」

　吃どもりがちにそう云うと、要先輩はニヤリと口の端はしを上げた。

　オレの唇くちびるに暖かい吐息がかかる。

　そして……視界が暗くなっていき、観念して目を瞑った瞬しゆん間かん───。

　コンコン。

「………………」

「………………」

　ドアをノックする音がした。

　……誰だれだよ、こんなときにっ。裕人先輩じゃないよね？　寮りようの玄げん関かんですれ違ちがったとき、夕方まで帰らないからって云ってたし。

「……出ないんですか？」

　オレは目を開けて、要先輩に問いかけた。

「気にするな」

　要先輩はドアの向こうの来客を無視して、オレの頭を引き寄せる。

　───え？

「要先輩!?……ん……っ」

　鍵かぎはかかってるはずだけど……ちょっとこの状じよう況きようは落ち着かない。

　でも……今日、初めてのキス。

　ふっと体の力を抜ぬいた途と端たん、押し付けるように唇が合わさって。一いつ旦たん離はなれたかと思うと、今度は唇を何度も何度も啄ついばまれた。

　くすぐったいのとゾクゾクするので、頭の中が痺しびれていく。

「ん……、や、待っ………あッ」

　下唇を軽く嚙かまれ、思わず声を出してしまった。

　これだけのことなのに、もうオレの心臓は暴走し始めてる。

　目を閉じるタイミングを逃のがしたせいで視線は絡からんだままだし……。

「……ぁ……」

　意外と長い睫まつげの下から覗のぞく濡ぬれた黒い瞳ひとみに見つめられると、体の芯しんがチョコレートみたいに溶とけてって、足腰に力が入らなくなっちゃって───。

　コンコンコン。

　唇が少し離れたのを見計らったかのように、ドアを叩たたく音がまた鳴って、オレは固まってしまった。

　なんとも云いい難がたい気まずさで。

　コンコン。コンコンコンコン。

　そんなことはお構いなしに、さっき以上のしつこさでノックが繰くり返される。

「橘先輩！　いますよね？　開けて下さい」

　この声って……。

「ちっ」

　要先輩は小さく舌打ちを一つして、オレから離れた。

「……悪い」

「いえ……」

　しょうがないよね。ここは寮なんだし、プライベートを作るのが難しいのはオレにもわかる。

　要先輩は不ふ機き嫌げんさを前面に出した声で、ガチャリとドアを開けた。

「……布ふ施せ。またお前か」

　あれ？　でも、あいつって寮生じゃなかったような……。

「やっぱり、いるじゃないですか」

　僅わずかに開かれた隙すき間まから、歓かん迎げいできない奴やつの声が聞こえてくる。

「何の用だ？」

　ウキウキとした布施の言葉に、要先輩は無下な返事を返す。

「友達と勉強してたんですけど、わからないところがあって……」

「───そんなことでわざわざ俺のところに来るな。この間も教えてやったばかりだろう」

　えっ………。

　今、ガーンって音が頭の中でしたんだけど！

　この間もって……？　そんなに度たび々たび、布施に教えてあげてるの？

「またわからないところがあったんです！　ちょっとだけでいいですから」

　布施は剣けん道どう部ぶの後こう輩はいだし、要先輩としては頼たのまれたら断る理由なんてないんだろうけど。

　でも───なんだか……ムカムカする。

　あいつって絶対、先輩のこと狙ねらってるのに……。先輩、気付いてないのかな？

「布施……。今、お前の相手をしてる余よ裕ゆうはないんだ。他ほかの奴に聞け」

「橘先輩の教え方のほうがわかりやすいんです！」

「いい加減にしろよ」

「一コだけですから」

　もう……本当しつこいなあ……要先輩、嫌がってるっぽいのに。

　今日はオレだっているんだから、先輩……行っちゃったりしないと思うんだけど。

「……本当だな。───夏哉」

「え……？」

「すまない。少し待っててくれるか？」

「あ……はい」

　オレがそう答えると、要先輩はドアの向こうに消えてしまった。

　───噓うそ。

　ドアの向こうで声がするから、すぐそこに二人がいるのはわかるけど……。

「……要先輩のバカ」

　なんで行っちゃうんだよ。

　学校だとなかなか二人きりになれないし、寮暮らしの要先輩と一いつ緒しよに帰れる距離なんて、たかが知れてる。だからせめて……。

　───休みの日くらい、一人ひとり占じめしたい。

　きっと、そう思ってるのってオレだけなんだろうな。

　要先せん輩ぱいに鬱うつ陶とうしいと思われるのは怖こわいから……引き止めることなんてできないけど。

「あーあ……」

　でも……さすがにこの状況で放ほうっておかれるのは、ちょっと……辛つらい。

　キスのせいで、体が誤ご魔ま化かしようもなく火ほ照てってる。

「……どうしろって云うんだよ」

　オレは椅い子すの上で膝ひざを抱かかえて、そこへ顔を埋うずめる格好でぼーっと要先輩を待っていた。

　それから、どのくらいたったんだろう。

「───悪い、待たせたな」

　要先輩は深々とため息をついて、部屋の中に戻もどってきた。

「いえ。あの……もう、いいんですか？」

「ああ。俺があいつのテスト勉強の面めん倒どうを見なくちゃいけない義理はないしな」

「そっか……、そう……ですよね」

　でも、それってオレにもあてはまるような気がする。そうでなくてもオレ、覚え悪いし。

　もしかしたら、今日のことも迷めい惑わくに思われてたかもしれない……。

「夏哉？」

　ああもう、ヤダな。なんか、胸の中がもやもやする。

「夏哉？　どうしたんだ？」

「あ、ゴメンなさい。何ですか？」

　不安に似た重たい気持ちが広がって、笑って誤魔化そうとしても表情が保てない。

「何か気になることでもあるのか？」

「べ、別に何もないです」

　オレは椅子から足を降ろして俯うつむいた。

「噓つけ。ちゃんと俺のほう向けよ」

　そう云われても、今のオレには普ふ通つうの顔を作る自信なんかないよ。

「……やっぱり、お腹なか空すいたし……。コンビニ行ってきますね」

　何処どこかで気持ちを落ち着けてこなくちゃ。

　オレは要先輩に顔を見せないよう、椅子を回転させて立ち上がろうとしたんだけど……。

「夏哉！」

「………あ」

　後ろから要先輩に抱だき寄せられて、不意打ちに時間が止まる。

　腕うでのなかにすっぽりと納められたオレは、身動きが取れなくなってしまった。

「なんでもないなら、そんな顔するな」

「そんな……顔？」

「泣きそうな顔してるだろ」

「違ちがい……ます」

「一人にして悪かった」

「───別に。ちょっとだけだし」

　噓ばっかり。一人にされてむくれてたくせに。

　横から覗き込もうとする要先輩を避さけて、オレは反対側に顔を向ける。

　絶対オレ、ヘンな顔してるもん。

「拗すねてるんだろ」

「拗ねてなんかいませんっ」

　相変わらず、子供扱あつかいして！

　でも、図星を指されたようなものだったから余計悔くやしい。

「怒おこっていいんだぞ？」

　要先輩はオレの前に回り込んで、ぎゅうっと抱き竦すくめながら耳元で問いかけてくる。

「だからっ……！」

「嫉しつ妬としてくれたんだろ？」

「別に……してないです……」

「バカだな」

　くっと要先輩の笑い声がした。

「どうせ、バカだもん」

「ああ、大バカだ」

「ひどいっ、そこまで云いわなくたって！　要先輩のバカ!!」

「俺もバカか？」

　からかうような口調にますます腹が立ってくる。

「もう知らないっ。先輩なんてあいつと勉強でもしてればいいだろ!!」

　腕を突つっ張って要先輩を押し退のけようとしたけど、ますます強く抱きしめられてしまう。

「本当に？」

「う……」

　オレは言葉を詰つまらせた。

「夏哉？」

「───い……いいわけないよっ！　先輩の意地悪！　オレがいるのに、あんな奴に……っ」

「やっぱり怒ってたんだろ？」

「!?」

　云わないでおこうと思ってたのに……。

　とかって思ってたら、オレは唐とう突とつに要先輩に抱えられてベッドに運ばれてしまった。

「わわっ。せ、先輩っ!?　裕人先輩が帰ってきたら……！」

「心配するな。夕方まで帰ってこない」

「要先輩ってば!!」

　珍めずらしく、要先輩の声が綻ほころんでる。

　なんでそんなに嬉うれしそうなわけ？

　表情はあまり変わりがないものの、オレにはそれが伝わってくる。

「……しっ」

　何故なぜかご満まん悦えつな要先輩は、人差し指を唇くちびるの前に立ててオレを黙だまらせると、そのままベッドの上に組み敷しいた。　>>>♥

　優やさしく押さえられてるだけなのに、金かな縛しばりにあっちゃったみたいに身動きが取れなくなるのは、何よりも雄ゆう弁べんな要先輩の漆しつ黒こくの瞳ひとみに見つめられてるせい……。

　どうしよう……触ふれているところから心臓の音が伝わっちゃいそう……。

「あの、……先輩……」

「ん？」

　目め尻じりを舐なめられて、思わず片目を瞑つぶってしまった。

「その……勉強……は……？」

「───今日はもう無理だな」

「え？」

「お前、可愛かわいすぎだ」

　と苦く笑しよう混まじりに云った。

「……可愛くなんかないもん！」

「夏哉？」

「可愛くなんか……」

「どうしたんだ？」

「…………」

　だって、オレ……すぐいじけるし、ワガママで自分勝手だもん。

　本当は、先せん輩ぱいにちょっかい出す布施も大だい嫌きらいだし。オレを置いて布施のところに行っちゃう先輩も、嫌いやだなんて思ってる。

　こんなこと考えてるオレが、要先輩に『可愛い』なんて云ってもらえる資格なんかないよ……。

「……ちくしょう、そんな顔すんなって」

「え？」

「我慢できなくなる」

「我慢って……、んッ……！」

　要先輩は有う無むを云わせずオレの唇を塞ふさいで、オレの言葉ごと唇を奪うばった。

　ちょっと待ってよ！　要先輩、今まで我慢してくれたことなんてあったっけ？

　だけど、オレのそんな些さ細さいな疑問なんかどうでもよくなってしまうくらい、要先輩のキスは巧たくみで。

「……ん」

　柔やわらかく押し付けられた唇からこぼれる吐と息いきが、胸やけしてしまいそうなくらい甘い。

　ちゅ、と音を立てて唇が解放された時には、せっかく覚えた公式も忘れてしまいそうなくらい、頭の中が蕩とろけていた。

「せんぱ……」

　すっかり脱だつ力りよくしていたら、ズボンの中に忍しのび込んできた要先輩の手にオレの中心を握にぎり込まれてしまう。

「いっ……あ！」

　強く揉もみしだかれて、背中が弓なりに撓しなった。

　下着ごとズボンを引き下ろされて、形を変えたオレ自身が露あらわになる。

「ちょっ、待っ……」

　退ひきかけた腰こしを引き戻もどされたかと思うと、すでに勃たち上がりかけていたそれを要先輩の大きな手の平がやんわりと捉とらえた。

「あ、や……っ、せん……ぱいっ」

　包むように長い指を絡からませて扱しごかれると、手の中のものは熱を増し、いっそう張り詰めて先せん端たんから雫しずくが溢あふれてしまう。

「…不安にさせて悪かった」

「…ッ！　ふ……っ、ちが…」

「違ちがう？」

「オレが……悪い、から」

「夏哉」

「オレが、自分に自信が持てなくて……」

「自信？」

「……ッ！　オレなんか……本当に、先輩に……似合うのかなって」

「そんなこと心配してたのか」

「だって……！　あいつの方が……っ」

　布施の方がオレなんかより先輩に似合うってことくらい、オレだってわかってる。剣けん道どうだってできるし、頭だって良いいし、可愛いし。

　だけど……。

　要先輩があいつと話してるだけでムカムカする。

　要先輩の口からあいつの名前を聞いただけで、胸の中にどす黒い感情が生まれて、小石を飲み込んだような気持ち悪さが喉のどの奥に支つかえてるみたいになる。

　オレなんかがそんなこと、思っちゃいけないのわかってる……でも───。

「だから、お前は可愛いんだよ」

「ウソ……っ……ぁ」

　中心を弄いじっていた手が足の間から後ろへとすべり、腰の奥を探ってくる。体液で濡ぬれた指先で窄すぼまった入り口をくすぐられて、オレは小さく悲鳴を上げた。

「───俺だっていつも不安だ」

「要先輩が……？」

　不安？　先輩が不安に思うことなんてあるの？

「お前いつも何も云わないだろ？　おまけに他ほかの奴やつの名前ばかり云いやがるし」

「……んっ」

　つぷん、と指が抜ぬかれて膝ひざのあたりに引っ掛かかっていたズボンを蹴けり下ろされる。

「誰だれかに持っていかれやしないかって……嫉しつ妬とばかりだ」

　要先輩はオレの両りよう脚あしに手をかけて、ぐっと左右に割り開くと、オレの足を胸に付きそうなくらいに折り曲げてしまう。

「先輩……っ!?……やぁっ……ダメ……」

　全すべてが無防備に晒さらされてるこの状じよう況きようから目を逸そらしたくて、両りよう腕うでで顔を覆おおう。

　幾いく度どとなく……体を重ねてるのに、恥はずかしさだけはどうしてもなくならなくて。

「見ない……で……ッ」

「顔見せろよ」

「……ヤダ……」

　はしたない声を聞かれるだけでも、死んじゃいたいくらい恥ずかしいのに。

　いつも以上に熱く火ほ照てる体を知られたくなくて。

　要先輩は両腕をオレの顔から剝はがして手にシーツを握らせ、自分はベッドの下の方へ移動する。

「な……に……？」

　中心を柔らかく撫なで上げられながら、腿ももの内側をキツく吸われる。

「んっ……、や、そこっ」

「ここか？」

「っあ……、ぁ……ん……」

「体はこんなに素す直なおなのにな」

　腰を浮うかされたかと思うと、すぐに窄まりに濡れた感かん触しよくがした。

　湿しめった音が羞しゆう恥ち心しんを煽あおって、意識がそこに集中してしまう。

「い……やぁっ」

　クッと尖とがらせた舌先がオレの内部へ捩ねじ込まれた。

「……ぁ！　っん……ぅ」

　体の内側を舐なめられるという奇き妙みような感覚が、不思議と快感を紡つむぎ出していく。

　些細な舌の動きでも、過か敏びんに反応してしまう。くちくちという音が生々しさを強調して、オレをいたたまれなくした。

「あ……っ、く………」

　舌が抜かれると同時に、再び関節の太い指が埋うめられる。

　唾だ液えきで湿らされた入り口は、今度はたいした抵てい抗こうもなく、それを飲み込んだ。

　さっきとは比べ物にならないくらい深く埋め込まれ、甘い痺しびれが全身を駆かけ抜けていく。

「もう、ヒクついてる」

「は……っ、おねがい……云いわな……で……」

　根元まで入りきるとすぐに後退し、要先輩はオレの中を丹たん念ねんに解ほぐしていった。

　繰くり返される抜き差しで、じわじわと中心に熱が集まっていく。

「や……ぁっ」

　優やさしすぎるくらいの愛あい撫ぶじゃなくて、もっと強い刺し激げきが欲しい。

　ううん、それよりも……。

「夏哉？」

　要先輩はオレの気持ちを読み取ったかのように名前を呼ぶ。

「……あ、ぁっ……」

「どうして欲しい？　言葉で云えよ」

「要先輩……の、いじわる……っ」

　わかってるくせに！

　なのに、要先輩はオレに言葉を求めてくる。

「云えるだろ？」

「ん、……だって、そんな……」

　恥ずかしいこと云えないっ。

　わざとらしく指の動きを緩ゆるやかにされ、もどかしさに体を捩よじった。

　オレが云うまで、本気で焦じらすつもり……？

　だけど、オレの体はどうしようもなく要先せん輩ぱいを欲しがってて、もう理性じゃ抑おさえきれない。

「き、て……っ」

　羞恥を堪こらえて、とうとう恥ずかしい欲求を口にした。───要先輩と、一つになりたくて。

「先輩が……欲し……ぁッ」

「……ちゃんと云えるじゃないか」

　掠かすれたバリトンが、甘い響ひびきとなって全身を包み込む。

　要先輩はオレの片足を掬すくうように持ち上げて、自らの昂たかぶりを押し当てた。

　そして、解されたばかりの入り口に熱い塊かたまりがじわじわと入り込んでくる。

「あ……ッ、すご……熱……っ」

　やっぱり少しキツくて痛みがあったけど、要先輩はそれが収まるまで待っててくれる。

「平気か？」

　体の中で違ちがう鼓こ動どうが力強く脈打ってる。

　要先輩の昂りの形に押し開かれたオレの内ない壁へきは、その温度に溶とけてしまいそうで。

「だいじょぶ、だから……っ」

　オレは平気だから。一秒でも早く……一いつ緒しよに気持ちよくなりたい。

「ね……早く……っ」

　オレは聞こえるか聞こえないかの大きさで囁ささやいた。

「そうやって云えばいいだろ。お前のワガママならなんでも聞いてやる」

　甘い台詞せりふと共に腰こしの奥を突つき上げられ、オレの喉から甘い声が上がる。

　繫つながった部分が溶け合ってしまいそうな錯さつ覚かくさえ覚えた。

　腰を摑つかまれ揺ゆさぶられて、頭の中が真っ白になっていく。

「っやぁ……、要せんぱ……いっ」

「ん？」

　要先輩は、優しく目を細めた。

　この瞳ひとみの中に映るのが、ずっとずっとオレだけならいいのに。

「……オレだけ見て……て……」

　いつだって他の何にも目を奪うばわれてなんか欲しくない。

　こんなワガママをオレが先輩に云っても本当にいいの？

「もっと云えよ」

「オレのこと……っ、好き……？」

「当然だろ」

　要先輩はオレの言葉を受け止めて、真しん摯しに見つめてくる。

　その表情にドキリとして、思わずオレの中の要先輩自身を締しめ付けてしまった。

「……っ！　ねぇ……っ、云って……よ」

　好きって云って。

　ちゃんと言葉で聞かせて欲しい。

「好きだ」

　ヒートアップした動きが、オレをいっそう翻ほん弄ろうする。

　体中がいっぱいに満たされて、もう何も考えられない……。

「ぁ……要先輩……っ」

　さっきみたいな不安も懸け念ねんも何もかもが消えていって、ただ一人の存在感だけを強く感じる。

「───夏哉、お前だけだ」

　要先輩の甘い囁きだけがオレの耳に届けられた。







「あの……いい加減、離はなしてくれませんか？」

「まだいいだろ」

　オレは要先輩の腕うでの中に閉じ込められたままだった。

「でも……」

　そろそろ裕人先輩、帰ってきちゃうんじゃないの？

　シャワーを浴びて身み支じ度たくも整えてあるけど……いくらなんでも、ベッドに座って要先輩に後ろ抱だきにされてるこの状況を見られるわけにはいかないよ……。

「もう、夕方になっちゃうんですけど？」

　オレだって家に帰らないといけないし。勉強だって、結局途と中ちゆうのままなんだよね。

「もう少し」

　後ろから甘えるように囁かれると、この温ぬくもりの誘ゆう惑わくへ気持ちが簡単にぐらついてしまう。

「……少しだけ、ですよ？」

　オレだって、本当はずっとこうしていたい。

　目を閉じてぽてっと逞たくましい胸に背中を預けると、要先輩はオレを強く抱きしめてくれる。

　ダメだ……このまま動きたくない……。

　うっとりと幸せを享きよう受じゆしていたら、突とつ然ぜんオレを現実へと引き戻もどす声がした。

「二人とも、勉強してるんじゃなかったのか？」

　えっ？

　あ、あれ？　いつの間にドア開いた？

　わー!!

「ひ、裕人先輩っ!!」

「ただいま、夏哉」

　裕人先輩は、オレに向かってにこやかに微笑ほほえんだ。

「おかえり」

　おかえりって……!?　要先輩も、何冷静に云ってるんだよ!?

「……まだ、お邪じや魔まだったみたいだね」

「見りゃわかるだろ」

　オレを抱きしめたままの要先輩は飄ひよう々ひようとそう告げた。

「要先輩、あの……ッ」

　要先輩から離れようとしても、がしっと腰に回された腕に阻はばまれてしまう。

　すると、裕人先輩が深々とため息をついた。

「で。僕はあとどのくらい出かけてればいいのかな？」

「一時間でいい」

「要。これで貸し二つだってわかってる？」

「そんなの知るかよ」

「───夏哉」

　裕人先輩は再びオレの名前を呼んだ。

　非の打ち所のない笑え顔がおなんだけど、何を考えてるのかわからないんだよね……。

「は、はいっ」

「そんなんじゃ勉強にならないだろ？　今度は僕のところにおいで」

「はぁ……」

「早く行けっつってるだろ」

「はいはい。それじゃあね、夏哉」

　裕人先輩はオレに向かってひらひらと手を振ふると、ドアの向こうに消えていった。

　とりあえず、それで一安心できたけど根本的な問題解決には程ほど遠とおい気が…。

「……もう、部活行けない……」

　こんなところを見られて、次にどんな顔をして会えばいいんだよ……!!

「行くのか？」

「そりゃ……部活は行かないといけないし…」

「そうじゃない」

「……そうじゃないって？」

　それ、どういう意味で？

「あいつのとこなんか行くなよ」

　……あ。

　裕人先輩のさっきの言葉を気にしてるの？

「行きませんよ！　あっ、その……要先輩が、また教えてくれるなら……ですけど」

「そうか」

　先輩はオレの耳の後ろにキスをしてきた。

「……っ!?」

「覚えがいい生徒だから、先が楽しみだな」

　え？　オレ、覚えはあんまりよくないけど……？

　って……あっ───。

　思わせぶりに耳みみ朶たぶを甘あま嚙がみしてきた先せん輩ぱいに、オレは言葉に含ふくまれた二重の意味に気付いてしまう。

「……先輩のえっち……」

「それでも好きなんだろ？」

「……っ」

　あまりの機き嫌げんの良さに怒おこる気も失うせてしまい、オレは要先輩の腕の中、一人途と方ほうに暮れるしかなかった。







あとがき







　はじめまして、こんにちは。藤ふじ崎さき都みやこです。

　この本をお手に取って下さった皆さま、ありがとうございます！

　……信じられないことに、二冊目の本です。本当にいいんでしょうか？

　去年の今いま頃ごろは、まさかこういった恵めぐまれた状じよう況きようになってることなんて、欠片かけらも想像してませんでした。日々、ゲームの企き画かく立だてとシナリオ書きに明け暮れていたような気がします。




　今回のお話は前作『不ふ機き嫌げんなダーリン♡』の脇わき役やくだった瑞みず希きが主役になっております。

　もともと、主役にしようと思って作ったキャラクターではなかったのですが、自分では密ひそかに気に入っていまして。こうして、日の目を見させてあげられてとても嬉うれしいです。

　プロットを読んだ担当様から一言「瑞希の相手はメガ攻せめ（あらすじには超ちよう攻せめとありますが）ですね♥」と云いわれ、ぐるぐるしてしまいました。メガ攻って……何？　それは普ふ通つうの攻とは違ちがうの？　と思って、「あの……それってどんな攻なんですか？」と聞きましたところ、とにかくスゴイ攻という返事が。スゴイって云われましても……。

　期待に応こたえようと思い、とりあえずそれまで考えていたキャラを自分なりにパワーアップさせてみたら、あんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんになってしまいました（笑）。瑞希はすっかり振り回されてしまいましたが、結果的にはよかったような気がします。というわけで、多岐川のテーマは「メガ攻」でした♪

　そして、ありがたいことに今回も蓮はす川かわ愛あい先生に挿さし絵えを描かいていただきましたっ！　担当様から送ってもらったキャララフのファックスに頰ほおが緩ゆるみっぱなしです。瑞希は美人だし、多岐川はカッコいいし、一人で幸せを嚙み締しめております。また、蓮川先生には瑞希を特に気に入っていただけたようだと聞きました。本当に嬉しすぎです♥　瑞希同様……いえ、それ以上に私ったら果報者ですよね!!　蓮川先生ありがとうございました!!

　それから、一番迷めい惑わくをかけたのは担当してくださってる相澤さんです～。いつもいつも、本当に申し訳ありません！　私、前回よりちょっとくらいは成長できてますでしょうか？（汗）

　些さ細さいなことですぐ凹へこんでしまって、手間がかかってるかと思いますが、これからもよろしくお願いします!!




　さて、エロシーンの量は前回の比ではありません！　場所も色々です!!

　途と中ちゆう挫くじけそうになりましたが「がんばってね♥」という相澤さんの優やさしい（？）言葉を胸にどうにか……（泣）。なんと、計四・五回もあって、自分でもビックリです……。

　でもっ、今回はちゃんとベッドでしてるんですよ!!　前回はうっかり外ばっかりになってしまいましたが、そのリベンジ（ちょっと違う）は果たせたような気がします。といっても、露ろ天てん風ぶ呂ろとか車の中とかもありますけどネ。

　作中で瑞希もツッコミを入れておりますが、「温泉」に関しましては言い訳が少々……。

　この原げん稿こうを書いている時期に、とある事情で友達に温泉地へと連れて行かれたのです。原稿中の身としては、申し訳ない気持ちでいっぱい。なら、それを作品に活いかせばいいんじゃ……！　と考えた結果、あんなことに……。

　結局は温泉に浸つかる暇ひまはほとんどなく、ロケーションも参考にできなかったのですが（苦笑）。次に行く機会があったら、そのときこそはのんびりしたいです。




　短編『ご機き嫌げんなダーリン♡』の夏哉と要についてちょこっと解説。あの二人は本編にも出ておりますが、元々は前作『不機嫌なダーリン♡』のキャラクターです。

　先にも書きましたが、前作ではエロシーンが全すべて外というできたてカップルとしてあるまじき内容になってしまったので、どうしてもベッドでのエッチシーンを書きたかったんです!!

　別に意識して外ばっかりにしたわけじゃないんですよ？　何となく逃にげていたら追い詰つめられて、気付いたら逃げ場がなくなっていた、みたいな……。逃げるのはいけない、ということが、よぉくわかりました。

　ええと、最後になりましたが『不機嫌なダーリン♡』の感想のお手紙を送って下さった皆さま、本当にありがとうございました！　ドキドキしながら読ませていただきましたっ。

　できる限りお返事したいと思っておりますので、差し支えなければお手紙にはご住所を明記しておいて下さいネ。

　あと、前作を買ってくれた友達の皆さまもありがとうでした。デビューのお祝いも色んな方からもらってしまって……。この場を借りてお礼申し上げます！　色々とありがとうございます＆ごちそうさまでしたー♥




　さてさて。この『胸むな騒さわぎのハニー♡』は少しでも楽しんでいただけたでしょうか？

　どこか一ケ所でも気に入ってもらえたら、こんなに幸せなことはありません。よろしければ、ご感想をお寄せ下さると嬉しいです。

　それでは。またいつか、貴方あなたにお会いできますように。




　　二〇〇二年二月


藤崎　都　　
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